
科目一覧（学則第２１条の別表１） 注）この科目一覧にある科目は、開講する予定のものであり、変更になる場合があります。

　共通科目　（必須） 825

ページ レベル 科目名 主担当 担当者 授業方法 開講時期 時間数

C-1 共通 森林から木材、暮らしへⅠ 柳沢直 担当教員 講義・実習 前期 75

C-2 森林から木材、暮らしへⅡ 柳沢直 担当教員 実習 前期 30

C-3 森林文化 川尻秀樹 科長 講義 2年間通年 30

C-4 日本の森林・岐阜県の森林 横井秀一 講義 前期 15

C-5 森林の姿 横井秀一 実習 通年 30

C-6 樹木同定実習 柳沢直 津田格 / 玉木一郎 実習 前期 30

C-7 林業・林産業体験実習 原島幹典
杉本和也 / 吉野安里 / 伊佐治彰祥 /
 横井秀一 / 池戸秀隆

実習 通年 30

C-8 木材利用・流通 吉野安里 実習 前期 30

C-9 刃物の研ぎ 久津輪雅 川尻秀樹 実習 前期 15

C-10 地域活性化概論 原島幹典 講義 通年 30

C-11 救急法講習1 萩原裕作 実習 前期 15

C-12 救急法講習2 萩原裕作 実習 前期 15

C-13 コロキウム 柳沢直 担当教員 講義 2年間通年 30

C-14 課題研究 担当教員 実習 ２年間通年 450



科目一覧（学則第２１条の別表１） 注）この科目一覧にある科目は、開講する予定のものであり、変更になる場合があります。

　林業系科目　（選択） 1380

ページ レベル 科目名 主担当 担当者 授業方法 開講時期 時間数

C-15 基礎Ⅰ 林業の概観 横井秀一 講義 前期 30

C-16 森林立地 柳沢直 講義・実習 後期 30

C-17 造林の基礎 横井秀一 講義 前期 30

C-18 森林調査法１ 津田格 横井秀一 / 柳沢直 / 玉木一郎 実習 前期 30

C-19 森林調査法２ 津田格 横井秀一 実習 後期 15

C-20 森林獣害 伊佐治彰祥 原島幹典 講義・実習 後期 30

C-21 森林公共政策 伊佐治彰祥 非常勤講師 講義 後期 15

C-22 木質バイオマス資源の利用 杉本和也 講義・実習 前期 45

C-23 安全管理の推進 杉本和也 講義 前期 30

C-24 刈払機入門（安全衛生教育） 原島幹典
杉本和也 / 伊佐治彰祥 / 池戸秀隆 /
 横井秀一

講義・実習 前期 15

C-25 チェーンソー入門（特別教育） 原島幹典
杉本和也 / 伊佐治彰祥 / 池戸秀隆 /
横井秀一

講義・実習 前期 30

C-26 基礎Ⅱ 森林経営 杉本和也 講義 前期 30

C-27 森林政策・森林計画 池戸秀隆 講義・実習 後期 30

C-28 森林情報 川尻秀樹 非常勤講師 講義・実習 後期 30

C-29 森林施業と森林生態 横井秀一 講義 後期 15

C-30 森林病虫害 津田格 講義・実習 後期 30

C-31 野生動物捕獲実習 伊佐治彰祥 原島幹典 実習 後期 30

C-32 木材生産システムの基礎 杉本和也 講義・実習 後期 30

C-33 生産管理の技術　［偶数年度］ 杉本和也 講義・実習 前期 30

C-34 大型特殊 池戸秀隆 実習 通年 15

C-35 小型移動式クレーン運転技能講習 池戸秀隆 講義・実習 後期 30

C-36 玉掛技能講習 池戸秀隆 講義・実習 後期 30

C-37 車両系建設機械運転技能講習 池戸秀隆 講義・実習 前期 15

C-38 不整地運搬車運転技能講習 池戸秀隆 講義・実習 前期 15

C-39 フォークリフト運転技能講習 池戸秀隆 講義・実習 前期 15

C-40 車両系木材伐出機械の特別教育 池戸秀隆 杉本和也 / 伊佐治彰祥 講義・実習 前期 60

C-41 高性能林業機械操作基礎 杉本和也 池戸秀隆 / 伊佐治彰祥 講義・実習 前期 60

C-42 発展Ⅰ 森林評価・収穫調査 池戸秀隆 講義・実習 前期 30

C-43 多様な森林施業 横井秀一 講義 後期 30

C-44 森林施業演習 横井秀一 実習 前期 60

C-45 林業事例調査１ 横井秀一 池戸秀隆 / 杉本和也 / 伊佐治彰祥 実習 通年 30

C-46 林業事例調査２ 横井秀一 池戸秀隆 / 杉本和也 / 伊佐治彰祥 実習 通年 30

C-47 林業路網 池戸秀隆 杉本和也 講義・実習 後期 30

C-48 林業架線作業主任者講習 池戸秀隆 杉本和也 / 伊佐治彰祥 講義・実習 通年 120

C-49 発展Ⅱ 森林経営の構築 杉本和也 講義 後期 30

C-50 森林経営計画実習 横井秀一 実習 後期 60

C-51 施業プランナー演習 横井秀一 講義・実習 通年 75

C-52 市場経済と林業経営　［奇数年度］ 杉本和也 講義 後期 30

C-53 木材の販売戦略 伊佐治彰祥 非常勤講師 実習 前期 30

C-54 木材生産システムの応用 杉本和也 実習 前期 30

C-55 架線集材指導実習 杉本和也 池戸秀隆 / 伊佐治彰祥 実習 後期 30



科目一覧（学則第２１条の別表１） 注）この科目一覧にある科目は、開講する予定のものであり、変更になる場合があります。

　森林環境教育・木育系科目　（選択） 900

ページ レベル 科目名 主担当 担当者 授業方法 開講時期 時間数

C-56 基礎Ⅰ パーマカルチャー実習 ① 萩原裕作 非常勤講師 実習 前期 15

C-57 環境教育プログラム体験実習 萩原裕作 実習 前期 15

C-58 ESD・森林環境教育・木育・IP概論 松井勅尚 嵯峨創平 / 萩原裕作 / 原島幹典 講義 前期 15

C-59 里山の整備と遊歩道づくり体験 萩原裕作 原島幹典 実習 後期 15

C-60 環境教育指導者のための伐木＆搬出体験（人力） 萩原裕作 原島幹典 実習 後期 15

C-61 環境教育指導者のための伐木＆搬出体験（機械） 萩原裕作 杉本和也 / 池戸秀隆 実習 前期 15

C-62 環境教育指導者のための手工具 松井勅尚 萩原裕作 講義・実習 前期 15

C-63 グリーンウッドワークⅠ 久津輪雅 萩原裕作 実習 前期 15

C-64 森で過ごす 萩原裕作 実習 後期 15

C-65 森林環境教育現場訪問1 萩原裕作 実習 後期 30

C-66 森林環境教育現場訪問2 萩原裕作 実習 後期 30

C-67 基礎Ⅱ 簡易製材（チェンソー製材）体験 萩原裕作 伊佐治彰祥 実習 前期 15

C-68 パーマカルチャー実習 ② 萩原裕作 非常勤講師 実習 後期 30

C-69 森のようちえん実習 ② 萩原裕作 実習 通年 15

C-70 環境教育プログラム指導　基礎実習 萩原裕作 実習 通年 15

C-71 自然体験活動実習（キャンプカウンセラー体験） 萩原裕作 実習 通年 30

C-72 森林空間利用プログラムと事業化 嵯峨創平 実習 通年 30

C-73 地域の暮らしを考える 原島幹典 非常勤講師 実習 通年 30

C-74 グリーンウッドワークⅡ 久津輪雅 萩原裕作 実習 後期 30

C-75 木工木育教材開発 松井勅尚 実習 後期 15

C-76 木工木育講座の基礎Ⅰ 松井勅尚 講義・実習 後期 15

C-77 木工木育講座の基礎Ⅱ 松井勅尚 講義・実習 後期 15

C-78 発展Ⅰ 自然体験の企画と指導（実習） 萩原裕作 実習 通年 15

C-79 森のようちえん指導実習 萩原裕作 実習 通年 15

C-80 里山プロジェクト実習１（薪・粗朶） 柳沢直 津田格 / 玉木一郎 実習 後期 30

C-81 里山プロジェクト実習２（里山林の管理と植生） 柳沢直 津田格 / 玉木一郎 実習 前期 15

C-82 木工木育講座の実践 松井勅尚 実習 通年 60

C-83 グリーンウッドワークⅢ 久津輪雅 萩原裕作 実習 後期 30

C-84 森林環境教育プロジェクト１ 萩原裕作 実習 通年 60

C-85 森林環境教育プロジェクト２ 萩原裕作 実習 通年 60

C-86 発展Ⅱ 木工木育講座の普及研修指導 松井勅尚 実習 通年 60

C-87 森林環境教育プロジェクト３ 萩原裕作 実習 通年 60

C-88 森林環境教育プロジェクト４ 萩原裕作 実習 通年 60



科目一覧（学則第２１条の別表１） 注）この科目一覧にある科目は、開講する予定のものであり、変更になる場合があります。

　木造建築系科目　（選択） 1020

ページ レベル 科目名 主担当 担当者 授業方法 開講時期 時間数

C-89 基礎Ⅰ CADの基礎 辻充孝 講義・実習 前期 15

C-90 空間認識 辻充孝 講義・実習 前期 15

C-91 木造建築計画の基礎Ⅰ 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 前期 15

C-92 木の空間における人間工学Ⅰ 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 後期 15

C-93 木造建築環境 廣田桂子 非常勤講師 講義 後期 30

C-94 木質材料 吉野安里 講義・実習 前期 60

C-95 木質建材をつくる 吉野安里 実習 前期 30

C-96 建築構法 小原勝彦 講義・実習 前期 15

C-97 基礎をつくる(自力建設) 小原勝彦 非常勤講師 実習 前期 60

C-98 墨付けと刻み加工(自力建設) 吉野安里 非常勤講師 実習 通年 60

C-99 架構をつくる(自力建設) 辻充孝 非常勤講師 実習 前期 60

C-100 基礎Ⅱ 木造建築CAD 辻充孝 講義・実習 前期 15

C-101 計画演習 辻充孝 実習 前期 15

C-102 木造建築計画の基礎Ⅱ 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 前期 30

C-103 木の空間における人間工学Ⅱ 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 後期 15

C-104 木造建築法規 辻充孝 小原勝彦 講義 後期 15

C-105 地盤調査法 小原勝彦 非常勤講師 講義・実習 前期 15

C-106 木質構造力学・静定 小原勝彦 講義・実習 前期 30

C-107 木質構造力学・不静定 小原勝彦 講義・実習 後期 30

C-108 発展Ⅰ 木造建築の構造設計製図・木拾い術 小原勝彦 辻充孝 講義・実習 前期 30

C-109 木造建築計画の応用 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 前期 30

C-110 構造解析 小原勝彦 非常勤講師 実習 通年 30

C-111 木造建築病理学 小原勝彦 非常勤講師 講義 ２年間通年 60

C-112 木造建築の防火 小原勝彦 非常勤講師 講義・実習 ２年間通年 30

C-113 木質構造設計の基本 小原勝彦 非常勤講師 講義・実習 前期 30

C-114 木造建築の環境性能設計Ⅰ 辻充孝 講義・実習 後期 15

C-115 木材と設備設計 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 後期 30

C-116 生活環境設計 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 前期 30

C-117 建築設備 辻充孝 講義・実習 後期 30

C-118 設計監理法 辻充孝 講義 前期 30

C-119 発展Ⅱ 木質構造設計の応用 小原勝彦 非常勤講師 講義・実習 後期 30

C-120 木造建築の環境性能設計Ⅱ 辻充孝 講義・実習 後期 15

C-121 木造建築の設計製図 辻充孝 実習 前期 30

C-122 木造建築病理学実習 小原勝彦 実習 ２年間通年 30

C-123 木造建築のグリーンデザイン 廣田桂子 非常勤講師 講義・実習 通年 30



科目一覧（学則第２１条の別表１） 注）この科目一覧にある科目は、開講する予定のものであり、変更になる場合があります。

　木工系科目　（選択） 720

ページ レベル 科目名 主担当 担当者 授業方法 開講時期 時間数

C-124 基礎Ⅰ 手工具Ⅰ 久津輪雅 実習 前期 30

C-125 手工具Ⅱ 松井勅尚 講義・実習 前期 30

C-126 手工具Ⅲ 松井勅尚 講義・実習 前期 15

C-127 木工機械使用法Ⅰ(木取り) 和田賢治 実習 前期 30

C-128 つくるための電動工具 和田賢治 実習 前期 15

C-129 木工旋盤の基礎Ⅰ 和田賢治 実習 後期 15

C-130 家具をつくる(自力建設) 和田賢治 実習 後期 30

C-131 木材の適材適所 松井勅尚 講義・実習 後期 15

C-132 デジタルファブリケーションの導入 和田賢治 実習 後期 15

C-133 木材塗装(自然塗料) 久津輪雅 実習 前期 15

C-134 展示会視察 松井勅尚 久津輪雅 / 和田賢治 実習 通年 15

C-135 基礎Ⅱ 木工機械使用法Ⅱ（成形・加工） 和田賢治 実習 前期 30

C-136 電動工具（成形・加工） 和田賢治 実習 前期 15

C-137 木工旋盤の基礎Ⅱ 和田賢治 実習 後期 15

C-138 テーブル制作 和田賢治 講義・実習 後期 30

C-139 木工製図(CAD) 辻充孝 実習 前期 15

C-140 木材塗装(合成樹脂塗料) 久津輪雅 非常勤講師 実習 後期 15

C-141 木工製図(椅子原寸) 久津輪雅 実習 前期 15

C-142 展示会の企画と運営 松井勅尚 久津輪雅 / 和田賢治 実習 通年 15

C-143 伝統工芸 久津輪雅 非常勤講師 実習 前期 15

C-144 木工事例調査 松井勅尚 久津輪雅 / 和田賢治 実習 ２年間通年 30

C-145 木材乾燥事例調査 松井勅尚 和田賢治 講義・実習 後期 15

C-146 発展Ⅰ 商品化 松井勅尚 久津輪雅 / 和田賢治 講義・実習 後期 60

C-147 地域材クラフト開発 松井勅尚 和田賢治 実習 前期 45

C-148 椅子の制作 久津輪雅 実習 前期 60

C-149 収納家具 和田賢治 実習 前期 30

C-150 木材塗装の応用 久津輪雅 非常勤講師 実習 前期 30

C-151 発展Ⅱ 地域材家具開発 久津輪雅 実習 後期 15

C-152 地域材家具制作 久津輪雅 実習 後期 45



科目一覧（学則第２１条の別表１） 注）この科目一覧にある科目は、開講する予定のものであり、変更になる場合があります。

　自然科学系科目　（選択） 270

ページ レベル 科目名 主担当 担当者 授業方法 開講時期 時間数

C-153 基礎Ⅰ 生態学の基礎 玉木一郎 講義 前期 15

C-154 生態系サービス 柳沢直 講義・実習 前期 15

C-155 樹木学実習（着葉期） 横井秀一 実習 前期 15

C-156 樹木学実習（落葉期） 横井秀一 実習 後期 15

C-157 哺乳類・鳥類の生態基礎 柳沢直 非常勤講師 講義・実習 後期 30

C-158 昆虫・魚類同定実習 津田格 玉木一郎 実習 前期 15

C-159 樹木の形態と生理 玉木一郎 講義 前期 30

C-160 森林と海をつなぐ 柳沢直 講義・実習 後期 15

C-161 特用林産物実習（春夏編） 津田格 実習 前期 15

C-162 特用林産物実習（秋冬編） 津田格 実習 後期 15

C-163 有用植物実習（山菜・薬草） 津田格 柳沢直 / 玉木一郎 実習 前期 15

C-164 里山の自然とその保全 玉木一郎 柳沢直 / 津田格 実習 通年 45

C-165 基礎Ⅱ 樹木学指導実習（着葉期） 横井秀一 実習 前期 15

C-166 樹木学指導実習（落葉期） 横井秀一 実習 後期 15



科目一覧（学則第２１条の別表１） 注）この科目一覧にある科目は、開講する予定のものであり、変更になる場合があります。

　情報・ビジネス・：コミュニケーション系科目　（選択） 540

ページ レベル 科目名 主担当 担当者 授業方法 開講時期 時間数

C-167 基礎Ⅰ 文章表現・作文技術 玉木一郎 講義・実習 後期 15

C-168 情報発信演習 辻充孝 講義・実習 後期 30

C-169 会計の基礎 杉本和也 講義 後期 15

C-170 インタープリテーション実習① 萩原裕作 実習 前期 15

C-171 コミュニケーションワーク 萩原裕作 非常勤講師 実習 後期 15

C-172 ファシリテーション実習 嵯峨創平 実習 前期 30

C-173 山里を知る(聞き書き入門) 原島幹典 講義・実習 前期 30

C-174 プロジェクト１ 担当教員 講義・実習 ２年間通年 15

C-175 プロジェクト２ 担当教員 講義・実習 ２年間通年 30

C-176 プロジェクト３ 担当教員 講義・実習 ２年間通年 45

C-177 プロジェクト４ 担当教員 講義・実習 ２年間通年 60

C-178 基礎Ⅱ インタープリテーション実習② 萩原裕作 実習 後期 15

C-179 コミュニティビジネス起業論（基礎編） 杉本和也 嵯峨創平 講義 後期 30

C-180 山里を伝える(聞き書き実践) 原島幹典 講義・実習 後期 15

C-181 国内研修 担当教員 実習 前期 30

C-182 発展Ⅰ コミュニティビジネス起業論（実践編） 和田賢治 嵯峨創平 / 杉本和也 講義 通年 30

C-183 コミュニティデザイン総合演習 嵯峨創平 実習 通年 60

C-184 インターンシップⅠ 担当教員 実習 通年 30

C-185 発展Ⅱ インターンシップⅡ 担当教員 実習 通年 30



■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

４月11日（月）
	①②「森林空間を活かしたアイスブレイクとチームビルディング」
	③	「森林・林業・山村の現状と問題」
	④	「人と自然のつきあい方～里山の自然～」
　
４月12日（火）
①	「森林からの恵み-きのこ、山菜等の特用林産物の利用」
②「気候変動と森林・林業」　③④　古城山散策
　
４月13日（水）
①	「日本の森林文化・林業文化」　②	「日本の森林資源と林業」
③	「最新の林業・木質バイオマス事情」　④	「林業の機械化と作業システム」

４月14日（木）
①②③④　	演習林散策

４月18日（月）
①②「里山起業のすすめ」　③「木材の循環」　④		オープンラボでの実習

４月19日（火）
①「木工」　②	樹木サンプル制作１

４月20日（水）
①「地域材のものづくり（アベマキ学校机プロジェクト）」
②「伝統工芸・グリーンウッドワーク」　③④	樹種サンプル制作２

４月21日（木）
①「木造建築」　②「温熱環境と省エネルギー」
③④	アカデミー建築、自力建設ツアー

４月22日（金）
①「木質構造と住育」　②「暮らしを舞台とした木育」
③「森を舞台とした木育」　④	樹種サンプル制作３

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

それぞれの専門の学びに入る前に、森林から木材が伐採され、利用されていく
までの流れを概観し、アカデミーで展開する授業や、教員の専門性を理解する
ことで、自らの学びの方向性をイメージする。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 75 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
それぞれの専門の学びに入る前に、森林から木材が伐採され、利用されていく
までの流れを概観し、アカデミーで展開する授業や、教員の専門性を理解する
ことで、自らの学びの方向性をイメージする。

担当教員

科　　　目 担当者（○主担当）

森林から木材、暮らしへⅠ ○ 柳沢直
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

山側の森林・林業から木製品までの流れを意識して見学を行う。
見学先は以下の通り。

4/11（月）　古川林業（郡上市）

4/12（火）　東濃ひのき製品流通協同組合

4/13（水）　カネモク・オークヴィレッジ・森林たくみ塾（高山市）

4/14（木）　ひだまりホーム各務ヶ原モデルハウス（各務原市)
            ・メディアコスモス（岐阜市）
            ・清流みずほ幼稚園・保育園・こどもセンター（瑞穂市）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

林業、山村・里山、森林環境教育、木育・木工、木造建築などの現場の中から
いくつかを川上から川下の流れを意識しながら訪問し、それぞれのつながりを
総合的に理解する。また、分野を超えて全学生が同じ対象や課題を見聞しなが
ら、相互の特長や役割を意識し、協同の可能性を再認識する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
２年次の開始にあたり、１年次に学んできた知識をもう一度つなぎ直し、森林
の樹木がさまざまなプロセスを経て人の暮らしの道具や住まいになってゆく過
程や、森林と人や地域のつながりを理解する。

担当教員

科　　　目 担当者（○主担当）

森林から木材、暮らしへⅡ ○ 柳沢直
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席と演習など

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

　日本人はどのように自然とつきあってきたのか。　「森」を中心に日本新の
思想に「ふれ、縄文時代や弥生時代、自然神道、仏教伝来とともに歩んだ日本
人の思想の一部を振り返る。

　また、日本以外の国ではどのような思想があったのか、「森」を中心に、ご
く一部について振り返り、日本と比較する。ヨーロッパの森林文化、ドルイド
教との関係、神話における森との関係から、森林文化について見直す。

　そして、ゲストスピーカーをお招きして、以下の項目をお聞きする。
①林業や森林研究者から見た森林文化について
②山村地域づくりから見た森林文化について
③自然体験、教育活動から見た森林文化について
④木工・ものづくりから見た森林文化について
⑤日本の建築、住居空間から見た森林文化について

テキスト
参考書

配付資料

事前履修科目 なし

概　　要

　岐阜県立森林文化アカデミーでは自然を代表する「森」と、そこで生み出さ
れる再生可能な「木」の活用を通して、自然の循環と一体となった持続可能な
社会構築を目指し、人材育成に取り組んでいる。そこで古来の森林文化を継承
しつつ、斬新な切り口で将来に繋がる新しい森林文化を探る。

授業方法 講義 開講時期 ２年間通年 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
　古来、日本には独自の森林文化があった。そして現在は、先人たちが積み重
ねた森林文化の上に、新たな森林文化を築こうとしている。そこで、林業や教
育、建築や木工など、幅広い視点で森林文化に気づくことを目的とする。

科長

科　　　目 担当者（○主担当）

森林文化 ○ 川尻秀樹
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

1．日本の森林植生・岐阜県の森林植生
　気候帯と植生帯、温量指数、水平分布、垂直分布

2．日本の森林資源・岐阜県の森林資源
　人工林と天然林、齢級分布

3．森林の動態
　植生遷移、更新、人為の影響

テキスト
参考書

参考書：「図説 日本の植生」「森林・林業統計要覧」「岐阜県森林・林業統計
書」

事前履修科目 森林から木材、暮らしへ1

概　　要

　日本や岐阜県の森林植生・森林資源を概観し、その成立過程を知る。併せ
て、森林を理解するのに必要な生態学的知見について、ごく基本的なことを学
ぶ。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 15 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
　日本や岐阜県の森林植生、森林資源について理解する。

科　　　目 担当者（○主担当）

日本の森林・岐阜県の森林 ○ 横井秀一
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席および現地見学の都度に提出するレポート

関連する資格 　

注意事項
見学時のドレスコード：5見学（山林）

項　　目

1．スギ高齢人工林とスギ人工林長伐期施業

2．ヒノキ高齢人工林とヒノキ人工林長伐期施業

3．ヒノキ天然林とヒノキ天然林超長伐期施業

4．広葉樹人工林施業・広葉樹天然林施業

テキスト
参考書

　

事前履修科目 日本の森林・岐阜県の森林

概　　要

　岐阜県内の代表的なタイプの森林を見学する。天然林の見学では、地域本来
の自然植生の姿、その成立過程や維持機構を観察する。人工林をはじめとする
施業森林の見学では、施業の目的と目標林型を意識し、そこで行われている施
業の方法をあわせて学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
　様々な森林タイプやそれぞれのタイプで様々な発達段階の林分を観察し、そ
こで行われている施業と結びつけることによって、目標林型やそれと施業の関
係について理解する。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林の姿 ○ 横井秀一
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／

■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．植物の同定ポイントに関する基礎

２．野外における樹木の同定実習

３．試験

テキスト
参考書

検索入門　樹木【総合版】（保育社）　樹木の葉 実物スキャンで見分ける1100
種類 (山と溪谷社)

事前履修科目 　

概　　要

実習では森林文化アカデミー構内の植栽木、および周辺の暖温帯性広葉樹林を
中心に概ね40種の樹木を同定できる能力を身につけることを目標とする。野外
での樹木観察・サンプルの採集と標本の作成を通じて目的の樹種が判別できる
能力を養う。図鑑を使用して未知の植物を同定できるスキルも身につける。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
樹木は森林生態系を構成する重要な要素であると同時に、林業・街路樹・庭
木、木材など様々な形で利用されている。利用に際しては樹種の正確な同定が
重要である。本実習では主要樹種を主に葉で同定する能力を習得する。

津田格 玉木一郎

科　　　目 担当者（○主担当）

樹木同定実習 ○ 柳沢直
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
実習一般（コード№1）

項　　目

1．地拵え・植林
2．下刈り・つる切り
3．間伐、造材
4．搬出、製材

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

林業現場での造林・育林・伐採・搬出作業の体験と、製材・加工現場での実習
を通じ、植林から製材までの流れと、各段階で必要となる諸条件を知る。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
異なる専門分野を目指す学生が、森林や木材を扱う者として、必ず知っておか
ねばならない主要な作業を体験し、林業活動や流域木材の利用が、上流と下流
を繋げる重要な方法であることを理解することを目的とする。

杉本和也 吉野安里 伊佐治彰祥
横井秀一 池戸秀隆

科　　　目 担当者（○主担当）

林業・林産業体験実習 ○ 原島幹典
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 なし

注意事項
見学時には、相応しい身支度、運動靴、ヘルメット持参

項　　目

１　木材、木製品の流通の現状
２　木材、木製品の商品の現状

テキスト
参考書

逐次資料配布

事前履修科目 なし

概　　要

原木・製品の流通の現状を知る。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
原木・製品の流通の現状を知る。

科　　　目 担当者（○主担当）

木材利用・流通 ○ 吉野安里

C-8



■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
包丁は各自持参すること。ナタ、小刀は自分のものがあれば持参する。
砥石は学校のものも使用できるが、キング中砥#1000、キング仕上砥S-1#6000、
ダイヤモンド両面砥石 表#300裏#1000の購入を勧める。

項　　目

1
講義　砥石の種類、砥石の研磨作用、砥石面の修正

2
講義　刃物の種類（片刃と両刃）、刃物の構造、金属の特性（軟鉄と鋼鉄、ス
テンレスなど）

3～4
実習　片刃の刃物（小刀またはナタ）の裏押しと研ぎ
両刃の刃物（包丁）の研ぎ

5～8
反復練習

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

森林の仕事に携わる者にとっても、木材の仕事に携わる者にとっても、刃物は
欠かせない道具であり、安全で効果的に使うためには研ぐ技術を身につけなけ
ればならない。この授業では、小刀やナタなどの片刃の刃物、包丁などの両刃
の刃物の研ぎ方を学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
さまざまな刃物の基本的な種類と特性や、さまざまな砥石の種類と用途を学
び、生活や仕事で使う刃物を研ぐ技術を身に付けることを目的とする。

川尻秀樹

科　　　目 担当者（○主担当）

刃物の研ぎ ○ 久津輪雅
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石川道政（客員教授）

／

■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
一部を公開講座とする。その回は学外者も聴講する。
都合により内容・順番を変更する場合がある。
第２回から第６回までは終了時刻を午後５時まで延長する。

項　　目

【第１回】　５月１７日
１．「地域創生」「ワープステイ」「コンパクトシティ―」「新しい公共」等
現在のまちづくり
２．美濃市が取り組んだユネスコ無形文化遺産登録までの「美濃市の伝統文化
と自然を活かしたまちづくり」の実例

【第２回】　６月２８日
１．美濃市の伝統文化、「美濃祭り」と「ひんここ」
２．「岐阜弁と美濃町弁」「流しにわかの制作と実演」

【第３回】　８月３０日
１．ユネスコ無形文化遺産、「本美濃紙」と「美濃和紙の未来」
２．機械製紙工場と手漉和紙工房見学、現状と未来への取り組み

【第４回】　９月２７日
１．町並みや小倉公園等、明治の先人達によるまちづくり
２．市内の歴史文化遺産の視察

【第５回】　１０月２５日
地域創生の先進地、飯田市を訪問し、低炭素・環境文化都市づくりの取組みを
視察

【第６回】　１１月２９日
地方創生と農業、林業や景観等による元気な地方都市を目指して、先導的・ユ
ニークな取組みを行っている県内外の首長を招聘

【第７回】　１月１７日
年間の総括として受講生の発表「私が取り組む、地域づくり提案とその狙い」
「自分を活かしたこれからの生き方について」。

テキスト
参考書

講義の都度、資料配付

事前履修科目 　

概　　要

本講義では、アカデミーが立地する美濃市を中心に、里山や清流に暮らす人々
の「先人たちが果たした偉業や守ってきた技術、祭り、暮らしぶり、生活の知
恵、伝統文化等」を学ぶとともに、市内外で地域づくりに活躍している人々か
ら生の講義を聞きます。

授業方法 講義 開講時期 通年 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
「これからの未来を作り上げよう」とする学生にとって、夫々が活躍する地域
の再生・創生は必須の課題である。その解決の手法、決断を迫られた時の一助
となるよう、示唆に富んだ実例をもとに学びます。

原島幹典 非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

地域活性化概論 ○
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席や授業態度など総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
当日は動きやすい服装で来てください。また、テキスト代として100円程度を当
日持参してください。また昼食代（講師の方々と一緒に食事をシェアする予定
です）として各自300円程度用意してください。

項　　目

基本的に以下の項目に触れる予定です。

◯　基本的な心構え（救急法とは）
◯　心肺蘇生
◯　止血法
◯　やけど
◯　搬送法
◯　日射病・熱射病
◯　パニック・過呼吸
◯　安全体位
◯　各種症状
◯　危険な生物
◯　骨折
◯　連絡方法
◯　身近な道具を使った技術
◯　シュミレーション・トレーニング　　ほか

テキスト
参考書

「救急法ハンドブック」を受講時に購入してもらいます（100円程度）

事前履修科目 　

概　　要

日常生活のみならず、アカデミーが網羅する全ての現場において危険はすぐ隣
り合わせにあり、中には特殊な状況下のものも多く含まれます。一社会人とし
て緊急時に積極的に対応できるよう基本技術を学びます。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
基本講習に加え、林業、木工、建築、環境教育の現場で起きやすい特殊な状況
下での対処方法をインプットする日と、忘れた頃にリアルな状況下でチーム対
応してもらう日との２日間で体験的に技術習得します。

科　　　目 担当者（○主担当）

救急法講習1 ○ 萩原裕作
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席や授業態度など総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
当日は動きやすい服装で来てください。また昼食代（講師の方々と一緒に食事
をシェアする予定です）として各自300円程度用意してください。

項　　目

基本的に以下の項目の指導サポートを担当します。

◯　基本的な心構え（救急法とは）
◯　心肺蘇生
◯　止血法
◯　やけど
◯　搬送法
◯　日射病・熱射病
◯　パニック・過呼吸
◯　安全体位
◯　各種症状
◯　危険な生物
◯　骨折
◯　連絡方法
◯　身近な道具を使った技術
◯　シュミレーション・トレーニング　　ほか

テキスト
参考書

「救急法講習１」で購入した「救急法ハンドブック」と資料を持参して下さ
い。

事前履修科目 救急法講習１　

概　　要

日常生活はもちろん、アカデミーが網羅する全ての現場において危険はすぐ隣
り合わせにあり、中には特殊な状況下のものも多く含まれます。１年時の学び
を活かして指導者アシスタントとして関わり「教える」ことを通して自らの技
術を再チェクし自信を持ってもらいます。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
「救急法講習１」の講習会で、講師アシスタントとして小グループをサポート
してもらいます。指導サポート体験を通して過去の学びや技術を確かなものに
していきます。

科　　　目 担当者（○主担当）

救急法講習2 ○ 萩原裕作
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

7/19 クリエーター科課題研究中間発表

10/4 学生によるコロキウム企画の議論

11/15 企画発表１

1/24 企画発表２

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

エンジニア科・クリエーター科、全学生が積極的に参加する活動を行う。
学生が主体となって運営し、全員参加の取り組みになるよう、教員がコーディ
ネートする。

授業方法 講義 開講時期 ２年間通年 時間数 30 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
教員と学生間、ないしは学生相互間での意見交換や議論を図る場としてコロキ
ウムがある。学生の活発な議論への参加が求められる。

担当教員

科　　　目 担当者（○主担当）

コロキウム ○ 柳沢直
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■ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 日頃の取り組み姿勢、論文、発表

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

　1．課題設定にあたり
　　（１）取り組みたい課題を設定し、文献等で情報を集める。
　　（２）指導教員（主査、副査）を決定し、課題テーマを設定する。

　2．課題設定後、指導教員と充分相談しながら、以下の取り組みをする。
　　（１）課題に関する資料や情報を収集し、整理する。
　　（２）情報を基に、より具体的な取り組み内容を検討する。
　　（３）具体的な内容決定後、研究計画（内容・スケジュール）を立てる。

　3．研究計画に沿って、調査・研究に取り組む。

　4．研究結果のとりまとめ
　　（１）研究内容をまとめ、指導教員と発表内容やプレゼン手法を検討する。
　　（２）内容に沿ったプレゼンを作成し、発表練習する。
　　（３）論文は見やすく、簡潔にまとめる（提出論文は図書室に永久保存）。

　5．課題研究公表会において発表し、評価を受ける。

　なお、科目とは別に課題研究ゼミが開催され、中間発表、内審査に向けて
　研究のアドバイスを受ける機会が月に１〜２回程度提供される。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

課題の洗い出しから課題解決までの一連の流れを実践し、説得力のあるプレゼ
ン能力や論文作成能力を身につける。

授業方法 実習 開講時期 ２年間通年 時間数 450 レベル 共通

カテゴリ

目　　的
自分の専門分野において、問題意識に沿った適切な課題を定め、その問題解決
につながる調査・分析を実施する。

科　　　目 担当者（○主担当）

課題研究 ○ 担当教員
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 授業で課す課題の発表

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

 1．林業・林産業のあらまし

 2．木材関連産業

 3．木材の流通と木材価格

 4．育林コストと木材生産コスト

 5．森林資源と木材生産量

 6．林業の機械化と路網整備

 7．林業の担い手

 8．林業政策と施策

 9．諸外国の林業

10．林業の新たな取り組み

テキスト
参考書

参考書：「日本林業はよみがえる」「国産材はなぜ売れなかったのか」「先進
国型の林業の法則を探る」「日本人はどのように森をつくってきたのか」

事前履修科目 日本の森林・岐阜県の森林

概　　要

　授業は、ゼミ形式で行う。林業の現状と課題をいくつかのテーマに分け、各
学生がいくつかのテーマを受け持ち、自ら情報を収集・分析し、その結果と調
べる過程で疑問に思ったことや自ら考える課題解決のための方策などを発表す
る。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　これから林業について学んでいくために、日本の林業の現状と課題を知る。
併せて、林業に関する専門用語を覚え、かつ、情報の収集と整理、課題の発
見、情報の伝達、議論という学び方のスタイルを習得する。

科　　　目 担当者（○主担当）

林業の概観 ○ 横井秀一
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．気候と立地（温量指数・植生帯）
２．気象と立地（積雪・霜害・台風など立地関係する気象）
３．地質（地質学の基礎・岩石の生成について）
４．地質（表層地質と植生の関係について）
５．地形（地質と地形の関係・地形の形成要因）
６．土壌（土壌学の基礎・森林土壌の物理的性質）
７．土壌（土壌分類・成帯性土壌について）
８．土壌（森林土壌の形成過程、地質・地形との関係）
９．植生（地質・地形・土壌と植生の相互作用）
10．森林立地調査法
11．森林立地と樹木の生長・分布・更新について
12．森林立地と造林（地位の判定など）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

日本列島の地質的特徴や地形など、森林の立地に関する基礎的な知識について
学習したのち、地質と地形、森林植生との関係について、実際に天然林を踏査
しながら解説する。また、森林植生や林木の生長に密接に関係する森林土壌に
ついても、野外にて土壌断面の作成・記載等について実習を行う。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
森林の立地について、地質学・地形学・土壌学等の分野の知識を織り交ぜなが
ら、立地の背景にある様々な事象について理解し、森林管理・造林・造園など
の現場で的確に状況を判断し、知識を応用できるようになることを目指す。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林立地 ○ 柳沢直
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

 1. 森林施業の目的と方法（人工林の目的、施業基準・施業体系、目標林型）
 2. 林木育種（育種目標、精英樹選抜育種、採種園・採穂園、育種基本区）
 3. 林業種苗（林業種苗法、苗木の配布区域、苗木の規格、優良苗の条件）
 4. 地拵え（地拵えの目的と方法）
 5. 植栽（造林樹種の特性、適地適木、植栽密度、植栽の方法）
 6. 下刈り（下刈りの目的と方法、下刈りの省力化）
 7. つる切り（つるの種類と被害、つる切りの方法）
 8. 除伐（除伐の目的と方法、除伐による林型誘導）
 9. 林木の成長（林木の成長様式、枝の発達と樹形の形成、林木の成長と密
度）
10. 森林の発達と密度（密度効果、密度管理図、収量比数、相対幹距、形状
比）
11. 各種の間伐方法（下層間伐、択伐的間伐、列状間伐、将来木施業）
12. 間伐の進め方（生産目標と間伐、間伐強度、間伐計画）
13. 枝打ち（枝の発達様式、枝打ちの目的と方法、枝打ちの意義）
14. 温度に関係する気象害とその対策（凍害、霜害、凍裂、寒風害、干害）
15. 風と雪に関係する気象害とその対策（風害、雪圧害、冠雪害）

テキスト
参考書

参考書：「造林学（川嶋書店版）」「造林学（朝倉書店版）」「新たな森林管
理」

事前履修科目 日本の森林・岐阜県の森林

概　　要

　日本林業の基本（主流）である針葉樹一斉人工林施業を基軸に、造林・育林
のために行われる各種の作業の目的や方法を、その裏付けとなる科学的根拠・
理論とあわせて学ぶ。さらに、各作業の問題点や改善方法についても考察す
る。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　森林の造成や育成・管理を行うための基本的な技術体系と、それを構成する
個別技術について、基本的な作業技術とその裏付けとなる科学的根拠を理解す
る。

科　　　目 担当者（○主担当）

造林の基礎 ○ 横井秀一
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／ ／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．広葉樹林の調査、データ解析（ベルトトランセクト法など）
２．人工林の調査、林分材積の評価（コドラート法）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

森林調査において用いられる各種の調査法を実際にいくつかの森林において実
施することにより、その技術を習得するとともに、森林植生などについて学
ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
森林管理、施業計画を立てる際に、その森林の状況を把握することは重要であ
る。本科目ではその調査方法を習得するとともに、その実習を通して、森林の
植生（構成樹種、階層構造など）や立地条件を理解することを目的とする。

横井秀一 柳沢直 玉木一郎

科　　　目 担当者（○主担当）

森林調査法１ ○ 津田格
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．試料の採取、樹幹解析
２．データ処理、まとめ

テキスト
参考書

　

事前履修科目 森林調査法１

概　　要

林分から材試料を採取し、樹幹解析を実施し、その技術を習得する。また、実
習を通して様々な材積測定法、樹木の成長過程について理解する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
森林管理、施業計画を立てる際に、その森林の樹木の成長量を把握しておくこ
とは重要である。本科目ではそのための調査方法のひとつである樹幹解析につ
いて学ぶ。

横井秀一

科　　　目 担当者（○主担当）

森林調査法２ ○ 津田格
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席と現地実習成績、レポート

関連する資格 狩猟免許

注意事項
野外活動できる服装であること

項　　目

　この授業は常勤教員だけでなく、岐阜大学や生動物管理学研究センター職員
や岐阜県森林研究所職員などの協力の下で講義と実習を実施する。

１　日本における森林獣害の問題とその被害実績について

２　狩猟鳥獣と有害 鳥獣の違い、外来生物は

３　森林に被害をもたらす野生鳥獣にはどのようなものがあるか
　　ニホンジカ、ニホンカモシカ、ニホンツキノワグマ、ニホンノウサギ、ノ
ネズミ

４　農作物に被害をもたらすニホンイノシシ、ニホンジカ、外来生物について

５　岐阜県内の野生鳥獣の現況と森林被害

６　森林研究所における森林獣害への取り組み

７　岐阜大学　野生動物管理学研究センターの取り組み

８　現地実習による野生鳥獣の理解

テキスト
参考書

配付資料

事前履修科目 なし

概　　要

　野生鳥獣による森林被害はニホンジカやニホンカモシカ、ニホンノウサギな
どによる植栽木や幼木の食害、ニホンジカやニホンツキノワグマによる成熟し
た立木の樹皮剥ぎなど様々あるが、ここでは主にニホンジカとツキノワグマを
主体に被害の実態と対策を学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　持続可能な林業を実現するには野生鳥獣による林業被害を理解し、それに的
確にどのような対策を実施すれば良いかの基礎的な知識と実践方法を学ぶこと
を目的とする。

原島幹典

科　　　目 担当者（○主担当）

森林獣害 ○ 伊佐治彰祥
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席とレポート

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

　基本的に岐阜県林政部関係職員によるリレー講義で、林政課、恵みの森推進
課、森林整備課、自然環境保全課、県産材流通課、高山市役所、森林研究所、
生活技術研究所から講義してもらう。

１　岐阜県の森林・林業の政策、森林づくり基本条例等について

２　清流の国ぎふ森林・環境税、里山林の整備、木育、企業による森づくり

３　森林整備施策と方向性、補助金制度

４　林業の担い手の現状と課題、今後の人材育成の方向性

５　自然保護・自然公園・野生鳥獣管理行政

６　県産材の生産と需要拡大への対策

７　森林研究所の役割と技術開発

８　生活技術研究所の役割と技術開発

テキスト
参考書

配付資料

事前履修科目 なし

概　　要

　岐阜県庁の林政部組織に属する分野（林政課、恵みの森推進課、森林整備
課、自然環境保全課、県産材流通課、森林研究所、生活技術研究所）と県から
派遣されている高山市役所の重点行政項目や課題について学ぶ。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　学生が卒業した後、県や市町村など行政との連携も重要となる。そこで岐阜
県や市役所の政策や施策を学ぶ目的で、森林・林業・木材産業に関わる項目に
ついて講義を受ける。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

森林公共政策 ○ 伊佐治彰祥

C-21



□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
 

項　　目

１．木質資源の今，昔

２．エネルギーの需給の変化

３．暮らしの変化
　住宅におけるエネルギー需給の変化

４．木質バイオマスの可能性

５．木質バイオマス利用の実際

６．地域のエネルギー自給（事例紹介）

テキスト
参考書

 

事前履修科目  

概　　要

「木の駅」プロジェクトなど木質資源を利用して，地域活性化とエネルギー需
給を両立させる仕組みや、大型のバイオマス発電など実例を通して、木質バイ
オマスの可能性や限界について検討する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 45 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
バイオマス発電やボイラーなどに対する森林資源のポテンシャルを把握するこ
とは重要である。本講義では，講義や実地研修を通して，木質バイオマスの位
置づけを掴み，その可能性や限界について検討することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木質バイオマス資源の利用 ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
 

項　　目

１～４　林業における労働災害
林業の位置づけ，労働災害事例の紹介

５～８　労働災害の原因分析
林業における労働災害の原因分析

９～１５　安全管理の方法
安全管理の理論，具体的な方策

テキスト
参考書

 

事前履修科目  

概　　要

安全管理の意識を高めるためには，まず災害について自分で考えることが必要
である。小レポートの提出や，授業中のディスカッションを行い，安全につい
て考えていく。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
授業では，まず林業・林産業の労働災害の現状を知り，安全管理の必要性を感
じてもらうこと，また労働災害が発生する原因について理解し，適切な対策を
立てられることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

安全管理の推進 ○ 杉本和也
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／ ／
／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席　全課程出席者のみ修了証を交付

関連する資格 労働安全衛生法に基づく「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育修了証」交付

注意事項
実習一般（コード№1）

項　　目

（学科）
1．刈払機に関する知識
2．刈払機を使用する作業に関する知識
3．刈払機の点検及び整備に関する知識
4．振動障害及びその予防に関する知識
5．関係法令
　（実技）
6．刈払い機の運転、操作、作業、メンテナンス

テキスト
参考書

林材業労働災害防止協会発行「伐木作業者安全衛生必携」、「刈払機取扱作業
者必携」　（事前に掲示等で案内する）

事前履修科目 　

概　　要

労働安全衛生法に定められた、「刈払い機取扱い作業者に対する安全衛生教
育」カリキュラムにのっとり、基本的な知識、操作技術、メンテナンス方法等
を学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
林業をはじめ、農業、造園業等でも広く現場で使用されている刈払い機につい
て、初心者を対象として、安全に関する知識と正しい操作方法を知る。

杉本和也 伊佐治彰祥 池戸秀隆
横井秀一

科　　　目 担当者（○主担当）

刈払機入門（安全衛生教育） ○ 原島幹典
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／ ／
／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 全課程出席者のみ修了証を交付

関連する資格 労働安全衛生法に基づく「伐木等の業務に係る特別教育」修了証交付

注意事項
実習一般（コード№1）

項　　目

　（学科）
1．伐木作業に関する知識
2．チェンソーに関する知識
3．振動障害及びその予防に関する知識
4. 関係法令
　（実技）
5. チェンソーの操作
6．伐木・造材作業の基礎技術
7．チェンソーの点検及び整備

テキスト
参考書

林材業労働災害防止協会発行「伐木作業者安全衛生必携」、「刈払機取扱作業
者必携」　（事前に掲示等で案内する）

事前履修科目 　

概　　要

労働安全衛生法に定められた「伐木等の業務に係る特別教育」に定められたカ
リキュラムにのっとり、チェンソーを使用した伐木に関する基本的な知識、操
作技術、メンテナンス方法等を学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
林業をはじめ、農業、造園業等でも広く現場で使用されているチェンソーにつ
いて、初心者を対象として、安全に関する知識と正しい操作方法を知る。

杉本和也 伊佐治彰祥 池戸秀隆
横井秀一

科　　　目 担当者（○主担当）

チェーンソー入門（特別教育） ○ 原島幹典
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
 

項　　目

１. 林業における経営
　林業経営（forestry manegement）と森林管理（forest manegement）の違い
２. 会計から見た林業経営
　費用項目について，PL,BS,CSの見方，原価管理の手法
３.　運営管理
在庫管理，工程管理
４.　経営戦略，営業戦略
経営戦略の立案方法
５．組織運営，経営法務
組織運営のあり方，経営の実務に必要な法律および税制等の制度
６．企画開発
林業における企画開発のあり方
最終的に林業経営の現状を「経営の戦略」「財務」「生産システム」「営業」
「組織運営」「企画開発」の視点で整理したレポートを作成する。場合によっ
ては，実際の事業体へのヒアリングを行う。

テキスト
参考書

 

事前履修科目  

概　　要

「経営の戦略」「財務」「生産システム」「営業」「組織運営」「企画開発」
各視点で林業経営を捉えるための基礎知識の説明を行いながら，最終的に林業
経営の現状を上記の視点で整理したレポートを作成する。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
林業経営の形は様々であるが，基本となる視点は共通で「経営の戦略」「財
務」「生産システム」「営業」「組織運営」が重要になってくる。これらの視
点で経営を捉えられるよう，基礎知識の習得や経営への理解を深める。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林経営 ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 実習活動、成果発表

関連する資格 　

注意事項
実習内容によりドレスコードを順守すること。

項　　目

＜講義＞
１．森林法と森林・林業基本法

２．保安林制度

３．森林計画制度（全国森林計画、地域森林計画、市町村森林整備計画）

４．森林経営計画

５．補助金と直接支払制度

６．森林総合監理士、施業プランナー、ワーカー、オペレーターの役割

７．国有林とその組織

８．都道府県や市町村の組織

＜実習＞
　ワークショップ方式によりグループに分かれ実習する。
１．講義で学んだ森林の多面的機能の知識を踏まえ、演習林や美濃市内の森林
を調査する。

２．公益的機能をより高度に発揮する等の視点で実施された森林政策・計画の
成果、よりよくするための提案などについて検討し発表する。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

　歴史を追いながら、森林や林業の法規や制度がどのように作られ、変わって
いったのか学ぶ。また、現在における林業政策の現状と課題について学ぶ。
　さらに、ワークショップで身近な森林を踏査し、森林政策・計画の視点で
ゾーニング調査を行い、調査結果を整理して発表する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　林業に関係する法規や制度について知り、国、県、市町村の森林・林業政策
について理解する。また、実習をとおし知識を深める。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林政策・森林計画 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席とレポート

関連する資格 なし

注意事項
実習できる服装で参加すること

項　　目

　森林におけるGIS情報の活用と、GPSデータの信頼性、そのデジタル情報につ
いて、以下のような項目で学ぶ。

１　GISで用いられるレーヤー、属性データ、ラスタデータ、ベクタデータ（ポ
イント、ライン、ポリゴン）などを理解した上で、リモートセンシングや空中
写真、デジタルオルソフォトとの違い、最新のレーザープロファイリングにつ
いて学ぶ。

２　GPSと組み合わせるための測量として、電子コンパスの取り扱いを学ぶ。

３　森林組合型GIS、行政型GIS、試験場型GISの違いについて学ぶ。
（１）岐阜県の森林組合で最も先進的にGIS情報を業務に反映している森林組合
が、森林GISをどのように利用しているのかを学ぶ。
（２）　岐阜県庁の林政部で管理する森林GISや治山GISの実態について、県庁
のGISルームで学ぶ。
（３）試験場型GISの実態を、岐阜県森林研究所で学ぶ。

テキスト
参考書

配付資料

事前履修科目 なし

概　　要

　カーナビゲーションなどで馴染みのあるGPSデータと、測量データや林分現況
データを組み込んだ地理情報システム（Geographic Information Systems）と
して利用するため、行政型のGISや森林組合利用としてのGIS、そして最先端の
林業試験場型GISについて学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　地理情報システムの利用方法と可能性を理解し、測量データのGIS利用や林業
経営における情報管理のあり方について見識を深めることを目的とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

森林情報 ○ 川尻秀樹
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験またはレポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

1．樹木の繁殖戦略と更新技術
　有性繁殖・無性繁殖、結実の豊凶、種子散布様式、発芽床と更新床、ギャッ
プダイナミクス

2．林木の競争と成長
　資源獲得競争、物質生産と林木の成長、密度効果

テキスト
参考書

参考書：「森林の生態」「森林生態学－持続可能な管理の基礎」

事前履修科目 生態学の基礎、造林の基礎

概　　要

　森林施業（造林・育林）の基盤となる各種の生態学的な知見を学び、どんな
技術がどのような生態学的知見に基づくものであるかを考える。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　造林技術・育林技術の基盤である森林生態学的な知識を身に付け、それら技
術に対する理解を深める。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林施業と森林生態 ○ 横井秀一
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．樹病概論
２．病気の概念
３．病原生物と病害
４．菌類概論
５．菌類の生理・生態と感染
６．菌類による主要な病害と防除
７．森林昆虫（分類、生理、生態）
８．森林昆虫による加害、被害とその防除
９．松枯れ被害と防除
１０．ナラ枯れ被害と防除
１１．非寄生性病害（気象害等）

テキスト
参考書

随時プリント配布
（参考書）「樹木診断調査法」（講談社）　「樹木医学」（朝倉書店）

事前履修科目 　

概　　要

森林、林木に対する危害には虫害、病害、獣害、気象害など様々な物が存在す
る。本科目では森林病虫害を中心に、病気の概念、病原生物と宿主の関係等に
ついて学ぶ。特に菌類による樹木病害、森林昆虫による被害等を重点的に学
び、それらの危害の予防、駆除の理論と技術的方法論を理解する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
森林、林木に対する危害について、その原因や性質、森林、林木への影響を生
理・生態学的に理解する能力をつける。またそれらの危害の予防、駆除の理論
と技術的方法論を理解することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林病虫害 ○ 津田格
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席とレポート

関連する資格 狩猟免許

注意事項
野外実習できる服装で参加すること

項　　目

　農地や林地、住居地域で問題となる野生動物はネズミ類やカラス類に始ま
り、ノウサギやアライグマ、ニホンジカ、ニホンイノシシ、ニホンツキノワグ
マなど様々あることを学び。
　その中から、ニホンジカとイノシシを中心に、罠による捕獲のための基礎知
識、捕獲そのもの、捕獲された個体の解体利用に至るまでを学ぶ。

１　狩猟免許に関する法規及び、免許取得に必要な知識と心得について

２　野生動物の生態と被害の調査手法について

３　狩猟現場の視察

４　罠による捕獲と資源有効利用のための解体（ガイドライン）について

テキスト
参考書

配付資料

事前履修科目 なし

概　　要

　狩猟免許の取得に関する知識の習得、動態調査の方法、捕獲についての知識
習得、捕獲動物の資源有効利用について学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　ニホンジカなど野生鳥獣による被害は、農地や森林に限らず、住居地域にま
で及んでいる。そこで林業のかたわら野生動物の捕獲を目指す人のため、その
基礎項目を習得する。

原島幹典

科　　　目 担当者（○主担当）

野生動物捕獲実習 ○ 伊佐治彰祥
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
 

項　　目

１～２　林業における集材作業システムの概要
集材の歴史，集材機械の特徴，生産性
機械の性能，仕組みと，今後の技術的な課題

３～４　車両形作業システム
路網の歴史，路網の種類，線形，複合路網，考え方
土木工学と，今後の技術的な課題

５～６　架線系作業システム
路網の歴史，路網の種類，線形，複合路網，考え方，今後の発展

７～８　作業システムの構築方法

９～１０　原価計算法，費用対効果の算出法

１１～１４　作業の改善手法（林業の現場見学）

テキスト
参考書

 

事前履修科目  

概　　要

車両系作業システム、架線系作業システムのそれぞれのメリット、デメリッ
ト、原価計算の方法について、講義や実習を通じて理解を深めていく。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
林業において生産システムとは，長い間育ててきた森林から収益を上げる手段
であり，林業の経営上，重要な役割を果たす。生産システムの特徴を理解し，
どのような生産システムを導入すればよいか，判断できるようにする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木材生産システムの基礎 ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．生産とは
生産管理な大事な要素とは何か。QCDSとは何か。

２．生産管理
トヨタ生産方式の生い立ちや概略について

３．トヨタ生産方式
生産計画の立て方，かんばんの使い方について

４．トヨタ生産方式の見学【実習】
実際の事例をもとに，どのような生産計画を立て，どのようなシステムを構築
して，市場に対応しているのかを観察する。

５．物と情報の流れ図作成【実習】
一連の工程を観察しながら，物と情報の流れ図を描く

６．模擬生産管理【実習】
シミュレーションで生産計画を作成する。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

　林業経営の中で，生産システムはとても重要であり，その効率性が収益性を
大きく左右する。ここでは生産システムについてのより基本的で，本質的な考
え方について，トヨタ生産方式の紹介や実際の事例の観察などを通して学んで
いく。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　生産システムの技術についての知識や，生産ラインの現場の観察を通して，
今後の林業・林産業において，生産システムやサプライチェーンについて理想
的な姿を描くことを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

生産管理の技術　［偶数年度］ ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 資格取得

関連する資格 大型特殊自動車免許の取得

注意事項
この講習は、普通自動車運転免許を所持していることが必要である。
在学期間中の免許取得を確認し単位認定するので免許証を持参すること。
視力検査あり（片目0.3以上、両目0.7以上）。２年後期に入るまでに受講のこと。

項　　目

・６時間の大型特殊自動車の技能教習
・その後、別日に卒業検定あり

※指定講習機関にて教習

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

大型特殊車両を公道走行させるための免許を取得する。また、技能講習を有利
に取得するため大型特殊免許を事前に取得する。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
フォークリフトや不整地運搬車などの大型特殊車両を公道で走行することがで
きるよう資格の取得を目指す。

科　　　目 担当者（○主担当）

大型特殊 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 資格取得

関連する資格 小型移動式クレーン運転技能講習修了証の発行

注意事項
　技能講習にかかる経費は個人負担とする。
　この科目日程で受講できず、在学期間中に別の機会で資格を取得した場合、
その修了証を持参すれば別途単位認定する。

項　　目

＜学科講習＞
１．小型移動式クレーンに関する知識
２．原動機及び電気に関する知識
３．運転のために必要な力学に関する知識
４．関係法令

＜実技講習＞
 １．運転のための合図
 ２．小型移動式クレーンの運転

※学科・実技それぞれの講習後に修了試験あり

テキスト
参考書

法定テキスト（自己負担で購入）

事前履修科目 玉掛技能講習を修了しておくこと。

概　　要

　法令に基づく技能講習規程に則り、学科講習と実技講習を実施し、資格取得
を目指す。
　なお、実技講習は指定講習機関で実施する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
 林業の現場では、伐採した木材を小型移動式クレーン（吊上げ荷重１トン以上
５トン未満）を運転し積み込んだり、降ろしたりする作業がある。
　この作業を安全に行うための技能を習得する。

科　　　目 担当者（○主担当）

小型移動式クレーン運転技能講習 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 資格取得

関連する資格 玉掛技能講習修了証の発行

注意事項
　技能講習にかかる経費は個人負担とする。
　この科目日程で受講できず、在学期間中に別の機会で資格を取得した場合、
その修了証を持参すれば別途単位認定する。

項　　目

＜学科講習＞
１．クレーン等に関する知識
２．クレーン等の玉掛けの方法
３．クレーン等の玉掛けに必要な力学に関する知識
４．関係法令

＜実技講習＞
１．クレーン等の運転のための合図
２．クレーン等の玉掛（実技）

※学科・実技それぞれの講習後に修了試験あり

テキスト
参考書

法定テキスト（自己負担で購入）

事前履修科目 　

概　　要

　法令に基づく技能講習規程に則り、学科講習と実技講習を実施し、資格取得
を目指す。
　なお、実技講習は指定講習機関で実施する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　林業では、現場で伐採した木材をワイヤロープを使って荷を掛け、運搬し、
荷を外す「玉掛」と呼ばれる一連の作業がある。
　この作業を安全に行うための技能を習得する。

科　　　目 担当者（○主担当）

玉掛技能講習 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 資格取得

関連する資格 車輌系建設機械（整地等）運転技能講習修了証の発行

注意事項
　大型特殊免許の取得をしていないとこの講習は受講できない。
　技能講習に要する経費は自己負担とする。なお、在学期間中、別に資格を取
得し、その修了証を持参すれば単位認定する。

項　　目

＜学科講習＞
１．走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識
２．作業に関する装置の構造、取扱い及び作業の方法に関する知識
３．運転に必要な一般的事項に関する知識
４．関係法令

＜実技講習＞
１．走行の操作
２．作業のための装置の操作

※学科・実技それぞれの講習後に修了試験あり

テキスト
参考書

法定テキスト（自己負担で購入）

事前履修科目 大型特殊免許を取得し、免許証の書き換えをしておくこと。（経費は自己負担）

概　　要

　法令に基づく技能講習規程に則り、学科講習と実技講習を実施し、資格取得
を目指す。
　なお、実技講習は指定講習機関で実施する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　林内路網の開設では、重機による掘削、積込、運搬、整地などの作業があっ
て「車輌系建設機械」の運転が必要となる。
　この作業を安全に行うための技能を習得する。

科　　　目 担当者（○主担当）

車両系建設機械運転技能講習 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 資格取得

関連する資格 不整地運搬車運転技能講習修了証の発行

注意事項
　大型特殊免許の取得をしていないとこの講習は受講できない。
　技能講習に要する経費は自己負担とする。なお、在学期間中、別に資格を取
得し、その修了証を持参すれば単位認定する。

項　　目

＜学科講習＞
１．走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識
２．荷の運搬に関する知識
３．運転に必要な力学に関する知識
４．関係法令

＜実技講習＞
１．走行の操作
２．荷の運搬

※学科・実技それぞれの講習後に修了試験あり

テキスト
参考書

法定テキスト（自己負担で購入）

事前履修科目 大型特殊免許を取得し、免許証の書き換えをしておくこと。（経費は自己負担）

概　　要

　法令に基づく技能講習規程に則り、学科講習と実技講習を実施し、資格取得
を目指す。
　なお、実技講習は指定講習機関で実施する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　林内路網の開設では、土砂運搬などの作業があって「不整地運搬車」の運転
が必要となる。
　この作業を安全に行うための技能を習得する。

科　　　目 担当者（○主担当）

不整地運搬車運転技能講習 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 資格取得

関連する資格 フォークリフト運転技能講習修了証の発行

注意事項
　大型特殊免許の取得をしていないとこの講習は受講できない。
　技能講習に要する経費は自己負担とする。なお、在学期間中、別に資格を取
得し、その修了証を持参すれば単位認定する。

項　　目

＜学科講習＞
１．フオークリフトの走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識
２．フオークリフトの荷役に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識
３．フオークリフトの運転に必要な力学に関する知識
４． 関係法令

＜実技講習＞
１．走行の操作
２．荷役の操作

※学科・実技それぞれの講習後に修了試験あり

テキスト
参考書

法定テキスト（自己負担で購入）

事前履修科目 大型特殊免許を取得し、免許証の書き換えをしておくこと。（経費は自己負担

概　　要

　法令に基づく技能講習規程に則り、学科講習と実技講習を実施し、資格取得
を目指す。
　なお、実技講習は指定講習機関で実施する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　原木市場や製材所では、原木丸太の移動、製材品の運搬・積み込みには、
「フォークリフト運転（1トン以上）」が必要であり、この作業を安全に行うた
めの技能を習得する。

科　　　目 担当者（○主担当）

フォークリフト運転技能講習 ○ 池戸秀隆

C-39



／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 実技、ペーパーテスト

関連する資格 上記項目にある「伐木等機械の運転の業務」ほか２業務の特別教育修了証の交付

注意事項
全課程出席者のみ修了証を交付する。
実習内容によりドレスコードを遵守すること。

項　　目

Ⅰ　伐木等機械の運転の業務（安衛則第３６条第６号の２）
＜学科講習＞
１．伐木等機械に関する知識
２．伐木等機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する
知識
３．伐木等機械の作業に関する知識
４．伐木等機械の運転に必要な一般的事項に関する知識
５．関係法令
＜実技講習＞
１．伐木等機械の走行の操作
２．伐木等機械の作業のための装置の操作

Ⅱ　走行集材機械の運転の業務（安衛則第３６条第６号の３）
＜学科講習＞
　上記Ⅰの学科と同じ（「伐木等機械」を「走行集材機械」に読み替え）
＜実技講習＞
　上記Ⅰの実技と同じ（「伐木等機械」を「走行集材機械」に読み替え）
　

Ⅲ　簡易架線集材装置等の運転の業務（安衛則第３６条第７号の２））
＜学科講習＞
　上記Ⅰの学科と同じ（「伐木等機械」を「簡易架線集材装置等」に読み替
え）
＜実技講習＞
１．上記Ⅰの実技（「伐木等機械」を「簡易架線集材装置等」に読み替え）た
もの
２．ワイヤロープの取扱い

テキスト
参考書

車両系林業機械安全マニュアル（林業・木材製造業労働災害防止協会　発行）
自己負担で購入。なお、詳細は掲示板で案内する。

事前履修科目 　

概　　要

　立木伐木、造材、積込みを行うハーベスタ、プロセッサ、グラップル、木材
を運搬するフォワーダや林内作業車、架線集材するスイングヤーダやタワー
ヤーダに関する知識、構造、作業及びその操作を習得するため、学科講習と実
技講習を行う。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 60 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　林業で使用される車両系林業機械の運転に必要な特別教育を行う。

杉本和也 伊佐治彰祥

科　　　目 担当者（○主担当）

車両系木材伐出機械の特別教育 ○ 池戸秀隆
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／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
　

項　　目

１．高性能林業機械の概要（講義）

２．ハーベスタ等の高性能林業機械の構造とメンテナンスの基礎及び操作体験

３．高性能林業機械（架線系）の設置・撤去

４．高性能林業機械（架線系）を用いた集材

５．架線系林業機械の構造とメンテナンス

テキスト
参考書

 

事前履修科目 　

概　　要

林業機械の操作・運転等に必要な機械の概要、構造、メンテナンスの基礎及び
運転操作の技術を体験する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 60 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
林業・木材生産の現場、高性能林業機械の操作・運転等に必要な産業機械の概
要、構造、メンテナスの基礎及び運転操作の技術を体験することで、車両系・
架線系の両作業システムへの理解を深める。

池戸秀隆 伊佐治彰祥

科　　　目 担当者（○主担当）

高性能林業機械操作基礎 ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 レポート

関連する資格 　

注意事項
 実習内容によりドレスコードを順守すること。

項　　目

1. 説明
　 森林評価・収穫調査の必要性する。
 　実際の事業体におけるプランニング手法を説明する。

2. 森林評価・収穫調査
   周囲測量、プロット調査を行い施業区域の収穫量を調査する。

3. 見積書の作成・作業指示書の作成
   収穫量の調査結果から、原木の径級や品質の見積もりを行い売上を予測す
る。
   また、立地条件や収穫量から導入する作業システムの検討を行い、人工数を
予測する。
　 さらに、予測した人工数を元に作業指示書を作成する。

4. 再評価
   実際に収穫が終わった後で見積書や作業指示書の再検討を行う。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

　演習林において、プロット調査を行い、見積書、作業指示書などを作成す
る。また収穫後に見積書や作業指示書の再検討を行う。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　この科目では，実際に施業を行う林分を対象に，見積書や作業指示書を作成
し，実際の現場のプランニングに必要なスキルを身につける。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林評価・収穫調査 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験またはレポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

1．森林の機能と目標林型
　森林の機能、森林施業の目的、機能別の目標林型、生産目標と目標林型、短
伐期施業、長伐期施業

2．法正林と恒続林
　森林の保続、林業の持続可能性、法正林思想、恒続林思想

3．複相林と複層林
　択伐林施業、単木択伐、群状択伐、帯状択伐、二段林

4．天然下種更新と萌芽更新
　前更更新、後更更新、種子散布様式、埋土種子、更新面、萌芽更新、更新阻
害要因、更新補助作業

5．広葉樹の人工林施業と天然林施業
　広葉樹造林樹種とその特性、植栽適地、初期保育、成林阻害要因、広葉樹の
成長様式、広葉樹の樹形と成長、除伐の目的と方法、間伐の目的と方法

6．多雪地の森林施業
　積雪環境区分、冠雪害、冠雪害の回避方法、雪圧害、不成績造林地とその修
復、積雪地帯の今後の林業

テキスト
参考書

参考書：「主張する森林施業論」「新たな森林管理」「森づくりの心得」「雪
国の森林づくり」「広葉樹の森づくり」

事前履修科目 造林の基礎、生態学の基礎

概　　要

　各種の施業について、その施業が生まれた背景、施業の目的・意義、それを
支える林業技術などについて学ぶ。実際の森林の姿と施業の関係を理解するた
め、各種施業地の見学（現地検討）も交える。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　自然環境や経営方針・経営戦略などに応じて展開される多様な森林施業につ
いて、その理念や特色、そこに適用される林業技術、それを支える科学的根拠
などを知る。

科　　　目 担当者（○主担当）

多様な森林施業 ○ 横井秀一
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 レポートおよび授業中の態度（見学・体験・議論に望む姿勢）

関連する資格 　

注意事項
現地見学時のドレスコード：1実習（一般）
間伐実習（伐倒作業）時のドレスコード：2実習（伐採）
見学予定先の都合などで、内容が変更される場合がある。

項　　目

1．針葉樹人工林施業（林業経営の考え方、施業の実際、施業の工夫、施業の評
価）

2．針葉樹天然林施業（針葉樹天然林施業の歴史的背景、施業の実際、施業の工
夫、施業の評価）

3．広葉樹林施業（林業経営上の位置づけ、施業の実際、施業の工夫、施業の評
価）

4．間伐の計画と選木の実践（林分現況の把握、生産目標・目標林型の設定、間
伐計画の立案、選木、成長の将来予測と間伐計画の評価）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 造林の基礎、多様な森林施業、森林調査法1、森林施業と森林生態

概　　要

　様々な施業が行われた森林や施業実施中の現場を見学する。また、間伐計画
の立案や計画に合わせた間伐木の選木などの演習を行う。これらを通して、森
林の見方や施業の考え方・あり方を学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　最適な森林施業や適切な作業を提案できるようになるため、提案現場の見
学・観察や演習を通して、森林の状態を観察する視点や森林施業を評価する視
点を養うことを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林施業演習 ○ 横井秀一
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／ ／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席と質問状況、ブログ製作、最終レポート

関連する資格 なし

注意事項
野外活動できる服装で参加すること

項　　目

　変動する林業業界、その中で学生自身が興味を持った林業現場や革新的な林
産業現場、あるいは教員が学生に学ばせたいような先進事例のある個人や企業
の現場に出向き、その現場から各々が必要とする考え方を引き出す。

　基本的に東海地区を中心に、北陸、信越、関西のエリアで、宿泊も考慮した
事例調査を実施する。時には全国林業機械展に参加して、最新の安全対策や革
新的林業機械の動向にもふれる。

１　事前に各自で事例調査し、訪問先を二ヶ月以上間に決定する。

２　各々が質問したい項目をまとめて、訪問一ヶ月前までに相手先に連絡す
る。

３　訪問前に、訪問先の案内係、ブログ係、お礼状係などの役割分担を決定す
る。

４　訪問後に、その林業事例を見学して自分が得た項目や今後の展開について
レポートをまとめる。

５　他の事例との比較検討を実施する。

テキスト
参考書

配付資料

事前履修科目 なし

概　　要

　林業の不振が叫ばれる中、独自の発想と理論で目を見張る先進的な林業や林
産業を展開している個人や企業も多く見られる。そうした人たちから、安全性
の確保や生産管理、技術革新の取り組みを学び、自分たちが向かうべく方向性
をさぐる。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　先進的な取り組みは、その場所だからできる。その人だからできる。とも言
えるが、実際の取り組みの現場で見聞きすることで、今の自分たちに何が必要
で、何が足らないのか、どうすべきかのヒントを探すことを目的とする。

池戸秀隆 杉本和也 伊佐治彰祥

科　　　目 担当者（○主担当）

林業事例調査１ ○ 横井秀一
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／ ／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席と事前調査、ブログ作成、最終レポート

関連する資格 なし

注意事項
野外実習に参加できるような服装

項　　目

　変動する林業業界、その中で学生自身が興味を持った林業現場や革新的な林
産業現場、あるいは教員が学生に学ばせたいような先進事例のある個人や企業
の現場に出向き、その現場から各々が必要とする考え方を引き出す。

　基本的に東海地区を中心に、北陸、信越、関西のエリアで、宿泊も考慮した
事例調査を実施する。時には全国林業機械展に参加して、最新の安全対策や革
新的林業機械の動向にもふれる。

１　事前に各自で事例調査し、訪問先を二ヶ月以上間に決定する。

２　各々が質問したい項目をまとめて、訪問一ヶ月前までに相手先に連絡す
る。

３　訪問前に、訪問先の案内係、ブログ係、お礼状係などの役割分担を決定す
る。

４　訪問後に、その林業事例を見学して自分が得た項目や今後の展開について
レポートをまとめる。

５　他の事例との比較検討を実施する。

テキスト
参考書

配布資料

事前履修科目 林業事例調査１

概　　要

　林業の不振が叫ばれる中、独自の発想と理論で目を見張る先進的な林業や林
産業を展開している個人や企業も多く見られる。そうした人たちから、安全性
の確保や生産管理、技術革新の取り組みを学び、自分たちが向かうべく方向性
をさぐる。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　先進的な取り組みは、その場所だからできる。その人だからできる。とも言
えるが、実際の取り組みの現場で見聞きすることで、今の自分たちに何が必要
で、何が足らないのか、どうすべきかのヒントを探ることを目的とする。

池戸秀隆 杉本和也 伊佐治彰祥

科　　　目 担当者（○主担当）

林業事例調査２ ○ 横井秀一
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 実習実績

関連する資格 　

注意事項
実習内容によりドレスコードを遵守すること。

項　　目

＜講義＞
１．林内路網の種類について説明する。
２．それぞれの路網の特徴について説明する。
３．トラックが走行するための道を設計する。

＜実習＞
４．ハンドレベルで勾配追いの実習する。
５．曲線設置を実習する。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

　林内路網である林道、林業専用道、森林作業道の種類や走行する車両につい
て理解する。トラック道の設計に必要な縦断勾配や曲線設置について講義し、
実習する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　山で伐採した木材を工場へ運ぶためには、森林内に路網を開設することが必
要になる。
　そこで、森林作業道の規格でトラック道を設計するための技術を学ぶ。

杉本和也

科　　　目 担当者（○主担当）

林業路網 ○ 池戸秀隆
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／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 講習修了試験、実技

関連する資格 林業架線作業主任者講習修了証の交付

注意事項
全課程出席で、修了試験に合格した者のみ修了証を交付する。
実習内容によりドレスコードを遵守すること。

項　　目

＜学科講習＞
１．機械集材装置および運材索道に関する知識
２．林業架線作業に関する知識
３．林業架線作業に必要な力学に関する知識
４． 関係法令

＜実技講習＞
１．索張りおよび控えの取り方並びに点検
２．支柱、盤台等の作り方および点検
３．機械集材装置および運材索道の主要機器の据え付け方法および点検
４．主索の安全係数の点検
５．鋼索の止め方および継ぎ方
６．重量目測
７．荷かけおよび荷はずし
８．運転実習

※学科講習後に筆記修了試験あり

テキスト
参考書

　林業架線作業主任者テキスト（林業・木材製造業労働災害防止協会　発行）
自己負担で購入。なお、詳細は掲示板で案内する。

事前履修科目 　

概　　要

　架線技術を習得するためには、架線の架設方法・段取りに関する知識，力学
に関する知識，法令に関する知識の習得が必要である。また、知識を習得した
上で、架線の設置および集材機の運転を実習することで、林業架線についての
技術を学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 通年 時間数 120 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　林道や作業道が開設できないような急傾斜地では架線系システムの導入が重
要になってくる。このため、林業架線に関する知識や技術について学ぶ。

杉本和也 伊佐治彰祥

科　　　目 担当者（○主担当）

林業架線作業主任者講習 ○ 池戸秀隆
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
 

項　　目

1. 林業経営と森林管理

2. ケーススタディ１　素材生産型経営

3. ケーススタディ2　専業林家型経営

4. ケーススタディ3　副業型林業経営

5. ケーススタディ4　広域の森林管理と個別林業経営

テキスト
参考書

 

事前履修科目  

概　　要

林業経営に関わる事業体は、永続する企業体として経営していくことと、持続
的な森林管理を行うこととのバランスを取りながら事業活動を行う必要があ
る。この科目では、ケーススタディやシミュレーションを中心に、森林の持続
性と経営の持続性について検討していく。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
林業経営と森林管理とのバランスについて、ケーススタディやシミュレーショ
ンを通して学ぶ。また事業計画や森林経営計画の立て方について、シミュレー
ションを通して検討する。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林経営の構築 ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 授業への取り組み姿勢、計画発表の内容

関連する資格 　

注意事項
現地調査時のドレスコード：1実習（一般）

項　　目

1．森林経営計画の概要

2．森林経営計画の実例

3．計画対象森林の現況把握

4．計画対象森林の調査

5．計画の作成

6．計画の発表・評価

テキスト
参考書

　

事前履修科目 森林経営、森林政策・森林計画、森林情報

概　　要

　これまでの学習成果を駆使して、学生が各自で、演習林をフィールドに森林
経営計画を作成する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 60 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　森林の保続を図り、かつ、持続的な林業経営を実現するための制度である
「森林経営計画」の概要を理解し、計画の立案方法を習得する。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林経営計画実習 ○ 横井秀一
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席および受講態度

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

5月13日
　林業の現状とプランナーの役割／プランナー業務の実際

5月27日
　森林経営のための目標づくり／森林情報の収集手法

7月29日
　ITを活用した路網計画・管理と架線集材適地の検討

8月26日
　目標林型と施業方針の設定／森林経営計画（演習）

9月30日
　架線系生産システムの基礎知識

11月4日
　生産性の把握とコスト／年間必要事業量の把握／施業提案書の作成

12月16日
　コミュニケーション技法／プレゼンテーション技法

2月10日
　生産管理／効率的な経営

2月24日
　実績発表会

テキスト
参考書

参考書：「森林施業プランナーテキスト基礎編」

事前履修科目 森林経営、森林政策・森林計画、森林情報

概　　要

　技術者育成研修の「施業プランナー研修」の一部に参加する。

授業方法 講義・実習 開講時期 通年 時間数 75 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　森林施業プランナーに必要なスキルを身に付ける。

科　　　目 担当者（○主担当）

施業プランナー演習 ○ 横井秀一
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、講義への参加点、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

※下記テーマ（例）は全体の一部です
１～２　森林所有者の立場から森林育成・木材生産・林業経営を考える
テーマ（例）：経済・経営的な側面から見た森林・林業の特性とは？
（例）：日本は外材を輸入すべきだったか？
　　　（例）：受講者それぞれの「林業」の定義、対象はどこか？
３～４　市場経済の中での戦略
テーマ（例）：林業はプロダクトアウト／マーケットインのいずれであるべき
か？
（例）：林業における垂直統合と水平連携の意味とメリット／デメリットと
は？
（例）：森林所有者・森林組合・素材生産事業体・木材産業・地域経済の
経済・経営的バランスをどのように捉えるか？
５～６　戦略の中での組織づくり，システム構築
テーマ（例）：林業に求められるのは，ゼネラリスト人材かスペシャリスト人
材か？
（例）：林業従事者のモチベーションを保つためには，何が必要か？
（例）：組織形態（個人森林所有者・森林所有者会社・素材生産事業体・森林
組合
等）は林業活動にどのように影響を与えるか？
７～８　これからの林業を考える
テーマ（例）：林業は国際分業・地域分業をすべきか？
　　　（例）：再びスギ・ヒノキを更新し経済・経営的バランスを保つことは
可能か？

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

森林資産の育成と市場経済のつながりを考え，森林所有者・素材生産事業体・
製材加工業といった各プレーヤーが置かれている現状をミクロ・マクロな視点
から捉えた上で，どういう経営戦略を立てるべきか考える。授業はテーマに
沿ったケーススタディ・ディスカッションを行いながら，進行する。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
林業経営を考えるには，森林資源育成・公益的機能の発揮と同時に地域経済や
地域外の経済との関係を理解しなければならない。この授業では様々な事例を
通して、林業の方向性について理解する。

科　　　目 担当者（○主担当）

市場経済と林業経営　［奇数年度］ ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席とレポート、提案事項で評価

関連する資格 なし

注意事項
野外活動できる服装で参加すること

項　　目

１　木材流通の現状と課題
　　木材流通の基礎となる人工林の蓄積量や素材生産量、原木市場、直送シス
テムなどについて学び、製材用A材の製材・乾燥・製品流通と、現在抱える問題
を探る。
　　またB材やC材の用途としての合板や集成材、チップ、ペレットに至る分野
まで掘り下げる。

２　新たな木材流通・販売戦略を考える
　木材の直送システムや新用途開発、大型製材工場を見据えて、「新たな販売
戦略のテーマ」を考える。

３　森林資源の見方、現場での資産性向上の取り組み、林地での木材の仕分
け、機械造材、中間土場、木材搬送の現実を知る。

４　岐阜県森林組合連合会の供販所や木材ネットワークセンター、林産システ
ム推進センターの取り組みを学ぶ。

５　民間の木材取引現場、東海木材相互市場やサテライト美並などのトレーサ
ビリティについても学ぶ。

テキスト
参考書

配付資料

事前履修科目 なし

概　　要

　岐阜県での木材販売の実績から、流通の仕組みや現況、素材生産での問題な
どを把握し、新たな販売戦略の結びつく発想と企画力を身につける。これまで
のプロダクトアウト的発想から、マーケットインによる販売転換の方策をさぐ
る。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　木材を伐採する上流側が、木材を加工販売する下流側のニーズや問題点を充
分把握し、より効率的で、生産性の高い木材生産につながるヒントを見つけ出
すことを目的とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木材の販売戦略 ○ 伊佐治彰祥
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□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
 

項　　目

主に県内や県外の素材生産事業体（森林組合，民間事業体）の素材生産現場に
行き，生産システムの観察や，現場のリーダーや経営者からの説明を聞く。

予定している見学内容としては，

・車両系での素材生産システム見学
作業道を開設し，グラップルやスイングヤーダなど車両系林業機械による搬出
作業を行っている現場

・架線系での素材生産システム見学
タワーヤーダや集材機など，架線系林業機械による搬出作業を行っている現場	

・サプライチェーンの中での素材生産作業
川下への直送体制や，注文販売に対する対応を行っている搬出現場

テキスト
参考書

 

事前履修科目  

概　　要

作業システムや林道・作業道の観察を通して，各生産システムのメリット・デ
メリットを理解する。また各現場での経済的な合理性だけでなく，森づくりへ
の配慮や川下への供給体制に対する検討結果についても、現場のリーダーや経
営者から話を聞くことで，生産システムの総合的な理解を深める。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
現場の事例見学や現場のリーダ・経営者からのヒアリングを通じて、生産シス
テムへの総合的な理解を深める。

科　　　目 担当者（○主担当）

木材生産システムの応用 ○ 杉本和也
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／

□ 共通（必須） ■ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 林業架線作業講習修了証書　機械集材装置運転特別教育修了証

注意事項
◆	ドレスコード  指導中にチェンソーを用いるため、チェンソー用のドレス
コードで臨むこと

項　　目

エンジニア科の伐採・搬出系（主に林業架線）の実習において，

・　実習道具の手配
・　現場の人員配置の検討
・　作業技術の習得
・　安全への気配り

を行うことで，現場の技術への理解を深める。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 林業架線

概　　要

エンジニア科の伐採・搬出系の実習（林業架線等）に入り実際に作業を体験す
ることで，伐採・搬出系の技術への理解を深める。また現場技術者の安全管理
についても学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
経営計画の立案や現場の生産管理を行うにあたり，現場技術者に求められる技
術水準や現状の技術レベルについて把握することは重要である。実際に作業を
行うことで、伐採搬出技術への理解を深める。

池戸秀隆 伊佐治彰祥

科　　　目 担当者（○主担当）

架線集材指導実習 ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度をもとに評価します。

関連する資格 　

注意事項
１泊２日のアカデミー内コテージでの合宿になる予定です。
滞在中の食材費、タネ購入代等の実費がかかります。

項　　目

年ごとにメインテーマは異なるため多少の変動はありますが基本的に以下のよ
うな内容に触れながら授業を進めていきます。

◯　パーマカルチャーとは
◯　パーマカルチャーが生まれた理由とこれからの課題
◯　基本理念
◯　空間とは
◯　自然の原理
◯　デザインする
◯　土壌と植物の関係
◯　チームでの作業
◯　観察
◯　考察
◯　ふりかえり　ほか

テキスト
参考書

「パーマカルチャー菜園入門」(家の光協会)
「パーマカルチャー　〜自給自立の農的暮らしに〜」(創森社)

事前履修科目 　

概　　要

「森からはじまる持続可能な暮らしを提案していく学校・森林文化アカデ
ミー」の学生としては欠かせない持続可能な暮らしのデザイン「パーマカル
チャー」の入門編。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
1970年代にオーストラリアで生まれた持続可能な暮らしのデザイン「パーマカ
ルチャー」のアイデアをもとに、実際にアカデミー内の空間をデザインし作り
上げ、維持管理するための基本理念を学びます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

パーマカルチャー実習 ① ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業内態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
活動しやすい服装で来て下さい。
ナイトプログラム体験のために夜まで実習を行う日もあります（任意参加）。

項　　目

以下がこの授業で触れていく項目です（あくまで予定）

◯　プログラム体験
　　　ネイチャーゲーム／プロジェクトワイルド
　　　アースエデュケーション／他各種定番プログラム
◯　体験のふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 　

概　　要

環境教育や自然体験の現場でよく使われるアクティビティー（プログラム）を
まずは体験してもらいます。将来的にはその経験をもとに対象者や状況に合わ
せて適切にプログラムを提供できるようになることがねらいです。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
代表的なアクティビティー（プログラム）の数々を体験した後、実際に誰かを
対象に自分が指導してみる経験を繰り返すことで、それぞれのアクティビ
ティーの特徴や指導する際の注意点などを習得してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

環境教育プログラム体験実習 ○ 萩原裕作
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／ ／

□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 　出席・レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．ガイダンス
２．概論講義
〇木育
〇森林環境教育
〇IP（インタープリテーション）
〇ESD
３．振り返り

テキスト
参考書

　資料を配布

事前履修科目 　

概　　要

ESD・森林環境教育・木育・IP（インタープリテーション）等、森林文化に関す
る教育普及活動を推し進める場合、その基本的概念を理解しておく必要があ
る。中には、都道府県により、その解釈が多様な概念もあり、４回の講義を通
して整理する。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
ESD・森林環境教育・木育・IP（インタープリテーション）など、森林文化を取
り巻く様々な概念が生まれている。ここではその基本と関係性を学ぶ。

嵯峨創平 萩原裕作 原島幹典

科　　　目 担当者（○主担当）

ESD・森林環境教育・木育・IP概論 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・成果物などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
林内で土木作業する装備で来て下さい。

項　　目

以下の点について触れる予定です。

◯　道具の説明
◯　様々な整備の方法
◯　森の見方（整備するにあたって）
◯　デザイン・場所決定
◯　作業
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

出席・授業態度・成果物などをもとに総合的に評価します。

事前履修科目 「環境教育指導者のための伐木＆搬出体験（人力）」

概　　要

インタープリターや環境教育指導者は、活動拠点となる里山等のフィールドを
整備したり、その整備活動自体を教育プログラムにしたりするケースが多々あ
ります。手作業による整備を体験することで将来の現場での引き出しを増やし
てもらうことがねらいです。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
「環境教育指導者のための伐木＆搬出体験（人力）」で伐り出した木を使って
演習林内に階段や遊歩道、土留めをつくります。森の木を選んで、伐って、搬
出して、利用するまでの一連の作業を体験してもらいます。

原島幹典

科　　　目 担当者（○主担当）

里山の整備と遊歩道づくり体験 ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・成果物などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
林内で土木作業する装備で来て下さい。

項　　目

以下の点について触れる予定です。

◯　道具の説明
◯　様々な作業の方法
◯　森の見方（整備するにあたって）
◯　安全管理
◯　選木・伐倒・搬出
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

インタープリターや環境教育指導者は、活動拠点となる里山等の森を整備した
り、その森林整備活動自体を教育プログラムにしたりするケースが多々ありま
す。手作業による整備を体験することで将来の現場での引き出しを増やしても
らうことがねらいです。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
演習林内で木を選び、手ノコや斧で伐倒、トビなどの昔の手道具を使って搬出
する体験をします。ここで伐り出した木を使って「里山の整備と遊歩道づくり
体験」の授業で演習林内に階段や遊歩道、土留めをつくります。

原島幹典

科　　　目 担当者（○主担当）

環境教育指導者のための伐木＆搬出体験（人力）
○ 萩原裕作
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／

□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度をもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
林内で土木作業する装備で来て下さい。

項　　目

以下の点について触れる予定です。

◯　機械の説明
◯　様々な施業の方法
◯　安全管理
◯　機械による伐木から搬出までの見学
◯　体験
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で適宜紹介します。

事前履修科目 　

概　　要

森林環境教育や木育を指導する者にとって、プログラムとして活用しやすい手
作業だけでなく、多くの林業現場で行われている機械を使った伐木＆搬出作業
を体験しておくことは欠かせない要素です。そのための基本的な体験をしても
らいます。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
多くの林業現場で行われている機械を使った伐木＆搬出作業を理解するため
に、演習林内で行われるエンジニア科の実習と合同実施の形、機械による伐
木、搬出を体験してもらいます。

杉本和也 池戸秀隆

科　　　目 担当者（○主担当）

環境教育指導者のための伐木＆搬出体験（機械）
○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 プレゼンテーション

関連する資格 　

注意事項
　作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴

項　　目

１．ガイダンス

２．本格的な道具箱づくり
〇道具と身体の関係
〇両刃ノコギリの基本的使用法
〇両刃ノコギリの各部の名称と構造
〇玄能の基本的使用法
〇玄能の各部の名称と構造
〇釘の種類
〇道具箱の組み立て

３．振り返り

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

道具は身体の延長である。五感の前に身体を意識するところから始める。ま
た、道具は文化であり、人類の正の蓄積である。木を切る・つなぐ道具である
ノコギリ・玄能について体験的に習得する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
木を「切る」「つなぐ」技術と身体の関係を本格的な道具箱をつくりながら習
得することを目的とする。

萩原裕作

科　　　目 担当者（○主担当）

環境教育指導者のための手工具 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服

項　　目

1
グリーンウッドワーク概論講義（歴史、技術、道具、適材など）

2,3
スプーンの制作（クサビ・マンリキ・オノなど、割る道具の使用法）

4,5
スプーンの制作（削り馬、セン、南京鉋など削る道具の使用法）

6,7
スプーンの制作（ナイフ、丸ノミなど成形する道具の使用法）

8
自然塗料による塗装（オイル）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

グリーンウッドワークと呼ばれる、人力の道具で生の木を割ったり削ったりし
て小物や家具を作る木工の人気が高まっている。
森と人をつなぐ手段、木工を楽しむ手段としてのグリーンウッドワークを理解
し、実習としてスプーンを制作する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
グリーンウッドワークの歴史、技術、道具、材料などの基本的知識と、スプー
ンづくりを通じた材料や道具の扱い方を身に付けることを目的とする。

萩原裕作

科　　　目 担当者（○主担当）

グリーンウッドワークⅠ ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
野外で活動する装備で参加してください。暗さや孤独などに対するパニック症
状や、各種アレルギー症状をお持ちの方は事前に担当教員に相談して下さい。

項　　目

以下のような項目を体験する予定です。

◯　一晩中森の中でひとりで過ごす
◯　森の住人（小さな虫からほ乳類まで）との出会い
◯　裸足で過ごす
◯　大地に寝そべる
◯　日の出を見る
◯　森をライトなしで歩く
◯　生きものの存在を体感する
◯　昼と夜、夜と朝の生きものたちの入れ替わりを体感する
◯　シェルターをつくる
◯　五感・六感を研ぎ澄ます　ほか

テキスト
参考書

授業内で随時紹介します。

事前履修科目 　

概　　要

環境教育や木育の指導者にとって欠かせない森の中での「原体験」を改めて体
験してもらうことで指導者として重要な感覚を身体の中に呼び起こすと共に原
体験の重要性に気づいてもらいます。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アカデミーの演習林や周辺地域の自然の中で感覚を研ぎ澄ませて過ごしたり、
自然と自分とのつながりに気づいたりするための様々な体験を通して概要にあ
る学びのねらいを達成してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

森で過ごす ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
現地を訪れる際に、宿泊費や食費実費がかかる場合があります。先方のスケ
ジュールによっては授業日が変更したり週末や休日にかかったりする場合もあ
ります。移動時間を含め、表示時間数を遥かに超える時間が必要です。

項　　目

本授業を通して以下のことについて感じ、考え、学びへとつないでいくと共に
自らの卒業後のイメージを構築してもらいます。ゲスト講師からより多くの学
びを自分の力で引き出すことにも挑戦してもらいたいと思います。

◯　多様な運営形態
◯　「思い」の重要性
◯　この業界でシゴトをするということ
◯　感覚的な部分
◯　なぜその組織や活動が現代社会の中でうまくいっているのか
◯　自分と異なる視点は何か
◯　今の自分になにが必要か
◯　自分らしいシゴトのデザイン

テキスト
参考書

授業内で随時紹介します。

事前履修科目 　

概　　要

自然学校やオルタナティブスクール、森林環境教育現場を訪れ、多種多様な森
林空間利用を見ると共に、そこで活躍しているプロの方から、生き方や哲学、
運営のノウハウ、現状と課題を聴くことで、将来の自分のシゴト感や具体的な
イメージを構築してもらいます。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
現場の空気の中でプロからゆっくりとお話を伺ったり、質疑応答や議論をした
り、あるいはワークショップを行ったり…。その場に合わせたスタイルで各自
が自ら欲しい学びを自分の手でつかんでもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林環境教育現場訪問1 ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
現地を訪れる際に、宿泊費や食費実費がかかる場合があります。先方のスケ
ジュールによっては授業日が変更したり週末や休日にかかったりする場合もあ
ります。移動時間を含め、表示時間数を遥かに超える時間が必要です。

項　　目

本授業を通して以下のことについて感じ、考え、学びへとつないでいくと共に
自らの卒業後のイメージを構築してもらいます。ゲスト講師からより多くの学
びを自分の力で引き出すことにも挑戦してもらいたいと思います。

◯　多様な運営形態
◯　「思い」の重要性
◯　この業界でシゴトをするということ
◯　感覚的な部分
◯　なぜその組織や活動が現代社会の中でうまくいっているのか
◯　自分と異なる視点は何か
◯　今の自分になにが必要か
◯　自分らしいシゴトのデザイン

テキスト
参考書

授業内で随時紹介します。

事前履修科目 　

概　　要

「森林環境教育現場訪問１」と同様、自然学校やオルタナティブスクール、森
林環境教育現場を訪れ、多種多様な森林空間利用を見ると共に、そこで活躍し
ているプロの方から、生き方や哲学、運営のノウハウ、現状と課題を聴くこと
で、将来の自分のシゴト感や具体的なイメージを構築してもらいます。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
現場の空気の中でプロからゆっくりとお話を伺ったり、質疑応答や議論をした
り、あるいはワークショップを行ったり…。その場に合わせたスタイルで各自
が自ら欲しい学びを自分の手でつかんでもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林環境教育現場訪問2 ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
演習林内で作業を行える装備で参加してください。

項　　目

◯　機械の説明
◯　さまざまな製材の方法
◯　安全管理
◯　体験
◯　プログラム化について
◯　全体ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介します。

事前履修科目 　

概　　要

森林環境教育・木育において「森と暮らしのつながり」を伝えるのに「一本の
木が木材になる過程」を体験するほど分かりやすい方法は他にない。チェン
ソーを使った簡易製材を実際に体験することで、指導者として欠かせない実体
験をすると共にプログラムへの応用の可能性を考えてもらう。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
演習林内で行われるエンジニア科の機械実習との合同の形で、チェンソーを
使った簡易製材の体験をしてもらう。体験後、ふりかえりと共に、このシステ
ムを活用した環境教育プログラムの可能性等についても考えてもらう。

伊佐治彰祥

科　　　目 担当者（○主担当）

簡易製材（チェンソー製材）体験 ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度をもとに評価します。

関連する資格 　

注意事項
１泊２日×２回（アカデミー内コテージ泊）の合宿形式になる予定です。
滞在中の食材費、タネ購入代等の実費がかかります。

項　　目

年ごとにメインテーマは異なるため多少の変動はありますが基本的に以下のよ
うな内容に触れながら授業を進めていきます。

◯　パーマカルチャーとは
◯　パーマカルチャーが生まれた理由とこれからの課題
◯　基本理念
◯　空間とは
◯　自然の原理
◯　デザインする
◯　土壌と植物の関係
◯　チームでの作業
◯　観察
◯　考察
◯　ふりかえり　ほか

テキスト
参考書

「パーマカルチャー菜園入門」(家の光協会)、「パーマカルチャー　〜自給自
立の農的暮らしに〜」(創森社)、「パーマカルチャー」(農文協)

事前履修科目 パーマカルチャー実習１　

概　　要

「森からはじまる持続可能な暮らしを提案していく学校・森林文化アカデ
ミー」の学生としては欠かせない持続可能な暮らしのデザイン「パーマカル
チャー」の基本的な視点を学びます。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
「パーマカルチャー」のアイデアをもとに、実際にアカデミー内の空間をデザ
インし自らの手で作り上げ、その後も維持管理、観察を続けることでパーマカ
ルチャーの基本理念を体験的に学んでもらいます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

パーマカルチャー実習 ② ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
担当教員に事前に相談の上、参加日を調整してください。一日の参加可能人数
の制限アリ。参加日は、野外で活動できる服装、弁当、水筒、カッパ（雨天
時）、リュックで来てください。

項　　目

現場に関わる中で沸き上がる課題や疑問から様々なことを学んでいくためこの
実習で触れる項目は多種多様ですが、主に以下のようなことに触れる予定で
す。

◯　森のようちえんとは
◯　森のようちえんの歴史と現状
◯　森林空間の可能性
◯　森の中で育つ意味
◯　森の特徴
◯　子どもたちを受けとめる、見守るとは
◯　自主保育という動き
◯　活動を支えているものとは
◯　森づくりにつながる人づくり
◯　森で活動する上で便利な知識と技術
◯　子どもと遊び
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介します。

事前履修科目 　

概　　要

「森のようちえん」やその舞台となる森林空間の特徴と可能性について体験を
通して感じてもらうと同時に、将来森と関わる人間として重要な「森づくりの
ための人づくり」のための手法や大切にしたいことを体験的に学びます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
アカデミーの演習林で活動している野外自主保育サークル「森のだんごむし」
が実施する森のようちえん活動の現場で子どもたちや森と直接向き合う中で目
の前で起る事象と活動後のフィードバックから学びを得てもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

森のようちえん実習 ② ○ 萩原裕作

C-69



□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 授業内で随時紹介していきます。

関連する資格 　

注意事項
プログラム実践のために、先方（現場）のイベント等に合わせて予定が変更し
たり、時には週末（休日）に授業をすることもあります。履修者は、必ず事前
に担当教官と予定を確認してください。

項　　目

◯　プログラム企画

◯　プログラム実践
　　　体験したプログラムを幼児から大人まで様々な年齢を対象に実践
◯　プログラムのアレンジ（対象者や自分に合わせていく）
◯　プログラムのメリット・デメリットに気づく
◯　オリジナルのプログラムづくり　　ほか

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 「環境教育プログラム体験実習」

概　　要

「環境教育プログラム体験実習」で体験した環境教育や自然体験アクティビ
ティー（プログラム）を、対象者や状況に合わせて適切にプログラムを提供で
きるようになるための授業です。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
代表的なアクティビティー（プログラム）を、実際に誰かを対象に指導してみ
る経験を繰り返すことで、それぞれのアクティビティーの特徴や指導する際の
注意点などを習得してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

環境教育プログラム指導　基礎実習 ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
実践のために時には週末（休日）に授業をすることもあります。

項　　目

以下の項目を主なテーマに体験的に学んでいきます（あくまで一部）

◯　自然体験の意義
◯　今の子どもたちの現状と課題
◯　子どもたちの観察
◯　フッキング（ひきつけ方）
◯　自然体験のうながし方
◯　安全管理
◯　コミュニケーション
◯　子どもたちといる時に大切にしたいこと
◯　受けとめと見守り
◯　段取り
◯　保護者やスタッフとのコミュニケーション
◯　ふりかえり　　　　　　など

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 救急法講習１

概　　要

森林空間を活かした自然体験キャンプ等の自然体験活動を指導するために必要
な現場での知識や技術、そして対象年齢や状況毎に異なる「学びのうながし
方」ができるようになるための感覚を磨きます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
森林文化アカデミーで開催される子ども向けキャンプの現場でカウンセラーと
して、異なる年齢への向き合い方や、様々な状況下での自然体験活動を促す際
に必要な技術や感覚を体験学習的に学び習得します。

科　　　目 担当者（○主担当）

自然体験活動実習（キャンプカウンセラー体験）
○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

冒険の森、ロングトレイル、森のようちえん認証制度、ほか

テキスト
参考書

授業中に参考資料プリントを配布する

事前履修科目 　

概　　要

森林空間の多面的機能を具体的な事業展開に結び付けるために、先駆的なプロ
グラム実施している現場を訪ね、体験や調査を通して事業化する方策を考え
る。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
森林空間を利用した（林業以外の）事業化手法について学ぶ。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林空間利用プログラムと事業化 ○ 嵯峨創平
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格  

注意事項
見学（山林）（コード№5）／実習一般（コード№1）

項　　目

1．揖斐川町春日地区における「天空の古来茶」をメインとした都市農山村交流
活動への参加
2．揖斐川町貝原地区における「棚田オーナー制度」等による交流・保全活動へ
の参加
3．過疎地域における夏の草刈りボランティア活動を主体的に実施
4．参加活動における課題と対応策、今後の展望について考える（レポート）

テキスト
参考書

 

事前履修科目  

概　　要

エコツアー・農林業体験・棚田保全・草刈りボランティアなど、都市農山村交
流現場に直接関わり、両者の視点を持てるようになる。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
過疎高齢化に悩む山間地域の活性化策として、各地で取り組まれている都市住
民との交流活動について、その現状と課題を認識し、今後の展望について議論
し考える。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

地域の暮らしを考える ○ 原島幹典
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服

項　　目

1,2
グリーンウッドワーク概論講義（椅子作りの歴史、技術、道具、適材など）

3,4,5,6
材料の調達（エゴノキプロジェクトへの参加）

7～14
スツールの制作

（丸太の割り方、削り馬・センによる削り方）

（手回しドリルなど人力の道具によるホゾ加工）

（木材の乾燥と含水率のコントロール）

（組み立てと仕上げ）

15,16
座面の編み

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

グリーンウッドワークの発展科目として、スツールの制作を行う。この授業で
は、材料となる樹の伐採から、加工、組み立て、仕上げに至るまで、一連の作
業を体験する。
樹の伐採は、和傘部品用の材料を収穫するイベント「エゴノキプロジェクト」

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
グリーンウッドワークの応用的な知識や加工技術を身に付けるとともに、グ
リーンウッドワークのさまざまな可能性（小径木の有効活用、森と人をつなぐ
手段、誰にも楽しめる木工など）に気づくことを目的とする。

萩原裕作

科　　　目 担当者（○主担当）

グリーンウッドワークⅡ ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・プレゼンテーション

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

〇ガイダンス（教材について）

〇現地聞き取り（ワールドカフェの手法）

〇学内プレゼンテーション

〇教材制作

〇現地審査会

テキスト
参考書

　はじめての木育（黎明書房）

事前履修科目 　

概　　要

特色ある県内各地域をフィールドとして、自然、歴史、伝統、文化等を知る機
会を設定し、それを解釈し、教材開発を体験する。聞き取り～教材開発～プレ
ゼンテーションの一連の流れを体験する実習である。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
教材とは、育みを生むための道具であり、独りよがりであってはならない。こ
の授業は、「地域の想いを如何に教材として形にするか？」を教材開発を通し
て学ぶことを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工木育教材開発 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・プレゼンテーション

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

〇ガイダンス（木育概論、木工木育プログラムの企画と運営）

〇 親子木育講座「みの木育寺子屋」でのスタッフ体験

テキスト
参考書

はじめての木育（黎明書房）

事前履修科目 　

概　　要

みの木育寺子屋等を実践の場とし、木と人との関係を問い直す「暮らしを舞台
とし木育プログラム」の企画～講座実施までをスタッフとして実習し、体験的
に学ぶ。家族を対象とした講座を体験する場を提供する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
「木育」とは、すべての人が「木とふれあい、木に学び、木と生きる」　取り
組みである。この授業では、暮らしを舞台とし、人と木や森との関わりを主体
的に考えられる人づくりの基礎を学ぶことを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工木育講座の基礎Ⅰ ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・プレゼンテーション

関連する資格 　　

注意事項
　開催日は休日となる。

項　　目

〇ガイダンス

〇ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ工房（レッジョ・エミリア・アプローチ「レミーダ」を
ヒントに始めたアプローチ）や、みの木育寺子屋をフィールドとして企画運営
体験。

テキスト
参考書

はじめての木育（黎明書房）

事前履修科目 　

概　　要

ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ工房等を実践の場とし、木と人との関係を問い直す「暮ら
しを舞台とし木育プログラム」の企画～講座実施までをスタッフとして実習
し、体験的に学ぶ。家族や大人を対象とした講座を体験する場を提供する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
「木育」とは、すべての人が「木とふれあい、木に学び、木と生きる」　取り
組みである。この授業では、暮らしを舞台とし、人と木や森との関わりを主体
的に考えられる人づくりの基礎を学ぶことを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工木育講座の基礎Ⅱ ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
放課後や休日（祝日）に活動することが多々あります。

項　　目

以下のようなことについて触れていく予定です。

◯　活動への思いの共有
◯　ねらいやゴールの設定
◯　企画
◯　広報
◯　準備、段取り
◯　子どもに寄り添う企画とは
◯　ディレクターの役割
◯　スタッフとの関係
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 自然体験活動実習（キャンプカウンセラー体験）もしくは同等の経験

概　　要

森林環境教育や木育の指導者として、自然体験活動やイベントの企画、広報、
準備、運営のために必要な知識や技術を習得することで現場の即戦力として活
躍できるだけの力をつけてもらいます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 15 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アカデミーで小学生向けに行うキャンプをはじめ、出前授業・オープンカレッ
ジなどのイベントのディレクターとして活動することで、現場をまわすのに必
要な知識や技術、感覚を繰り返し実践することで習得してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

自然体験の企画と指導（実習） ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
担当教員に事前に相談の上、参加日を調整してください。一日の参加可能人数
の制限アリ。休日、祝日に実習が行われることもあります。参加日は、野外で
活動できる服装、弁当、水筒、カッパ（雨天時）、リュックで来てください。

項　　目

現場に関わる中で沸き上がる課題や疑問から様々なことを学んでいくため、こ
の実習で触れる項目は多種多様ですが、主に以下のようなことに触れる予定で
す。

◯　森のようちえんの現場で必要なこと
◯　森林空間の可能性
◯　子どもたちを受けとめる、見守るとは
◯　自由と勝手
◯　リスクマネジメント
◯　森で活動する上で便利な知識と技術
◯　子どもと遊び
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介します。

事前履修科目 森のようちえん実習 救急法講習１　　　　　もしくは同等の経験やスキル

概　　要

「森のようちえん」の現場で実際に指導者として関わることで、指導者として
必要な技術や感覚を頭ではなく身体にしみ込ませていきます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 15 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アカデミーの演習林で活動している野外自主保育サークル「森のだんごむし」
や、出前森のようちえん体験の現場で指導者として関わることで森のようちえ
んの現場をまわすために必要なスキルを習得します。

科　　　目 担当者（○主担当）

森のようちえん指導実習 ○ 萩原裕作
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／

□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．粗朶生産現場の見学

２．粗朶を利用した土木工事現場の見学（河川工事・圃場整備等）

テキスト
参考書

エコロジーガイド 里山の自然（保育社）

事前履修科目 樹木同定実習

概　　要

里山における粗朶の生産現場、粗朶を使った河川工事等土木工事の現場を訪問
し、粗朶の生産が里山林の整備や、河川での生物多様性の保全につながる可能
性について学ぶ。また、里山林のバイオマス利用として重要な薪やペレットの
生産現場で古くて新しい里山林のエネルギー利用についても検討する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
里山は昭和30年代に起きた社会、生活の大きな変化により、全国的に管理・利
用が停止して現在に至っている。それにより質的な変化を生じている里山の自
然を新たに管理・活用するために必要な先進地の見学や調査を行う。

津田格 玉木一郎

科　　　目 担当者（○主担当）

里山プロジェクト実習１（薪・粗朶） ○ 柳沢直
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／

□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．コナラ林伐採跡地の更新状況および植生調査

２．アベマキ林における択伐後の萌芽調査および竹林皆伐後の植生調査

テキスト
参考書

エコロジーガイド 里山の自然（保育社）

事前履修科目 樹木同定実習

概　　要

里山林の伐採跡地の更新状況や、萌芽更新から始まる植生遷移について、継続
して行われた里山林の伐採現場を調査・見学することにより学習する。また、
竹林の皆伐、材利用のためのアベマキ択伐現場も踏査し、択伐後の萌芽更新状
況や、皆伐後の竹林の植生遷移についても調査する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
里山は昭和30年代に起きた社会、生活の大きな変化により、全国的に管理・利
用が停止して現在に至っている。それにより質的な変化を生じている里山の自
然を新たに管理・活用するために必要な先進地の見学や調査を行う。

津田格 玉木一郎

科　　　目 担当者（○主担当）

里山プロジェクト実習２（里山林の管理と植生）
○ 柳沢直
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・企画書及び報告書

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．ガイダンス

２．「ぎふ木育カフェ」２回×５施設でも実習及びプログラム開発
〇１回目：木育とは？
〇２回目：木でつくるＷＳ

３．振り返り

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

「ぎふ木育カフェ」等を実践の場とし、「暮らしを舞台とした木育プログラ
ム」の企画～講座実施までを体験的に学ぶ。女性を対象とした木育カフェのた
めのプログラム開発及び実践の場を提供する。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
「木育」とは、すべての人が「木とふれあい、木に学び、木と生きる」　取り
組みである。この授業では、暮らしを舞台とした木育プログラムを開発し運営
する力の習得を目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工木育講座の実践 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、活動内容

関連する資格 　

注意事項
作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）　・袖や裾の締まった服
道具の数に余裕があればグリーンウッドワークⅢ受講者も作品を制作する。

項　　目

1～16
講座の準備
運営
安全管理
受講者補助
など

テキスト
参考書

　

事前履修科目 グリーンウッドワークⅡ（又は過去のグリーンウッドワーク関連科目履修者）

概　　要

グリーンウッドワークを提供する側になる人のための科目である。グリーン
ウッドワークⅡの実習をアシスタントとしてサポートする。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
講座の準備、運営、安全管理、受講者の補助などを行うことで、グリーンウッ
ドワークの提供者としての技術を身に付けることを目的とする。

萩原裕作

科　　　目 担当者（○主担当）

グリーンウッドワークⅢ ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
担当教官からの提案だけでなく、学生からの積極的な提案も大歓迎です。
イベントやクライアントの関係から、放課後や休日（祝日）に活動することが
多々あります。

項　　目

この授業では以下のようなことについて触れていく予定です。

◯　社会の課題
◯　クライアントとのコミュニケーション
◯　ねらいやゴールの設定
◯　企画
◯　広報
◯　準備、段取り
◯　対象者に寄り添う企画とは
◯　ディレクター・クリエイターの役割
◯　スタッフとの関係
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 自然体験の企画と指導　もしくは同等の経験

概　　要

森林環境教育や木育、遊びや自然体験にまつわるプログラムを、時にはクライ
アントのニーズや状況に合わせながら、時には自らの新たなアイデアを実験す
るために自由な発想で企画・運営していくことで、クリエイターとして必要な
感覚と技術を習得してもらいます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
オープンカレッジや外部依頼の枠から、新たに創り出す枠まで、社会の課題に
注目したプログラムやイベントを企画・運営することで、クリエイターとして
必要な感覚と技術を習得してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林環境教育プロジェクト１ ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
担当教官からの提案だけでなく、学生からの積極的な提案も大歓迎です。
イベントやクライアントの関係から、放課後や休日（祝日）に活動することが
多々あります。

項　　目

この授業では以下のようなことについて触れていく予定です。

◯　社会の課題
◯　クライアントとのコミュニケーション
◯　ねらいやゴールの設定
◯　企画
◯　広報
◯　準備、段取り
◯　対象者に寄り添う企画とは
◯　ディレクター・クリエイターの役割
◯　スタッフとの関係
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 森林環境教育プロジェクト１　もしくは同等の経験

概　　要

「森林環境教育プロジェクト１」の経験をもとに、新たなプログラムを、時に
はクライアントのニーズや状況に合わせながら、時には自らの新たなアイデア
を実験するために自由な発想で企画・運営していくことで、クリエイターとし
て必要な感覚と技術を習得してもらいます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
オープンカレッジや外部依頼の枠から、新たに創り出す枠まで、社会の課題に
注目したプログラムやイベントを企画・運営することで、クリエイターとして
必要な感覚と技術を習得してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林環境教育プロジェクト２ ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・企画書・報告書

関連する資格 　

注意事項
木育指導者セミナーは、Ｅｎ２「木育総合演習」と合同開催。
みの木育寺子屋は、Ｃｒ１「木工木育講座の基礎Ⅰ」と合同開催。

項　　目

１．ガイダンス

２．木育指導者セミナーでの研修プログラム開発
３．みの木育寺子屋でのスタッフ養成と運営
４．振り返り

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

アカデミー生涯教育「木育指導者セミナー」、「みの木育寺子屋」等を実践の
場とし、木と人との関係を問い直す「暮らしを舞台とした木育プログラム」の
企画～講座実施までを体験的に学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
「暮らしを舞台とした木育」を普及するためのスタッフ養成を目的とた研修で
指導者を養成するための経験・知識の獲得を目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工木育講座の普及研修指導 ○ 松井勅尚

C-86



□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
卒業後を意識した「やってみたい！」と感じる独創的なプロジェクト提案が主
な対象です。
放課後や休日（祝日）に活動することが多々あります。

項　　目

この授業では以下のようなことについて触れていく予定です。

◯　社会の課題
◯　ねらいやゴールの設定
◯　企画
◯　広報
◯　準備、段取り
◯　事業化の可能性
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 森林環境教育プロジェクト２　もしくは同等の経験

概　　要

「森林環境教育プロジェクト1&2」の経験をもとに、自らの「やりたい！」を大
切にした形の課題研究や卒業後の活動に焦点を当てたプロジェクトを、自由な
発想で企画・運営していくことで、クリエイターとして必要な感覚と技術を習
得してもらいます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
今までの学びやアカデミーのリソース、ネットワークをフルに活用したプロ
ジェクトを企画・運営することで、卒業後、クリエイターとして社会に飛び出
す前に必要な感覚と技術を習得してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林環境教育プロジェクト３ ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 ■ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
自らの「やってみたい！」を大切にしたプロジェクト提案が主な対象です。食
費、交通費、教材費等、実費がかかる場合もあります。放課後や休日（祝日）
に活動することが多々あります。

項　　目

この授業では以下のようなことについて触れていく予定ですが、現場や課題に
よってさらに様々なことがらについて触れると思われます。

◯　社会の課題
◯　ねらいやゴールの設定
◯　企画
◯　広報
◯　準備、段取り
◯　現場のまわし方
◯　受け手の反応
◯　事業化の可能性
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

授業内で随時紹介していきます。

事前履修科目 森林環境教育プロジェクト３　もしくは同等の経験

概　　要

「森林環境教育プロジェクト１〜３」の経験を経て、卒業前にこれだけは「や
りたい！」と思うプロジェクトを、自由な発想で企画・運営してやりきっても
らいます。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
今までの学びやアカデミーのリソース、ネットワークをフルに活用したプロ
ジェクトを企画・運営することで、卒業後の自分が創っていくであろう仕事の
トライアルをしてもらいたいと思います。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林環境教育プロジェクト４ ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
学内ネットワークのアカウントが必須
きちんと起動できること

項　　目

第一回 Draftsightの基本操作①
　　　　・ダウンロードとインストール
　　　　・初期設定
　　　　・線分と消去コマンド
　　　　・画面操作
　　　　・作図補助機能
　　　　・エンティティの選択
　　　　・移動、コピー、回転、フィレットコマンド
第二回 Draftsightの基本操作②
　　　　・画層の設定と理解
　　　　・寸法と文字コマンド
　　　　・印刷
第三回 Draftsightの基本操作③
　　　　・四角形、円コマンド
　　　　・トリムと延長
　　　　・ストレッチと尺度変更
　　　　・オフセット
　　　　・ハッチング
　　　　・ＣＣＳ座標
第四回　図面のトレース
　　　　・参考図面のトレース

使用するCAD：DraftSight（フリーソフト）　WindowsOS,MacOS,LinaxOS用

※授業ではWindows用を用いる
※復習、自習のため、自宅のパソコンやノートパソコンにインストールするこ
とも可

テキスト
参考書

随時プリント配布
あると復習に便利な参考書

事前履修科目 特になし

概　　要

　CADは熟練を要する手書き線に比べて初心者でも正確で均一な線を描くことが
できる。
　そこでCADの基本操作を習得し、紙と鉛筆に代わる道具としてのCADの基本操
作を学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　自らのデザインを表現する図面を描く際、昔ながらの手書きかコンピュー
ターを用いるＣＡＤを選択する必要がある。本講座ではCADの基本概念を理解
し、CADの基本的な操作を習得することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

CADの基礎 ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
筆記用具を持参すること

項　　目

１．風の円居での空間体験と実測
２．いろいろな寸法を計り、適切な大きさをイメージ
３．自宅空間のイメージ
４．自力建設イメージの即日計画
　　　キーワードを決めて計画。

テキスト
参考書

特になし

事前履修科目 特になし

概　　要

　設計する際、空間やモノの大きさが頭に入っていないと、人体スケールに
あったイメージができない。そのため、身の回りを取り囲む空間に着目し、イ
メージと実際の寸法を結びつけるトレーニングを行う。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　身の回りを取り囲む空間の大きさや家具の大きさ、素材を認識することを目
的とする。
　日常生活においても意識してモノをみる観察力を養う。

科　　　目 担当者（○主担当）

空間認識 ○ 辻充孝

C-90



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート、図面、模型、プレゼンテーション

関連する資格 木造建築士、２級建築士、１級建築士

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．身体を物差しにする
２．体で測る
３．測った建物を描いてみる
４．作図１：平面と立面から２－Dを学ぶ
５．作図２：断面を描きながら３－Dを把握する
６．設計図実習１：開口部を描き込む
７．設計図実習２：レベルと空間

テキスト
参考書

「空間と要素をデザインする」F・チン

事前履修科目 無し

概　　要

実例を通して人間身体から建築空間を計画するためのスケール感覚、計画アプ
ローチ方法を学び、図面化の技術取得を目標とする。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
自らの身体を使い、建築空間を計画するためのスケール感覚、そして建築空間
把握の方法を学び、設計図を描いてみる。設計課題は地域の小型木造建築を設
計してみる。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築計画の基礎Ⅰ ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポート

関連する資格 木造建築士、２級建築士、１級建築士

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．人間―環境系：生理学と人間行動学
２．体温調節と温熱環境
３．視覚と光環境
４．嗅覚と空気環境
５．聴覚と音環境
６．バランス感覚と重力環境
７．チェック手法

テキスト
参考書

「人間工学ガイド」福田忠彦

事前履修科目 無し

概　　要

人間環境工学の知見から、木空間における人間工学の基本を学ぶ事を目的とす
る。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
住環境の温熱、光、空気、音、等の環境要因と、これらと関係する生命維持器
官の動きを学ぶ。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木の空間における人間工学Ⅰ ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポート

関連する資格 木造建築士、２級建築士、１級建築士

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．木造建築環境の概論
２．環境計測学と環境建築：空気とエネルギーの活用方法
３．ランドスケープと木造建築環境
４．パーマカルチャー建築
５．実例を調べる方法：雑誌・インターネット
６．重要項目でまとめてみる
７．リストつくり

テキスト
参考書

「健康と環境の工学」北海道大学

事前履修科目 無し

概　　要

実例から、より多くの可能性と、建築環境設計の要点を学ぶ。自分の設計に適
した実例を集め、リスト化する。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
環境の重要項目である光、空気、熱、エネルギー、水、風の知見を身に付ける
事を目的とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築環境 ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、成果物、取り組み姿勢

関連する資格 なし

注意事項
事前にスケジュールを確認すること。
常に実習（作業）のできる服装、運動靴。
電卓（できれば関数機能のあるもの）。Excelについて慣れておくこと。

項　　目

１　木材とは？
２　木材の特徴
３　乾燥
４　強度
５　改良木材

テキスト
参考書

逐次資料配布

事前履修科目 なし

概　　要

木材の特徴、性質、木質材料としての性能についてを学ぶ。
実習（実験）と座学を平行して授業を進める。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 60 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
木材の特徴、性質、木質材料としての性能についてを学ぶ。

科　　　目 担当者（○主担当）

木質材料 ○ 吉野安里
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、取り組み姿勢

関連する資格 なし

注意事項
実習に相応しい身支度、運動靴、ヘルメット持参

項　　目

1　製材
2　切削・プレーナー仕上げ
3　接着加工
4　木材乾燥

テキスト
参考書

逐次資料配布

事前履修科目 なし

概　　要

製材から木材加工までを体験する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
製材から木材加工までを体験する。
加工した材は、自力建設プロジェクトに使用する。

科　　　目 担当者（○主担当）

木質建材をつくる ○ 吉野安里
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

一般的な建築構法について、講義・演習を行った上で理解を深める。また、調
査実習としての課題を行い、実際の建築物の構法について接してもらいたい。
【講義・演習】
　1．建築構法の捉え方、建築の荷重及び外力
　2．各種建築構法（鉄筋コンクリート造、プレストレストコンクリート造、
鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造、組積造、木造）
　3．各部構法詳細（１　地業及び基礎）
　4．各部構法詳細（２　屋根）
　5．各部構法詳細（３　壁）
　6．各部構法詳細（４　床）
　7．各部構法詳細（５　階段）
　8．各部構法詳細（６　天井）
　9．各部構法詳細（７　開口部）
　10．各部構法詳細（８　建具）

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし

概　　要

建築物の主要構法として、鉄筋コンクリート造、鉄骨造や木造など、多種多様
の構法があります。それら建築物の躯体及び各部の構法について、要求される
機能や性能、部材や部品の構成、造り方や納まり、そして構造的性質及び特徴
について概説を行います。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
建築物を建てる（生産する）という工程がなければ、建築物は形成なされな
い。その建築生産の総合的なとらえ方を踏まえることを中心に学びます。

科　　　目 担当者（○主担当）

建築構法 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

【夏季集中実習・前半】
自力建設プロジェクトの基礎の設計および施工を実施する。
【基礎の設計】
1．敷地データおよび地盤調査データを読む　実習
2．構造重量拾い　解説・実習
3．基礎の構造区画　解説・実習
4．基礎の仮定断面　解説・実習
5．基礎配筋の算定　解説・実習
6．基礎伏図の作成
7．基礎配筋図の作成
8．鉄筋加工図の作成
9．地盤調査から基礎選定、基礎の構造計画
10．基礎の構造設計の総括
【基礎の施工】
1．測量
2．地盤地耐力測定
3．地鎮祭
4．丁張り
5．掘り方
6．配筋工事
7．型枠工事
8．コンクリート工事
9．水打ち
10．脱型

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし

概　　要

建築の基礎の設計を行い、施工します。設計では、構造計画、構造計算の他、
伏図や詳細図、加工図などを作成します。建築の基礎のつくられかたを体得す
るために、自力建設建物の基礎工事を行います。基礎工事の過程を通して、そ
のつど美濃市周辺の職人さん達に指導を受けます。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 60 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
建築の基礎の設計、施工の基本を学びます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

基礎をつくる(自力建設) ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、取り組み姿勢

関連する資格 なし

注意事項
事前にスケジュールを確認すること。
エンジニア科2年林産業コース生と、刻み、道具、宿泊等の準備をする。
常に実習（作業）のできる服装、運動靴

項　　目

【夏季集中実習】（宿泊合宿となる場合もある）
１　大工技術の基礎
　　道具なおし、刃物研ぎ
２　クリエータ科１年の自力建設プロジェクトにおける部材加工
３　校外の専門技術者の指導のもとに実施する。
※　昨年度の日程（参考）
　　8月3日～11日東濃ひのき製品流通協同組合(白川町)に通い
　　なお、今年度については別途確認。

テキスト
参考書

逐次配布資料

事前履修科目 なし

概　　要

従来からの人力加工を基本とした、木工事を体験する。墨付け、手工具、簡易
な加工機器を用いる。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
木造建築の部材の作られ方を体得するために、自力建設建物部材の加工を行
う。大工技術の基礎を体験することにより、木の性質を読み、木を扱うことを
体得する。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

墨付けと刻み加工(自力建設) ○ 吉野安里

C-98



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
常に作業のできる服装、運動靴、ヘルメット
常に安全を意識する

項　　目

【夏季集中実習】
計画案のプレゼン（専門職に対して）
材料手配、段取り
専門職（大工）との打ち合わせ
集中期間中（約２週間）の加工（道具直し、墨付け、刻み、仮組）
建て方の段取り、仮設足場の設定
上棟の段取り
上棟式

テキスト
参考書

特になし

事前履修科目 特になし

概　　要

　「墨付けと刻み加工」において加工された部材を現場で組み立てる「建て
方」を行う。校外の専門職による指導のもと、共同作業により実施する。
　上棟後の工事は、この後職人さんの指導のもと随時とり行う。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 60 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
木造建築の部材のつくられかたを、建て方を通して体得することを目的とす
る。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

架構をつくる(自力建設) ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
特になし

項　　目

自力建設図面の作図
・平面図
・立面図
・矩計図
・配置図
・構造図

テキスト
参考書

随時、プリント配布

事前履修科目 特になし

概　　要

　CADは使用する人間が設計の内容を理解していなければ、ただ線を描けるとい
うだけである。そのため、自力建設の作図を通して表現方法や製図手順を学習
する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
線の持つ意味を考えて、建築設計図面を描けるようにすることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築CAD ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、即日課題

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
筆記用具を持参すること
（色鉛筆、サインペンなどがあると便利）

項　　目

　与えられた敷地に対して、その場で条件を設定し、時間内に計画する。最終
的には、15分程度の制限枠の中で計画することを念頭に入れる。

１．長方形敷地での設計
   シンプルな土地形状で、家族の生活をイメージする。
２．狭小間口での設計
東西、南北に不均一な敷地で構造をイメージする。
３．広い敷地での設計
   外部と内部のつながりを意識し、外構をイメージする。
４．自然エネルギーを活用した設計
   住まいの形による自然のエネルギーをイメージする。

テキスト
参考書

随時、プリント配布

事前履修科目 空間認識

概　　要

　主に木造住宅（建築）の設計を行い、様々なパターン（敷地や家族構成の変
化）の条件のもと計画を行う。また、動作寸法や動線計画、自然エネルギー利
用などのテーマを講義をもとに計画に反映させる。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　設計条件を整理、理解し、敷地を想像しながら設計すると同時に、設定され
た時間内に考えをまとめ、表現するトレーニングを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

計画演習 ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート、図面、模型、プレゼンテーション

関連する資格 木造建築士、２級建築士、１級建築士

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．木造建築の知恵と技術
２．意匠設計から力学と構造
３．設備と自然エネルギーについて
４．計画実習１：新築案
５．計画実習１：プレゼン
６．計画実習２：改修案
７．計画実習２：プレゼン

テキスト
参考書

「地域デザイン」吉阪隆正　　「建築の理論を築く」J・ラング
「世界建築の歴史」B・フレッチャー

事前履修科目 木造建築計画の基礎Ⅰ

概　　要

建築計画の立案から基本設計の手法を習得する。又、建築言語表現の基本であ
る図面一式と模型による計画と設計の説明力をつける。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
設計課題を使って木造建築の計画・設計を含む提案書つくりを学ぶ。課題は①
新築公共建築物の設計計画、②公共建築物の改修設計の２つにより、地域材の
活用方法を理解する。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築計画の基礎Ⅱ ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポート

関連する資格 木造建築士、２級建築士、１級建築士

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．人間―環境系：生理学と人間行動学
２．体温調節：温熱環境 を計測する
３．視覚：光環境を計測する
４．嗅覚：空気環境を認知する
５．聴覚：音環境を観察する
６．多岐に測定手法を学ぶ
７．実測計画を立て、実測する
８．建築と人間工学の関係を考察してみる

テキスト
参考書

「環境行動のデータファイル」高橋鷹志

事前履修科目 木の空間における人間工学Ⅰ

概　　要

ヒューマンファクターに注目し、住まい手に優しい環境設計の基礎を深めるこ
とを目的とする。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
実測実習を通して、人間環境工学データの収集と分析方法を学び、データ活用
方法のトレーニングを行う。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木の空間における人間工学Ⅱ ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
特になし

項　　目

建築確認申請書をはじめ、各種書類の意味合いや作成方法も合わせて学習し、
建築関係法令集を適切に参照して法規的課題を解決できる能力を養成する。

１．建築関係法令集の使い方
２．建築関係法規の演習（集団規定、単体規定）
３．構造関係法令
４．省エネ関係法令

・建築関係法規の概要、建築基準法の目的と構成
・集団規定（地域地区、用途地域、道路規定、容積率、建ぺい率、面積の算定
方法、斜線制限、日影規制ほか）
・単体規定（採光、換気、各種高さ、階段、構造計算ルート）
・その他の関係法令（建築士法、品確法他）
・各種書類の意味と作成方法（建築確認申請書ほか）
・改修時における留意点

テキスト
参考書

随時、プリント配布
なるべく、「建築関係法令集」があるとよい。出版社は問わない。

事前履修科目 特になし

概　　要

　本講義では、主に木造建築に関する計画・設計・工事監理等の法規の知識、
法規的取り扱いの基礎を学習する。
　建築基準法の集団規定・単体規定を中心に、都市計画法、住宅品質確保促進
法、建築物耐震改修促進法、建築士法など関連する法規にもふれて学習する。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　木造建築を設計する際、様々な法規制によって計画が制限される。この制限
の中で、自らの考えを自在に構築し、実現可能な計画とするために、最低限の
法律を知っておく必要があり、基礎的な法規を学ぶことを目的とする。

小原勝彦

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築法規 ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

一般的な地盤調査方法について、講義・演習及び実習を行った上で理解を深め
る。
【講義・演習】
　1．各種地盤調査方法（標準貫入試験、表面波探査、平板載荷試験　他）
2．スウェーデン式サウンディング試験（１　試験方法）
3．スウェーデン式サウンディング試験（２　試験の実施）
4．スウェーデン式サウンディング試験のデータ処理（１　試験データの処理方
法）
5．スウェーデン式サウンディング試験のデータ処理（２　即時沈下量の推定）
6．スウェーデン式サウンディング試験のデータ処理（３　圧密沈下量の推定）

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし

概　　要

地盤調査の方法について概説を行います。実際に地盤調査をして、地盤調査か
ら得られたデータの処理を行います。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
地盤調査の方法、データ処理の方法などを学びます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

地盤調査法 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

静定構造について、講義及び演習を行った上で理解を深める。また、木質構造
で基本的な調査や構造設計を行う。
【力学：講義・演習】
　1．力の定義、合成と分解、構造のモデル化、支持点と接合
　2．安定と不安定、静定と不静定
　3．静定構造の反力（１）釣り合い条件式
　4．静定構造の反力（２）反力の算定
　5．静定構造の応力（１）軸方向力、せん断力、曲げモーメント
　6．静定構造の応力（２）応力の判定
　7．応力度とひずみ度　フックの法則、応力度とひすみ度
　8．断面の性質（１）断面１次モーメント、図心、断面２次モーメント、断面
係数、断面極２次モーメント、断面２次半径、断面極２次半径、ヤング係数、
せん断弾性係数、など
　9．断面の性質（２）演習
　10．静定トラスの応力（１）節点法、切断法、マトリックス構造解析法
　11．静定トラスの応力（２）演習
　12．マトリックス有限要素法解析（１）演習
【設計：講義・演習】
　13．壁量計算　壁倍率、必要壁量、存在壁量、壁量充足率
　14．側端充足率計算、偏心率計算
　15．Ｎ値計算　接合部倍率

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし

概　　要

建築構造の基礎となる静定構造力学について概説を行います。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
構造分野の初歩として、もっとも単純な構造の一つである単純梁、片持梁や静
定トラス等について、作用する荷重やその反力及び各部に生じる応力度や変形
等の基礎諸事項を学びます。

科　　　目 担当者（○主担当）

木質構造力学・静定 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

不静定構造について、講義及び演習を行った上で理解を深める。また、基礎的
な調査や構造設計を行う。
【力学：講義・演習】
　1．弾性曲線法　たわみ、たわみ角、弾性曲線、曲率
　2．モールの定理
　3．カステリアーノの定理
　4．仮想仕事法
　5．たわみ角法（１）解説
　6．たわみ角法（２）演習
　7．固定モーメント法（１）解説
　8．固定モーメント法（２）演習
　9．座屈現象と座屈荷重
　10．建築振動に関する基本事項
【設計：講義・演習】
　11．横架材の断面算定（１）解説
　12．横架材の断面算定（２）演習
　13．常時微動測定
　14．耐力壁の設計（せん断系、軸力系、曲げ系など）
　15．接合部の設計（釘、木ねじ、ボルト、ラグスクリュー、ドリフトピン、
ジベルなど）

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 木質構造力学・静定構造

概　　要

建築構造の基礎となる不静定構造力学について概説を行います。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
不静定骨組について作用する荷重やその反力及び各部に生じる応力度や変形等
の基礎諸事項を学びます。座屈や振動の初歩について学びます。また、電算機
を用いた解析及び構造模型製作などを通して構造について理解を深めます。

科　　　目 担当者（○主担当）

木質構造力学・不静定 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席およびレポート

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

【担当　辻】
1．	小規模住宅の計画（１）
2．	小規模住宅の計画（２）
3．	構造伏図の描き方（１）
4．	構造伏図の描き方（２）
5．	木拾い表の作成（１）
6．	木拾い表の作成（２）

【担当　小原】
7．	軸組材（柱・横架材）の断面算定のポイント
8．	軸組材（柱・横架材）の断面算定（１）
9．	軸組材（柱・横架材）の断面算定（２）
10．	軸組材（柱・横架材）の断面算定（３）
11．	軸組模型の製作（１）
12．	軸組模型の製作（２）

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし

概　　要

構造図の作成方法について概説を行います。学生自ら設計した建物の構造図を
作成します。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
学生自ら設計した建物の構造図を作成することで、構造図の作成方法を学びま
す。

辻充孝

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築の構造設計製図・木拾い術 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート、図面、模型、プレゼンテーション

関連する資格 木造建築士、２級建築士、１級建築士

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．地域性と持続可能建築
２．低炭素建築：改修と木質化
３．計画実習１
４．設備と自然エネルギーについて
５．話を聞いて調査・実習１：地域とユーザー
６．話を聞いて調査・実習２：ステーク・ホルダー
７．設計実習１：図面
８．計画実習２：ロードマップ
９． 設計実習２：図面と模型
１０．設計実習３
１１．設計とプレゼン練習
１２．プレゼン

テキスト
参考書

「建築の理論を築く」J・ラング

事前履修科目 木造建築計画の基礎Ⅰ、木造建築計画の基礎Ⅱ

概　　要

建築計画が、個別に異る余条件のなかで、夫々の最適解答を探求するプロセス
であることをふまえ、実践的な課題演習によって、計画立案の複雑な実際を学
び、中山間地域の問題を見据えた計画立案と実施設計にトライする。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
実践的な課題演習によって、計画立案の複雑な実際を学び、中山間地域の問題
を見据えた計画立案と実施設計力の増強を目標とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築計画の応用 ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

【講義】
1．構造設計と構造解析手法
2．有限要素法の基本
3. ラーメン構造の力学モデル
4．トラス構造の力学モデル
5. 構造要素の力学モデル（耐力壁、水平構面）
6．構造要素の力学モデル（接合部）
7．建築振動の基本
8. 免震と制振について
【演習】
1．ラーメン構造の有限要素法解析
2．トラス構造の有限要素法解析
3．耐力壁の力学モデルの作成
4．水平構面の力学モデルの作成
5．接合部の力学モデルの作成
6．建物の３次元非線形振動解析（１）
7．建物の３次元非線形振動解析（２）
8．建物の３次元非線形振動解析（３）

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし

概　　要

建築構造設計に使用される有限要素法をはじめとする様々な構造解析手法、建
築架構とその構成要素の動力学的性状と設計法およびについての初等的な概説
を行います。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
構造解析手法の基礎と応用、動力学の基礎理論を修得します。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

構造解析 ○ 小原勝彦

C-110



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

【1年前期】
① 建物の長寿命化の必要性　　　　　　　　② 建築病理学とは
③ 耐震調査の目的・内容とその手順　　　　④ 各種検査機器と使用法
【1年後期】
⑤ 構造的不具合の原因と対応策　　　　　　⑥ 木材の腐朽と防腐
⑦ 現場における検査手順　　　　　　　　　⑧ 報告書作成法
⑨ 床・壁・屋根、その他の不具合とその対応
【2年前期】
⑩ 建築病理学の必要性　　　　　　　　　　⑪ 床下環境について～防蟻対策
【2年後期】
⑫ 温熱環境の改善と対策　　　　　　　　　⑬ 法規・制度関連
⑭ 室内空気質の改善と対策　　　　　　　　⑮ 契約依頼者との契約上の注意

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし（ただし、木造建築病理学実習と同時受講とする。）

概　　要

欧米ではBuilding Pathology （建築病理学）があります。これは既存建物の不
具合や劣化を調査診断して適切な保存・補修方法の提案で重要な役割を果たし
ます。英国での建築病理学を紹介する中島正夫先生（関東学院大学）監修のも
と、この知識・技術について概説を行います。

授業方法 講義 開講時期 ２年間通年 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
木造建築改修の体系を学びます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築病理学 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席およびレポート

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

講義①　木造に関する法令改正の歴史
講義②　建築基準法がいう防火とは
講義③　内装制限を考える〜木材はどのように燃えるか
講義④　内装制限を考える〜不燃材料は本当に燃えないか
講義⑤　木造住宅の防火を考える〜真壁を防火的にする
講義⑥　木造住宅の防火を考える〜木あらわし軒裏・壁を防火的にする
講義⑦　防火に関する技術開発の手法
講義⑧　総括〜火事に強い木造とは

テキスト
参考書

火事場のサイエンス　長谷見雄二著　井上書院

事前履修科目 なし

概　　要

改正建築基準法の防火規定の内容や要求性能を十分に理解した上で、より木造
らしい木造住宅を設計する手法を防火法令適合という観点から考えます。更
に、防火材料及び防耐火部材の技術開発の手法や手続きを習得し、設計・施工
実務者主導型の技術開発の可能性を考えていきます。

授業方法 講義・実習 開講時期 ２年間通年 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
改正建築基準法の防火規定の内容や要求性能を学びます。防火材料及び防耐火
部材の技術開発の手法や手続きを学びます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築の防火 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

以下のポイントについて建築構造を考え、構造計画と構造設計の基本とその手
法を学ぶ。

【構造計画と構造設計】
　1．構造計画と構造設計
　2．建物に作用する荷重と外力
　3．耐震計画・耐風計画の基本
　4．各種構造設計ルートについて
　5．構造計画と設計の概要
　6．耐力壁の計画と設計（壁量計算、側端充足率計算、偏心率計算）
　7．水平構面の計画と設計（床倍率計算）
　8．柱の計画と設計（小径、有効細長比、短期荷重時の座屈）
　9．接合部の計画と設計（Ｎ値計算）
　10．地盤調査とそのデータ処理（地盤調査データの読み方、即時沈下、圧密
沈下、許容耐力）
　11．基礎の計画と設計（１　べた基礎）
　12．基礎の計画と設計（２　布基礎）
　13．基礎の計画と設計（３　杭基礎・柱状改良）
　14．基礎の計画と設計（４　栗コン・表層改良）
　15．許容応力度計算と限界耐力計算の考え方
　16. 鉄筋コンクリート造の構造計画と設計（１　柱・梁）
　17. 鉄筋コンクリート造の構造計画と設計（２　壁）
　18. 鉄筋コンクリート造の構造計画と設計（３　配筋）
　19. 鉄筋コンクリート造の構造計画と設計（４　接合部）
　20. 鉄骨造の構造計画と設計（１　柱・梁）
　21. 鉄骨造の構造計画と設計（２　壁）
　22. 鉄骨造の構造計画と設計（３　溶接）
　23. 鉄骨造の構造計画と設計（４　接合部）

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 木質構造力学・不静定構造

概　　要

各種構造について構造計画や構造設計の概説を行います。主に初等的な内容に
対して、数学的手法、実験的手法、解析的手法などを利用して演習します。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
構造設計の基本的な流れを学びます。いろいろな建築構造の問題を解き、構造
問題の解決法について理解を深めます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木質構造設計の基本 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
特になし

項　　目

１．断熱性能
　　・外皮平均熱貫流率UA値の計算
　　・熱損失係数Q値の計算
　　・暖冷房負荷の計算
　　・暖冷房設備の能力算定
２．日射制御性能
　　・日射熱取得率ηA値の計算
　　・夏季日射取得係数μ値の計算
３．防露性能
　　・結露の被害
　　・防露計算（冬型表面結露、冬型内部結露、夏型内部結露）
４．気密性能
　　・気密性能の効果
　　・気密性能向上の勘所

テキスト
参考書

随時、プリント配布

事前履修科目 特になし

概　　要

　建物の４つの基本性能（断熱、日射制御、気密、防露）を理解し、健康で心
地よい室内環境の考える基礎を学ぶ。
　また、各種性能計算を行え、定量的評価の重要性を学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　人の健康を守る建物の温熱関係の基本性能（断熱、日射制御、気密、防露）
の基本的な考え方の理解と計算ができることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築の環境性能設計Ⅰ ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート、図面、模型、プレゼンテーション

関連する資格 木造建築士、２級建築士、１級建築士

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．建築設備とは
２．設備と自然エネルギーについて
３．空調・換気、断熱と窓
４．煖房、断熱と暖房機
５．AC設計
６．給水と雨水利用
７．給水設計
８．排水処理とシステム
９．排水設計
１０．照明機器と照明設計
１１．設計してみよう
１２．プレゼン

テキスト
参考書

「設備施工計画・要領書の考え方とまとめ方」塩沢義富

事前履修科目 木造建築環境

概　　要

設備には、オフザシェルフと建築の一部として設計されるものがある。前者の
場合は定期的な診断、後者には予防保全を行う。これらの概要を木材と共に把
握し、長寿命化建物設計とライフサイクルを学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
建築がより良い環境を生み出しユーザーへ快適な空間を提供できるように、木
材と共にある設備の設計方法取得を目的とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木材と設備設計 ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 無し

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．人間―生活環境系とは
２．においについて
３．空気と換気・窓
４．空気と設備設計
５．入浴について
６．温熱と換気・窓
７．身体と熱
８．浴室設計
９．子供と老人にやさしいとは
１０．子供と老人のための設計
１１．設計してみよう
１２．プレゼン

テキスト
参考書

「人間―環境系デザイン」日本建築学会
「フィールドワークの技法と実際」箕浦康子

事前履修科目 無し

概　　要

切り口によって、ユーザーによって「安心した住環境」は十人十色となりま
す。そこで、ケースバイケースに対応し、様々な「安心空間」の設計プロセス
を実際に試みる。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
誰でも安心して暮らしたいものですが、人によって様々な暮らしが想定されま
す。そんな多種多様な生活・住環境の設計手法取得を目的とします。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

生活環境設計 ○ 廣田桂子
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
特になし

項　　目

１．自立循環型住宅と省エネルギー
２．断熱外皮計画、日射遮蔽手法
３．暖冷房設備計画、屋根空気集熱ソーラーシステム、日射熱利用
４．換気設備計画、自然風利用
５．太陽光発電、コージェネレーションシステム、高効率家電機器
６．照明設備計画、昼光利用
７．給湯設備計画、太陽熱給湯、水と生ゴミの効率的利用

※自立循環型住宅とは、与えられた敷地や家族形態などの条件のもとで極力自
然エネルギーを活用し、居住性や利便性を向上させつつ居住時のエネルギー消
費量や二酸化炭素排出量を2010年頃の標準的な住宅と比較して半減させること
が可能な、太陽光発電を含めてゼロエネルギー化が可能な現時点で十分実用化
できる住宅。

テキスト
「温暖地版　自立循環型住宅の設計ガイドライン（一般財団法人　建築環境・
省エネルギー機構）」
5400円（税込）＋送料実費200円前後（受講生による）
テキストは、授業開始前に一括購入し、初回時に配本します。（個人購入はで
きません）

テキスト
参考書

「温暖地版　自立循環型住宅の設計ガイドライン（一般財団法人　建築環境・
省エネルギー機構）」

事前履修科目 特になし

概　　要

　省エネルギー性能をトータルにバランスよく検討するための要素技術を学び
ます。「自立循環型住宅への設計ガイドライン」の考え方を用いて、躯体性能
の向上をはかり、自然エネルギーによる省エネ化に加え、建築設備の効率的な
設計を行う手法を学びます。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　様々な要素技術の目的と効果を定量的に評価できることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

建築設備 ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
特になし

項　　目

木造建築講座の「木造住宅設計監理マニュアル」にそって、各段階での留意点
を学習する。
【基本設計】
１．基本設計契約、敷地調査、地盤調査
２．役所調査、プレゼンテーション、第２回打ち合わせ
【実施設計】
３．設計契約、第３回打ち合わせ、最終打ち合わせ
４．木材管理
５．現場説明、確認申請、見積もり調整
【施工監理】
６．解体工事、工事契約、地鎮祭
７．着工、木配り、プレカット打ち合わせ、基礎工事
８．給排水衛生工事、電気工事、建て方・上棟
９．中間検査、金属・サッシ工事、屋根工事、ガラス工事
10．外壁工事。照明機器の発注、防水工事
11．左官工事、台所工事、タイル工事
12．木製建具工事、塗装工事、内装工事
13．薪ストーブ工事、家具・支給品、美装工事、床塗り工事（セルフ工事）
14．外構工事、植栽工事、完了検査
15．引き渡し、清算、登記

テキスト
参考書

初回時にテキスト配布

事前履修科目 特になし

概　　要

　基本設計契約から敷地調査、プレゼン、実施設計、工事契約、施工監理と、
段階を追って具体的で必要な知識を学習する。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　設計実務で必要になる設計監理の基本を学ぶことを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

設計監理法 ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、試験、レポートなど

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

【接合部の設計】
1．構造物の接合部のモデル化
2．建築の接合部の抵抗要素（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
3．建築の接合部の抵抗要素（２）　演習
4．建築の接合部の構造設計（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
5．建築の接合部の構造設計（２）　演習
6．建築の接合部の構造設計（３）　課題演習
7．建築の接合部の構造計算（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
8．建築の接合部の構造計算（２）　演習
9．建築の接合部の構造計算（３）　課題演習
【大規模建築の設計】
10．大規模建築の構造計画（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
11．大規模建築の構造計画（２）　演習
12．大規模建築の構造設計（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
13．大規模建築の構造設計（２）　演習
14．大規模建築の構造計算（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
15．大規模建築の構造計算（２）　演習
【合成梁の設計】
16．建築の合成梁の抵抗要素（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
17．建築の合成梁の抵抗要素（２）　演習
18．建築の合成梁の構造設計（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
19．建築の合成梁の構造設計（２）　演習
20．建築の合成梁の構造設計（３）　課題演習
21．建築の合成梁の強度計算（１）　解説【木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造　他】
22．建築の合成梁の構造計算（２）　演習
23．建築の合成梁の構造計算（３）　課題演習

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 木質構造設計の基本

概　　要

各種構造について構造要素のモデル化とそれを利用した構造設計手法の概説を
行います。主に応用的な内容に対して、数学的手法、実験的手法、解析的手法
などを利用して演習します。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
これまで学んできた建築構造についての総まとめという位置づけで、いろいろ
な建築構造の問題を解き、構造問題の解決法について理解を深めます。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木質構造設計の応用 ○ 小原勝彦

C-119



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
特になし

項　　目

１．住宅のエネルギー消費量（暖冷房、換気、給湯、照明）
２．熱損失係数の結果から暖冷房設備を考える
３．熱損失係数からわかること　暖房機器の選定方法、ケーススタディ
４．一般ソフトを使用した熱損失係数の計算と結果の活かし方
５．換気設備と結露
６．給排水設備の考え方
７．電気設備、その他設備の考え方
８．給湯設備の考え方
９．住まいにおける省エネルギー性能の考え方
10．住まいの省エネルギー設計
11．住まいの環境性能について
12．環境性能の評価（ＣＡＳＢＥＥ）
13．住宅設備シミュレーション
14．住まいの性能設計演習①
15．住まいの性能設計演習②

テキスト
参考書

随時プリント配布
参考図書「CASBEE 戸建-新築」

事前履修科目 木造建築の環境性能設計Ⅰ

概　　要

　断熱性能から、暖房時の必要なエネルギー量を把握し住宅の熱的性能を理解
する。同時に結露の危険度も認識し、換気計画を考える。
　省エネルギー設計では、住まいにかかる暖冷房、換気、給湯、照明エネル
ギー割合や、削減手法を学習し、計画に活かす方法を学習する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　木造建築をいろいろな側面から検証することで、建物性能を定量的に評価す
る手法を身に付け、住まいの性能に合わせた暖冷房設備の選定を行えることを
目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築の環境性能設計Ⅱ ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 一級建築士、二級建築士、木造建築士

注意事項
特になし

項　　目

１．特記仕様書・仕上げ表
２．面積表
３．配置図・平面図
４．立面図
５．矩計図
６．台所詳細図、水廻り詳細図
７．展開図
８．枠廻り詳細図①
９．枠廻り詳細図②
10．電気設備図
11．電気設備リスト
12．給排水設備図
13．衛生機器リスト
14．構造図
15．施工図

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 木造建築CAD

概　　要

　各自が計画した建物を、一冊の実施設計図書として完成させる。それぞれの
項目で、図面の意図を確認する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　一冊の実施設計図書の作図を通して、それぞれの図面の必要性や意味合い、
留意事項を理解することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築の設計製図 ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 調査参加回数、主担当回数、住まいの診断レポート作成　など

関連する資格 なし

注意事項
なし

項　　目

実習の実施日は前もってそのつど発表する。実習の項目は次のとおりである
が、木造建築病理学の講義・演習において詳細を説明する。
　1．事前調査
　　　　調査計画～詳細調査積算
　2．詳細調査
　　　　平面図作成調査、立面図作成調査、矩計図作成調査、各階伏図作成調査
　　　　基礎伏図作成調査、展開図作成調査
　　　　小屋裏調査、床下調査、地盤調査、温熱調査、常時微動測定
　　　　温熱測定、劣化調査、含水率調査、家歴調査、など

　3．「住まいの診断レポート」作成
　　　　構造性能診断、温熱環境診断、耐久性能診断、など

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 なし（ただし、木造建築病理学と同時受講とする。）

概　　要

適切な保存・改修方法を提案するために、既存建物の耐震性能、温熱性能、不
具合や劣化などを調査診断します。

授業方法 実習 開講時期 ２年間通年 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
実物件の耐震性能、温熱性能、不具合や劣化などを調査診断を通じて、適切な
保存・改修方法を提案します。

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築病理学実習 ○ 小原勝彦
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

■ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート、図面、模型、プレゼンテーション

関連する資格 無し

注意事項
メジャー、スケッチ・ブック、テクニカル・ペン，クラッチ・ペンシル、ト
レーシング・ペーパ-、カメラ、縮尺定規を持参の事。

項　　目

１．木造建築の特徴：グリーン・デザイン編
２．設計に使いたいグリーン・デザイン
３．軸組設計とグリーン・デザイン
４．御柱建築とグリーン・デザイン
５．プレファブとグリーン・デザイン
６．課題設計１：コンセプトと計画、平面、立面図
７．課題設計１：コンセプトと断面、矩計図に模型
８．課題設計１：プレゼン
９．課題設計２―即日課題：コンセプトと計画、平面、立面図＊１０
１０．課題設計３―実施課題：コンセプトと計画、平面、立面、断面、矩計図
に模型
１１．課題設計４―実施課題：コンセプトと計画、平面、立面、断面、矩計図
に模型
１２．プレゼン３＆４

テキスト
参考書

「文化・建築・環境デザイン」ラポポート

事前履修科目 木造建築計画の基礎

概　　要

木造建築におけるグリーンデザインを理解し、設計技術を習得する。

授業方法 講義・実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
木造建築におけるグリーンデザインの技術を磨くため、前半で理論を学習し、
後半は４つのプロジェクトを仕上げ、プレゼンを繰り返す。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木造建築のグリーンデザイン ○ 廣田桂子

C-123



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
材料代は自己負担。
作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）　・袖や裾の締まった服

項　　目

1～2
ノミ、ノコギリ、各部の名称と構造
ノミの仕込みと研ぎ

3～4
ノミ、ノコギリの基本的使用法
相欠きサンプルの制作

5～6
カンナ　各部の名称と構造
カンナの仕込み
カンナの研ぎ

7～8
カンナの基本的使用法
まな板の制作

9～12
ノミの反復練習
相欠きの鍋敷き

13～16
カンナの反復練習
まな板の制作
スクレイパーの研ぎ
スクレイパーの基本的使用法

テキスト
参考書

必須ではないが参考書として「木工工作法」雇用・能力開発機構、「木材加工
系実技教科書」雇用・能力開発機構

事前履修科目 　

概　　要

手工具の原理を理解して木を加工することは、木工の第一歩である。カンナや
ノミは、木製の台や柄や刃を調整する「仕込み」、刃を砥石で研磨して切れ刃
をつける「研ぎ」を適切に行って初めて使えるようになる。これらの工具を用
いて、鍋敷き、まな板の2点を制作する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
ノミ、カンナ、スクレイパーの仕込み方、研ぎ方、基本的な使い方を身につけ
ることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

手工具Ⅰ ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・プレゼンテーション

関連する資格 　

注意事項
作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴

項　　目

１． ガイダンス
　
２．木の食の道具づくり（スプーン・バターナイフ）
〇食の道具とデザインについて
〇適材適所について
〇切り出し小刀・丸刀・丸鑿基本的使用法
〇丸刀・丸ノミの研ぎ
〇糸鋸盤の基本的使用法
〇カトラリーのカービング（機能と形の体験的理解）
〇ホオ・カシ・カエデ等の適材適所を体験する
３．プレゼンテーション

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

食と道具の関係性についての講義や、木の適材適所、身体の延長としての木工
道具についての体験的理解を、木でつくることを通して習得することを目指
す。特に、切り出し小刀等を使い、木を削り出し、3次元の立体感覚を体感する
ことに重きを置く。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
「木で形をつくる」ことを通して、木と自身との双方向（⇔）のやり取りの中
に、人間と自然との大切な何かを体感すると同時に、「その木の形」の必然性
を模索し、誰かのためのものづくりを模索する。

科　　　目 担当者（○主担当）

手工具Ⅱ ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・プレゼンテーション

関連する資格 　

注意事項
　作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴

項　　目

１． ガイダンス
　
２．端材からつくる「心のための道具づくり」
〇心を取りまく状況
〇両刃ノコギリの基本的使用法
〇両刃ノコギリの各部の名称と構造
〇ヤスリの体験的理解
〇紙ヤスリの体験的理解
〇ボール盤の基本的使用法
〇自然塗料による塗装（オイル）

３．プレゼンテーション

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

端材や自然木を活かしてペンダントをつくりながら形についての体験的理解に
つなげる。基本的な技術である「切る」「削る」「磨く」ことと身体との関係
を意識化する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
「木で形をつくる」ことを通して、木と自身との双方向（⇔）のやり取りの中
に、人間と自然との大切な何かを体感すると同時に、「自分らしさ」「その木
の形」の必然性を模索することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

手工具Ⅲ ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / テスト

関連する資格 　

注意事項
作業しやすい服装
・半ズボン、スカート、サンダル厳禁
・袖や裾のしまった服を選ぶこと

項　　目

使用する木工機械
・クロスカットソー
・バンドソー
・手押しかんな盤
・自動かんな盤
・昇降丸鋸盤（軸傾斜、テーブル傾斜）
・横切り軸傾斜丸鋸盤

テキスト
参考書

木工用機械 / 木材加工系実技教科書 / 木工工作法
*いずれも雇用・能力開発機構

事前履修科目 　

概　　要

木工を行う上で必要不可欠な木工機械の使用法について基礎から学ぶ。特に、
加工する材料を準備する「木取り」を行う機械の安全な使い方を学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
基本となる木工機械の安全な扱い方、作業方法を習得する
アトリエ棟の工房機械を使用する者は必ず本科目を履修しなければならない。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工機械使用法Ⅰ(木取り) ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / 制作物

関連する資格 　

注意事項
動きやすい服装
・半ズボン、スカート、サンダル厳禁

項　　目

使用する電動工具
・電動丸鋸
・電動ドリルドライバー
・インパクトドライバー
・オービタルサンダー
・ランダムアクションサンダー
・トリマー

上記の電動工具を使って、小物家具の制作を行う

テキスト
参考書

資料配布

事前履修科目 　

概　　要

電動工具をつかった小型家具の制作を通して、基本的な電動工具の正しい使い
方を学ぶ

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
本格的な木工技術・設備を持たなくても電動工具を使うことで手軽にさまざま
な家具をつくることができる。基本的な電動工具を安全に正しく扱えるように
なることを目的とする

科　　　目 担当者（○主担当）

つくるための電動工具 ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / 作品提出

関連する資格 　

注意事項
作業しやすく、袖のしまっている服装
ウィンドウブレーカーのような木くずがつきにくい上着を用意するとよい

項　　目

木工旋盤の名称と構造
センターワークとフェイスワークの違い
各ガウジの形状と用途
コマの制作
　（ラフィングガウジ、スピンドルガウジ、パーティングツール、スキューチ
ゼル）
小皿の制作
　（ボウルガウジ）

テキスト
参考書

資料配布

事前履修科目 　

概　　要

皿や椀などを制作する木工旋盤は、専門性の高い木工技術であると同時に、わ
ずかな設備で足りることから、一般の人にも親しみやすい木工技術でもある。
この実習では、フェイスワーク、センターワークという木工旋盤の2つの基本的
な加工方法を習得する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
木のコマや小さなお皿/椀の制作を通して木工旋盤の基礎技術を習得する

科　　　目 担当者（○主担当）

木工旋盤の基礎Ⅰ ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格  

注意事項
作業しやすく、危険のない服装
・半ズボン、スカート、サンダル厳禁

項　　目

3月の春休み期間に実施

・自力建設の振り返り
・建築物の使用シーンから必要となる家具をイメージする
・アイデア提案 / ブラッシュアップ
・電動工具等を用いて、制作
・納品 / 振り返り

テキスト
参考書

　

事前履修科目 つくるための電動工具

概　　要

電動工具等を使って、自力建設のための家具をワークショップ形式で制作する

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
より使い手に優しい空間をつくるため、用途にあった家具を短期間で制作す
る。対象は、「自力建設」で建てられた建築物。使い手のニーズを把握し、家
具の提案から制作、導入までは4日間で行う。

科　　　目 担当者（○主担当）

家具をつくる(自力建設) ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・テスト

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

〇針葉樹・広葉樹についての適材適所を学ぶ
〇木材の同定
〇木材の構造の基本
〇水分と木材の化学成分
〇木材の乾燥
〇木材の強度
〇心材化と内部応力

テキスト
参考書

木工材料（雇用問題研究会）

事前履修科目 　

概　　要

家具・カトラリー等木工製品における木材の性質・物性をものづくりの技術と
関連付けて講義する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
木と暮らすライフスタイルを提案する場合、適材適所は重要である。家具・カ
トラリー等室内環境で木を使う場合の、物理的化学的に学び取ることを目的と
する。

科　　　目 担当者（○主担当）

木材の適材適所 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

レーザーカッターとCNCの用途
データ作成方法
実機操作

制作物：
お土産品の制作

（一部、IAMASにて実施する可能性あり）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

レーザーカッター等のデジタルファブリケーションを活用して、木工品を仕上
げる

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
3Dプリンター、レーザーカッター、CNCなどのデジタルファブリケーションは木
工分野でも広く利用されるようになってきている。どのような機械なのか体験
することで、制作活動に広がりを持たせることを目的とする

科　　　目 担当者（○主担当）

デジタルファブリケーションの導入 ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
材料代は自己負担。作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服　・必要に応じて粉塵用のマスク、ゴーグル等

項　　目

1
講義　塗料の種類（オイル、漆、ワックス、水性、ガラス、ウレタン等）と塗
装の基本的手順
刷毛など道具の取り扱い

2
オイルの種類
オイルの塗装法（クリアオイル、着色オイル）

3,4
オイルの塗装　反復練習

5
講義　漆

6
漆の塗装法（すり漆）
柿渋、弁柄による着色

7,8
漆の塗装　反復練習

テキスト
参考書

随時テキスト配布
必須ではないが参考書として「塗装実技教科書」雇用問題研究会

事前履修科目 　

概　　要

木材への塗装は、美観の向上と木材の保護の2つの目的で行われる。オイルや漆
などは天然由来の塗料であり、環境に優しい製品として近年見直されている。
この授業では、実習としてオイルと漆で木製品の仕上げを行う。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
自然塗料の種類と塗装の手順を理解し、オイル、漆の基本的な塗装技術を身に
付けることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

木材塗装(自然塗料) ○ 久津輪雅
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／

□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

〇展示会を視察
１．木工家ウィーク等、小規模な木工房の展示手法を学ぶ
２．飛騨の家具フェスティバル等、大手家具メーカーの展示手法を学ぶ

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

様々なタイプの展示会を視察し、モノを伝える（販売する）空間との関係性を
学び、自らの作品を伝える手法を模索する場としたい。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
モノを販売する場合、空間構成は重要である。展示会を視察し、その手法を学
ぶことを目的とする。

久津輪雅 和田賢治

科　　　目 担当者（○主担当）

展示会視察 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / 制作物

関連する資格 　

注意事項
作業しやすい服装
・半ズボン、スカート、サンダル厳禁

項　　目

フォトフレームの制作を通して、以下のことを習得する

・昇降盤でのカッターの使用方法
・昇降盤において精度ある加工のためのセッティング
・留め加工、接着、かんざし加工
・昇降盤を使った角度を付けた加工
・ベルトサンダーの安全かつ基本的使用法

テキスト
参考書

木工用機械 / 木材加工系実技教科書 / 木工工作法
*いずれも雇用・能力開発機構

事前履修科目 木工機械使用法Ⅰ（木取り）

概　　要

フォトフレームの制作を通して、木工機械のさまざまな加工方法を学ぶ

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
木工機械にはさまざまな使用法があり、セッティングの変更や冶具を利用する
ことでさまざまな加工ができる。基本的な使用方法と併せて習得することで、
よりバラエティのあるものを制作できるようになる。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工機械使用法Ⅱ（成形・加工） ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / 制作物

関連する資格 　

注意事項
作業しやすい服装
・半ズボン、スカート、サンダル厳禁

項　　目

壁掛け時計の制作を通して下記の内容を学ぶ

トリマーの安全かつ基本的使用法
ルーターの安全かつ基本的使用法
冶具の仕組みと制作方法
冶具を使った成形加工

テキスト
参考書

木工用機械 / 木材加工系実技教科書 / 木工工作法
*いずれも雇用・能力開発機構

事前履修科目 木工機械使用法Ⅱ（成形・加工）

概　　要

木工で使用頻度の高いトリマーやハンディルーターといった電動工具の使い方
や安全な加工に欠かせない冶具の作り方・使い方を時計の制作を通して学ぶ。
また一つの作品を作り上げるうえで基本となる工程の流れを理解し、作品作り
の全体の流れを通して学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
使用頻度の高いトリマーやハンディルーターといった電動工具の使い方、およ
び冶具制作を学ぶ

科　　　目 担当者（○主担当）

電動工具（成形・加工） ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / 制作物

関連する資格 　

注意事項
作業しやすく、袖のしまっている服装
ウィンドウブレーカーのような木くずがつきにくい上着を用意するとよい

項　　目

各ガウジの研ぎ
スクレーパーを使った仕上げ
平皿の制作

テキスト
参考書

資料配布

事前履修科目 　

概　　要

皿や椀などを制作する木工旋盤は、専門性の高い木工技術であると同時に、わ
ずかな設備で足りることから、一般の人にも親しみやすい木工技術でもある。
この実習では、クオリティの高い作品作りに必須であるスクレーパーを使った
仕上げ、各刃物の研ぎを習得する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
平皿の制作を通して、刃物の研ぎ、スクレーパーの使い方を学ぶ

科　　　目 担当者（○主担当）

木工旋盤の基礎Ⅱ ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / 制作物

関連する資格 　

注意事項
作業しやすい服装
・半ズボン、スカート、サンダル厳禁

項　　目

テーブルの構造
仕口の種類
角のみ、補助テーブルをつかったほぞ穴、四方胴付ほぞの加工
反り止めの種類と構造
駒留めを使ったテーブルの制作

テキスト
参考書

木工用機械 / 木材加工系実技教科書 / 木工工作法
*いずれも雇用・能力開発機構

事前履修科目 木工機械使用法Ⅱ

概　　要

森林文化アカデミー学内で用いられるテーブルを制作する。テーブル制作で必
要なほぞ組、天板の矧ぎ、反り止めについての技術を制作を通して学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
テーブル制作に必要な技術の習得

科　　　目 担当者（○主担当）

テーブル制作 ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・取組姿勢など

関連する資格 特になし

注意事項
特になし

項　　目

　ものをつくる上で図面を描くことにはどんな意味があるだろうか。製作に入
る前に大きさや木取り、接合部などの納まりのチェックをするため、他人にプ
レゼンテーションするため、或いは作った作品を資産として残すことなど様々
考えられる。或いは、データベースとして図面や素材･仕上げなどを残すことに
よって、過去に作った作品(1品もの)を商品(数量のあるもの)として改良するこ
とも容易になる。

・簡単な家具図面のトレース
・有名家具図面のトレース
・作品実測による作図

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 CADの基礎

概　　要

　ＣＡＤの操作をトレースを通して習得し、自ら作成した作品、或いは製作予
定のイメージを作図する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　本講座では作図を通してＣＡＤを使いこなすことを目的とする。また、他の
ソフトとのデータ互換など、応用操作も学ぶ。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工製図(CAD) ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
材料代は自己負担。作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服　・必要に応じて粉塵用のマスク、ゴーグル等

項　　目

1
講義　合成樹脂塗料の種類（水性、ガラス、ラッカー、ウレタン）と塗装の基
本的手順
刷毛など道具の取り扱い

2
ガラス、水性ウレタンの下塗り

3,4
ガラス、水性ウレタンの仕上げ

5～8
塗料メーカーによるウレタン塗装講座

テキスト
参考書

随時テキスト配布
必須ではないが参考書として「塗装実技教科書」雇用問題研究会

事前履修科目 　

概　　要

木材への塗装は、美観の向上と木材の保護の2つの目的で行われる。耐候性や耐
水性が高く、環境にも配慮した合成樹脂塗料の開発は日進月歩で進んでおり、
木工や建築に携わる者にとっても基本的知識が求められている。この授業で
は、実習として水性ウレタンやガラス塗料などで木製品の仕上げを行う。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
合成樹脂塗料の種類と塗装の手順を理解し、水性ウレタンやガラス塗料など刷
毛塗りによる基本的な塗装技術を身に付けることを目的とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木材塗装(合成樹脂塗料) ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

1,2
講義
椅子の種類、構造、各部の名称
椅子の歴史（ウィンザーチェア）
三面図の基本的理解

3,4
人間工学の基礎（生活技術研究所訪問）

5～8
体に合わせた椅子の製図
椅子制作に必要な数学（四方転びと三角関数など）

テキスト
参考書

随時テキスト配布
必須ではないが参考書として「木工製図」雇用・能力開発機構

事前履修科目 　

概　　要

板の座面と丸棒の背や脚からなるウインザーチェアと呼ばれる椅子は、かつて
身近な森の木で作られたもので、小径木の有効利用が可能なデザインである。
椅子の基本形の一つであり学ぶべき要素が多い。県生活技術研究所などの協力
も得て、椅子の設計、製図について学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
椅子の簡単な設計手法や製図の技術を身に付けることを目的とする。
製図は手描き、CADいずれか得意な方を選択する。

科　　　目 担当者（○主担当）

木工製図(椅子原寸) ○ 久津輪雅
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／

□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・プレゼンテーション

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

〇展示（調査→整理→展示）を学ぶ
〇学内展（展示会企画のための要素を学ぶ）
〇学内展（展示構成）
〇学内展（ギャラリートーク）

※本年度は、翔楓祭（学園祭）にて学内展示会を開催する。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 展示会視察　

概　　要

授業で制作した作品等の展示会を企画運営する実習である。アカデミーでの活
動を伝える場としての学内展示会の開催を、コンセプトの立ち上げから展示計
画・サイン計画・チラシ作成・搬入・展示設営・会場当番・搬出等を実習す
る。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
作品の展示会を開催する場合の基本を学ぶことを目的とする。「日々の授業で
大切にしていることを如何にわかり易く伝えるか？」力を合わせ伝えることを
模索する場である。

久津輪雅 和田賢治

科　　　目 担当者（○主担当）

展示会の企画と運営 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
材料代は自己負担。作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服　・必要に応じて粉塵用のマスク、ゴーグル等

項　　目

1
県内の伝統工芸の概論

2～8
伝統工芸品の制作体験（曲げわっぱ、桶、竹籠などから選択）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

岐阜県には、和傘、提灯、団扇、飛騨春慶、一位一刀彫など、森林資源を生か
した工芸品が多い。これらの工芸を今後も継承するためには、持続的な材料確
保や新たな需要開拓などさまざまな課題克服が必要となる。この授業ではプロ
の職人の指導のもとで作業を体験し、背景の課題も合わせて学習する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
伝統工芸の職人から話を聞いたり作業を体験したりすることで、伝統工芸の価
値を再発見し、技術の継承に関心を深めること、また、伝統技術を新たな用途
に転用したり需要開拓につなげることを目的とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

伝統工芸 ○ 久津輪雅
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／

□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・レポート

関連する資格 　

注意事項
８月は宿泊の場合もある。

項　　目

見学（計４回）
・８月　２日間（県外）
・９月　（県内）
・１０月 （県内）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

新しいプロジェクトの取り組み方(人の巻き込み方、情報の発信の仕方、資金調
達方法)でこれまでにないものづくりとして支持を集めている例が増えてきてい
る。そのような事例について学び、自身の卒業後の仕事のあり方について考え
る。また、歴史・文化・産業等の視点で地域の暮らしを調査研究する。

授業方法 実習 開講時期 ２年間通年 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
ものづくりをこれからの社会の新しい「仕組みづくり」「暮らしづくり」とし
て取り組む先進事例の見学をとおして、新たなものづくりのあり方やライフス
タイルを考える。

久津輪雅 和田賢治

科　　　目 担当者（○主担当）

木工事例調査 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．見学
　　　カネモク・親和木材等、木材乾燥の先進地見学

２．講義+見学
　　　森林研究所

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

県内外の木材乾燥の先進事例を見学する。また、森林研究所の木材乾燥施設で
の見学及び講義をとおして学び、日々の実習に生かす。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
木工品を制作する上で重要な乾燥について、見学や講義をとおして学ぶことを
目的とする。

和田賢治

科　　　目 担当者（○主担当）

木材乾燥事例調査 ○ 松井勅尚
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／

□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 　出席・プレゼンテーション・報告書

関連する資格 　　

注意事項
　作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴
・袖や裾のしまった服　・必要に応じて粉塵用マスク、ゴーグル等

項　　目

1年間のまとめの授業として、調査研究から制作及び展示販売までを学ぶ。
〇デザイン手法
〇調査研究計画作成
〇調査研究レポート作成
〇コンセプトシート作成
〇試作・治具制作・制作図面・木取り表・工程表・量産制作
〇原価計算
〇展示販売会の開催
〇報告レポート作成

テキスト
参考書

　

事前履修科目 手工具/木工機械使用法

概　　要

デザインについての講義からはじめ、想定クライアントへの聞き取り等、調査
研究を繰り返し、商品を開発する。展示販売の現場も設定し、コストを意識し
た実践的な授業である。また、少量生産の制作を行うことで、一品生産とは
違ったノウハウを習得する機会とする。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
1年間のまとめとなる制作である。学んだことを統合した質の高い作品が要求さ
れる。商品化という視点を取り入れ、実社会を意識したものづくりをすること
を目的とする。

久津輪雅 和田賢治

科　　　目 担当者（○主担当）

商品化 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・プレゼンテーション

関連する資格 　

注意事項
作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴
・袖や裾のしまった服　・必要に応じて粉塵用マスク、ゴーグル等

項　　目

１．ガイダンス

２．県内施設との協業でのクラフト開発
〇聞き取り調査
〇県内施設の見学
〇調査研究レポート
〇コンセプトの決定～デザインの決定
〇試作
〇モニタリングから再制作
〇制作
〇図面の作成
〇プレゼンシートの作成

３．振り返り

テキスト
参考書

木工用機械 / 木材加工系実技教科書 / 木工工作法
（雇用・能力開発機構）

事前履修科目 　手工具/木工機械使用法

概　　要

地域材を活用したおもちゃ開発を行う。デザインワークでは、地域のポテン
シャルを人・モノ・コトなど様々な側面から調査し、地域性を生かしたおも
ちゃの提案をする。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 45 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
クラフト開発を通して、地域材の生かし方、地域性を考慮したデザインなどを
学ぶ。

和田賢治

科　　　目 担当者（○主担当）

地域材クラフト開発 ○ 松井勅尚
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
材料代は自己負担。作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服　・必要に応じて粉塵用のマスク、ゴーグル等

項　　目

1～4
座面の加工（四方転びの理解、ボール盤による角度付きの穴開け、ディスクグ
ラインダーの使用法）

5～8
座面の加工（四方反り鉋・スクレイパーの使用法）

9～14
脚の加工（旋盤による丸ホゾの加工）

15～16
笠木の成形（蒸し曲げor積層曲げ）

17～20
スピンドルの成形（南京鉋の使用法）

21～22
笠木の加工（角度付きの穴開け）

23～26
クサビの制作（昇降盤補助テーブルによる加工）
組み立て（通し丸ホゾの組み立て、仕上げ法）

27～30
塗装（家具のオイル塗装法）

テキスト
参考書

必須ではないが参考書として「木工工作法」「木工用機械」「木材加工系実技
教科書」「木工製品設計」いずれも雇用・能力開発機構

事前履修科目 手工具Ⅰ（以下もできれば事前履修を）木工機械使用法Ⅰ　木工旋盤の基礎Ⅰ

概　　要

板の座面と丸棒の背や脚からなるウインザーチェアと呼ばれる椅子は、かつて
身近な森の木で作られたもので、小径木の有効利用が可能なデザインである。
椅子の基本形の一つであり学ぶべき要素が多い。
この授業では、ウィンザーチェアを実際に1脚制作する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
適切な材料の選択や道具の使用についての知識、実践的な制作技術を身に付け
ることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

椅子の制作 ○ 久津輪雅

C-148



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席 / 制作物

関連する資格 　

注意事項
作業しやすい服装
・半ズボン、スカート、サンダル厳禁

項　　目

抽斗の構造と制作方法
追い入れ枘による接合
集成材・合板
小型箱もの家具の制作

テキスト
参考書

木工用機械 / 木材加工系実技教科書 / 木工工作法
*いずれも雇用・能力開発機構

事前履修科目 木工機械使用法Ⅱ

概　　要

箪笥など衣類の収納を目的とした家具は建築様式の変化によって需要は減って
きているが、本棚などの棚、小物や書類などを収納する家具などは以前とニー
ズがある。これらの収納家具で多く用いられる追い入れほぞ、抽斗などの技術
を学ぶ

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
小型収納家具の制作を通して、追い入れほぞの箱もの家具、抽斗の制作方法を
学ぶ

科　　　目 担当者（○主担当）

収納家具 ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
材料代は自己負担。作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服　・必要に応じて粉塵用のマスク、ゴーグル等

項　　目

1
講義　さまざまな漆の塗装方法の理解（すり漆と刷毛塗りの違い）

2
素地調整、木地固め

3～8
漆の塗装

9
講義　玩具などへの着色塗装方法

10～12
スプレー塗装実習

13～16
エアブラシと染料を用いた着色塗装

テキスト
参考書

随時テキスト配布
必須ではないが参考書として「塗装実技教科書」雇用問題研究会

事前履修科目 （できれば事前履修を）木材塗装（自然塗料）木材塗装（合成樹脂塗料）

概　　要

「伝統工芸（曲げわっぱ等）」で制作した木地、スプーン、箸、皿などを漆で
塗装する。
スプレー吹付けでのウレタン塗料や簡易なエアブラシを用いて、「地域材クラ
フト」で制作した作品や木の玩具などの小物を美しく塗装する技術を学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
漆や合成樹脂塗料の応用的な技術を身に付けることで、生産する木工製品によ
り高い付加価値をつけられるようにすることを目的とする。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

木材塗装の応用 ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

1～2
学習机の構造、各部の呼称
板組、框組、フラッシュの構造
引き出しの構造、各部の呼称
JIS規格など寸法の基準
ノックダウン金物（ジョイントボルト、鬼目ナット、レッグジョイント）

3～4
デザイン、機能の検討

5～8
図面、木取り表、工程表の制作

テキスト
参考書

随時テキスト配布。必須ではないが参考書として「木工製図」雇用・能力開発
機構、「木工製品設計」雇用・能力開発機構

事前履修科目 木工の基礎Ⅰ、基礎Ⅱの科目の多くを履修していることが望ましい。

概　　要

地域材を用いてオリジナルの家具を開発する。履修する学生の要望に応じて制
作物を決定するが、特に要望がない場合は学習机を制作することを前提に、デ
ザイン等を検討する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
制約のある地域材を用いて付加価値のある家具を開発・設計できる基礎的な知
識や技術を身に付けることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

地域材家具開発 ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 ■ 木工 □ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出

関連する資格 　

注意事項
材料代は自己負担。作業しやすく、危険のない服装を各自準備する。
・動きやすく滑りにくい靴（サンダルは禁止）
・袖や裾の締まった服　・必要に応じて粉塵用のマスク、ゴーグル等

項　　目

1～24
家具の制作

制約のある地域材の木取り
天板の矧ぎ合わせ
天板の反り止め
脚のホゾ加工
引き出しの加工
ノックダウン金物、スライドレールなどの取り付け
塗装

テキスト
参考書

随時テキスト配布。必須ではないが、「木工工作法」「木工用機械」「木材加
工系実技教科書」「木工製品設計」いずれも雇用・能力開発機構

事前履修科目 木工の基礎Ⅰ、基礎Ⅱの科目の多くを履修していることが望ましい。

概　　要

地域材を用いてオリジナルの家具を制作する。履修する学生の要望に応じて制
作物を決定するが、特に要望がない場合は学習机を制作する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 45 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
制約のある地域材を用いて付加価値のある家具を制作できる基礎的な知識や技
術を身に付けることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

地域材家具制作 ○ 久津輪雅
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・テスト

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．はじめに
２．個体群の増加
３．競争と周期的変動
４．遺伝学
５．適応進化と共進化，種分化
６．生態系と群集
７．生態系サービス
８．種の多様性

テキスト
参考書

随時プリント配布，シリーズ現代の生態学1　集団生物学　共立出版

事前履修科目 　

概　　要

生態学とは，野外で生物がどのように暮らしているのかを理解するための学問
である。本科目では生態学の基礎を，個体群，生物進化，生態系の視点から学
ぶ。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
森林は木材生産の場であると同時に，多くの生物が生育する場でもある。生物
が生物的・非生物的環境の下で，どのように影響し合いながら生育しているの
かを理解することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

生態学の基礎 ○ 玉木一郎
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

　5/31（火）
　　生態系とは何か、生態系サービスの概念はどのように生まれたのか：
　環境と人間との関わりの中で自然が恵みを与えてくれること、同時にその資
源は有限であること、この二つの気づきが生態系サービスの概念の基礎にあ
る。生態系の機能とからめて生態系サービスについて概説する。

　6/7（火）
　　生態系サービスの実例と生物多様性：
　４種類の生態系サービス、供給サービス・調整サービス・文化サービス・基
盤サービスそれぞれの実例について、そしてそれを支える生物多様性について
解説する。

　6/14 (火）
　　森林の公益的機能と生態系サービス
　酸素供給・土壌流出防止・洪水防止など森林生態系の持つ公益的機能につい
て解説する。

　6/21（火）
　　森林の公益的機能の実際
　森林の持つ気温の低減効果の測定や、林野土壌の透水性の測定などを通じて
森林の公益的機能について考える。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

生態系サービスの概念がどのようにして出てきたのか、時代的背景から解説す
る。さらに生態系サービスにはどのようなものがあるのか、そしてその中でも
森林の持つ生態系サービスについて学ぶ。授業の後半では、実際にどのような
生態系サービスが得られているのか、環境の測定等も交えながら体験する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
自然の持つ機能のうち、人間にとって有益なものを生態系サービスと呼ぶ。日
本の森林が提供している様々な生態系サービスと、正しい森林施業が公益的機
能を最大限発揮できる環境を担っていることを理解することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

生態系サービス ○ 柳沢直
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験

関連する資格 　

注意事項
野外実習時のドレスコート：1実習（一般）

項　　目

1．基本的用語の理解（樹木同定の復習）

2．葉による同定

3．実生の同定と更新サイト

4．開芽とシュートの伸長様式

5．樹形と光獲得戦略

6．利用特性

テキスト
参考書

参考書：「検索入門　針葉樹」「検索入門　樹木①②」「樹に咲く花」「葉で
わかる樹木」「花実でわかる樹木」

事前履修科目 樹木同定

概　　要

　着葉期の野外において樹木を観察しながら、形態的特徴を覚えるとともに種
生態学的性質を学び、樹種の同定能力を身に付け、あわせて図鑑による検索・
同定の手法を学ぶ。また、各樹種の材や植物材料としての利用方法についても
学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　林業・森林管理を念頭に置いたときの主要な樹種について、着葉期にそれら
を同定する能力を身に付け、各樹種の種生態学的な特性や利用上の特性を理解
する。

科　　　目 担当者（○主担当）

樹木学実習（着葉期） ○ 横井秀一

C-155



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験

関連する資格 　

注意事項
野外実習時のドレスコート：1実習（一般）

項　　目

1．基本的用語の理解

2．樹形・枝ぶりによる同定と樹形の意義

3．樹皮による同定

4．冬芽と葉痕による同定

※常緑字に関しては「樹木学実習（着葉期）」と同様。

テキスト
参考書

参考書：「検索入門　針葉樹」「検索入門　樹木①②／冬の樹木」「花実でわ
かる樹木」「冬芽でわかる落葉樹」「樹皮と冬芽」「冬芽ハンドブック」

事前履修科目 樹木同定、樹木学実習（着葉期）

概　　要

　落葉期の野外において樹木を観察しながら、形態的特徴を覚えるとともに種
生態学的性質を学び、樹種の同定能力を身に付け、あわせて図鑑による検索・
同定の手法を学ぶ。また、各樹種の材や植物材料としての利用方法についても
学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　林業・森林管理を念頭に置いたときの主要な樹種について、落葉期にそれら
を同定する能力を身に付け、各樹種の種生態学的な特性や利用上の特性を理解
する。

科　　　目 担当者（○主担当）

樹木学実習（落葉期） ○ 横井秀一

C-156



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．哺乳類の生態等
２．農林業被害の現状及びそれをもたらす哺乳類の特徴
３．野生生物保護管理の考え方
４．外来種により生物多様性への影響
５．鳥類の生態等
６．鳥類の野外調査法
７．絶滅のおそれのある哺乳類・鳥類と保護問題

テキスト
参考書

「鳥類生態学入門」山岸哲編著（築地書館）

事前履修科目 　

概　　要

野生生物として哺乳類と鳥類をとりあげ、分布や生態・保全等についての基本
的な内容を取り扱う。さらに、農林業における獣害の実態や対策について解説
する。それらの内容を通じて野生生物保護管理に関する基本的な考え方を学
ぶ。絶滅のおそれのある哺乳類・鳥類とその保護問題についても言及する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
シカ・クマ・サル・イノシシなどによる農林業被害が起こっているが、人と野
生生物との共存のためには適切な管理が必要である。そのために必要とされる
野生生物の生態的基礎知識や保護管理に関する基本的な考え方を学ぶ。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

哺乳類・鳥類の生態基礎 ○ 柳沢直

C-157



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．里山環境の危険生物とその対処
２．昆虫類など森林生物の採取・同定
３．魚類など水生生物の採取・同定

テキスト
参考書

随時プリント配布。日本の昆虫1400①②（文一総合出版）、フィールドガイド
日本のチョウ（誠文堂新光社）、くらべてわかる淡水魚（山と渓谷社）

事前履修科目 　

概　　要

本科目では昆虫・魚類などの発見・採取・同定方法を学ぶ。また危険生物の種
類とその対処についても学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
森林をはじめとする里山環境には樹木以外にも多くの生物が生息している。生
物多様性に配慮しながらそれらの自然環境を利活用していく上で、それらの生
物を発見・同定する能力は必要不可欠である。

玉木一郎

科　　　目 担当者（○主担当）

昆虫・魚類同定実習 ○ 津田格

C-158



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・テスト

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．地球の歴史と植物の出現
２．生物の系統分類と植物
３．植物の生活形
４．植物の体の構造1
５．植物の体の構造2
６．植物の世代交代と生活環
７．地球環境と植物
８．植物と光
９．植物ホルモン
10．植物の有性生殖と無性生殖
11．植物の繁殖戦略
12．園芸植物の生理
13．林木育種1
14．林木育種2
15．地域性種苗

テキスト
参考書

随時プリント配布，植物生態学　朝倉書店，植物用語辞典　八坂書房，樹木生
理学　化学同人，植物の生命科学入門　培風館，樹木環境生理学　文永堂出版

事前履修科目 C-152生態学の基礎

概　　要

本科目では，まず植物の体の構造について理解する。その上で光合成の仕組
み，植物と水の関係，植物の発生と成長，種子の発芽生理，優性・無性生殖，
林木育種の基礎などについて学ぶ。

授業方法 講義 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
樹木の体の仕組みと働きを知ることに加え，樹木とはどのような生物で，どん
な環境のなかで，どのように生育しているのかを理解することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

樹木の形態と生理 ○ 玉木一郎

C-159



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

9/5（月）森は海の恋人：森が海を豊かにする
　海を守るために上流の山に植林する事例について紹介する。宮城県気仙沼、
北海道帯広市などの事例を紹介し、木を植えることによる効果について概説す
る。

9/12（月）山は緑のダム？：本当に森は山に水を蓄えるのか？
　治水・利水と治山に関して森林整備は重要だと言われるが、そのメカニズム
が一般に正しく理解されているとは言いがたい。土壌の透水性・樹木の蒸散・
表土の流出などに着目し、山が本当に緑のダムとして機能しうるのか検証す
る。

11/2（水）現地見学：
　砂防施設・治山・治水施設の見学を行う。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

森林生態系は河川生態系を通じて沿岸域の生態系とリンクしており、上流の森
林の状態が海の生物の豊かさに直接影響を与えていることが近年明らかになっ
ている。この授業ではそのメカニズムを知ると共に、人間活動を災害から守る
治山治水による環境の保全の重要性について学ぶ。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
従来から知られている、緑のダムなど治山・治水に関係する公益的機能のほか
に、近年明らかになってきた河川を介した森と海の関係について学び、森林の
重要性を理解することを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

森林と海をつなぐ ○ 柳沢直

C-160



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．マイタケ原木栽培技術（ほだ木埋設）
２．初夏に発生する野生きのこの採集と同定（コナラ、アカマツ林）

内容、時間についてはきのこの発生状況等に応じて変更する可能性がある。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 特用林産物実習（秋冬編）

概　　要

木材腐朽性きのこの増産技術、利用について秋冬編に引き続いて学ぶ。また初
夏に発生するきのこの同定実習も行う。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
林産物のうち、きのこ、山菜、薬用植物、木の実、精油、樹皮、特用樹、薪炭
などは特用林産物と呼ばれる。特用林産物は地域の風土と結びついた物が多
く、それらについて知ることはその地域の文化を理解する上で重要である。

科　　　目 担当者（○主担当）

特用林産物実習（春夏編） ○ 津田格

C-161



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．きのこの生態
２．秋に発生する野生きのこの採集と同定（コナラ・アカマツ林）
３．野生きのこからの菌株分離技術
４．木材腐朽菌の栽培技術（培地の調整、種菌の培養など）

内容、時間についてはきのこの発生状況等に応じて変更する可能性がある。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

本科目では様々な特用林産物のなかでも、特に秋に発生する有用な菌根性きの
こ、木材腐朽性きのこについて、その利用や増産技術を習得する。木材腐朽性
きのこの基礎的な栽培技術についても習得する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
林産物のうち、きのこ、山菜、薬用植物、木の実、精油、樹皮、特用樹、薪炭
などは特用林産物と呼ばれる。特用林産物は地域の風土と結びついた物が多
く、それらについて知ることはその地域の文化を理解する上で重要である。

科　　　目 担当者（○主担当）

特用林産物実習（秋冬編） ○ 津田格

C-162



／

□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．山菜、薬用植物とは
２．山菜、薬用植物の採集と同定
３．山菜の調理法
４．山菜、薬用植物の増産技術（根ざし法）
５．薬用植物の利用見学

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

本科目では特用林産物のうち、主に山菜と薬用植物の利用方法、同定、増産技
術を実習を通して学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
林産物のうち、きのこ、山菜、薬用植物、木の実、精油、樹皮、特用樹、薪炭
などは特用林産物と呼ばれる。特用林産物は地域の風土と結びついた物が多
く、それらについて知ることは地域の文化を理解する上で重要である。

柳沢直 玉木一郎

科　　　目 担当者（○主担当）

有用植物実習（山菜・薬草） ○ 津田格

C-163



／

□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．里山の春植物の生育環境
２．東海丘陵要素植物群の自生地
３．養老地域の里山と水の利用
４．谷津田と湿地環境
５．草地の利用と生物
６．ハナノキ自生地の保全

テキスト
参考書

随時プリント配布，里山の生態学　名古屋大学出版会，里山の自然　保育社

事前履修科目 C-152生態学の基礎，C-158樹木の形態と生理

概　　要

本科目では，まず岐阜県周辺の里山の自然を見学し，その特徴と形成過程につ
いて学ぶ。そして，里山の自然をどう保全していくのかについて，実際の保全
活動に参加しつつ学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 45 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
里山の自然とはどんな自然で，どのように維持していく必要があるのか，そし
て岐阜県周辺の里山の特徴について理解することを目的とする。

柳沢直 津田格

科　　　目 担当者（○主担当）

里山の自然とその保全 ○ 玉木一郎

C-164



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験（自身の同定能力、指導効果）および指導態度

関連する資格 　

注意事項
野外実習時のドレスコート：1実習（一般）

項　　目

1．基本的用語の理解（樹木同定の復習）

2．葉による同定

3．実生の同定と更新サイト

4．開芽とシュートの伸長様式

5．樹形と光獲得戦略

6．利用特性

テキスト
参考書

参考書：「検索入門　針葉樹」「検索入門　樹木①②」「樹に咲く花」「葉で
わかる樹木」「花実でわかる樹木」

事前履修科目 樹木同定、樹木学実習（着葉期）

概　　要

　「樹木学実習（着葉期）」において、講師役を務める。自らの知見（自分が
学んだ知識や自分で見つけたポイント）を総動員し、初学者が十分な知見を得
られるように指導する。要所要所は、教員が補助（誤りの修正、追加の解説）
する。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　樹木について人に教えることで、自らの樹木同定能力や樹木の形態・生態に
ついての知識を確認するとともに、人への教え方を身に付ける。

科　　　目 担当者（○主担当）

樹木学指導実習（着葉期） ○ 横井秀一

C-165



□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 ■ 自然・科学 □ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 試験（自身の同定能力、指導効果）および指導態度

関連する資格 　

注意事項
野外実習時のドレスコート：1実習（一般）

項　　目

1．基本的用語の理解

2．樹形・枝ぶりによる同定と樹形の意義

3．樹皮による同定

4．冬芽と葉痕による同定

※常緑字に関しては「樹木学実習（着葉期）」と同様。

テキスト
参考書

参考書：「検索入門　針葉樹」「検索入門　樹木①②／冬の樹木」「花実でわ
かる樹木」「冬芽でわかる落葉樹」「樹皮と冬芽」「冬芽ハンドブック」

事前履修科目 樹木同定、樹木学実習（落葉期）

概　　要

　「樹木学実習（落葉期）」において、講師役を務める。自らの知見（自分が
学んだ知識や自分で見つけたポイント）を総動員し、初学者が十分な知見を得
られるように指導する。要所要所は、教員が補助（誤りの修正、追加の解説）
する。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
　樹木について人に教えることで、自らの樹木同定能力や樹木の形態・生態に
ついての知識を確認するとともに、人への教え方を身に付ける。

科　　　目 担当者（○主担当）

樹木学指導実習（落葉期） ○ 横井秀一
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・レポート

関連する資格 　

注意事項
演習を欠席する場合はレポートを事前に提出しておくこと。

項　　目

１．分かりやすい文章と技術
２．文章の体裁，Wordの使い方
３．演習：テーマに基づく作文 1
４．演習：相互添削・解説
５．演習：テーマに基づく作文 2
６．演習：相互添削・解説
７．演習：テーマに基づく作文 3
８．演習：相互添削・解説

テキスト
参考書

随時プリント配布，100ページの文章術　共立出版，理科系の作文技術　中公新
書

事前履修科目 　

概　　要

本科目では，まず明確で論理的な文書の作成に関する講義を行う。文章の作成
方法について理解した後に，実際に文章を書き，それをお互いに交換して添削
し合う。これを繰り返すことで，より一層の文章力を習得する。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
分かりやすい文章とはどういうものなのか理解し，それを自分の文章に反映さ
せることができるようになることを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

文章表現・作文技術 ○ 玉木一郎
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席と課題提出

関連する資格 特になし

注意事項
特になし

項　　目

10/17（月）③④  プレスリリース（久津輪）
　　　時代性や社会性を意識した文章で、伝えたいテーマを的確に表現する手
法を学ぶ。
10/24（月）③④  写真撮影の基本（和田）
　　　カメラの基本知識、構図の決め方といった写真撮影のポイントを学ぶ。
10/31（月）③④）写真加工（和田）
　　　撮影した写真の露出補正やトリミングなどの写真加工の基本を学ぶ。
11/7（月）③④   ブログ、WEBなどのIT発信（和田）
　　　階層に分かれた内容をよりわかりやすくデザインする手法を学ぶ。ブロ
グ、ホームページ作成ツールの使用法を学ぶ
11/21（月）③④  イラレを使った名刺とリーフレット作成 （辻）
　　　必要最小限の情報をわかりやすく、印象に残るようにデザインする手法
を学ぶ。
11/28（月）③④  簡単なスライドショーなどのプレゼン（久 津輪）
　　　限られた発表時間の中で、全体の構成を組み立て伝えたいメッセージを
表現する手法を学ぶ。写真を中心としたシンプルな講座紹介のスライドショー
を作成する。
12/5（月）③④   学生生活応援ナビの改修検討（辻）
　　　学生生活応援ナビの分析を行い、改修に当たっての計画を立てる
12/12（月）③④　学生生活応援ナビのバージョンアップ（辻）
　　　学生生活応援ナビの改修作業を行う。

テキスト
参考書

随時プリント配布

事前履修科目 特になし

概　　要

　膨大な情報に紛れることなく、届けたい相手に適切な情報を届ける。情報が
伝わることで、反応があり、仲間が増え、新しい視点が拡がる可能性がある。
　様々な情報発信の方法を演習を通して身に付ける。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
　今日、情報網の発達によって多種多様で膨大な情報があふれている。本授業
では、伝えたい情報を整理し、さまざまな手段を用いて効果的に相手に伝える
ための技術や表現を身につける。

科　　　目 担当者（○主担当）

情報発信演習 ○ 辻充孝
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、レポート

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

1. 簿記について

2. 財務諸表について（PL/BS）

3. 財務諸表について（CF）

4. ケーススタディ（事業の進行と財務諸表の動き）

5. 原価管理

6. 損益分析点分析

7. ケーススタディ（企業の経営と財務）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

基本的な簿記の仕組みに始まり、損益計算書（PL）や貸借対照表（BS）といっ
た財務諸表の見方や、原価計算、損益分岐分析など、管理会計の基本的な考え
方について学ぶ。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
事業体に就職する、起業する、副業で暮らす、いずれの場合でも、会計の仕組
みについて学ぶことは重要である。会計を学ぶことで、経営体としての健康状
態を判断できるだけではなく、マーケティング戦略を立てることも出来る。

科　　　目 担当者（○主担当）

会計の基礎 ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
宿泊型のプログラムです。（アカデミーのコテージもしくは同等の費用で宿泊
予定）食費・交通費等実費が別途かかることがあります。
実践のために週末（休日）にまで授業がかかる場合があります。

項　　目

以下のことについて触れる予定です。

◯　インタープリテーションとは
◯　インタープリテーションの原則
◯　多様なスタイルを知る
◯　インタープリテーションを構成するもの
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

「インタープリテーション入門」（小学館）
「インタープリター・トレーニング」（ナカニシヤ出版）

事前履修科目 　

概　　要

見えないものを見える化し、物事の背景にあるメッセージを効果的に伝える手
法としてアメリカの国立公園で発展した「インタープリテーション」の技術や
理念を習得し、自分なりのスタイルを構築することを目的としています。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
異なる現場、異なる年齢層に対する、様々なスタイルのインタープリテーショ
ンプログラムをまずは「体験」してもらいます。

科　　　目 担当者（○主担当）

インタープリテーション実習① ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、授業態度から総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
１泊２日の合宿形式で行います。
自炊のための食材費、宿泊費（シーツ利用の場合1,000円）等実費がかかりま
す。

項　　目

扱う内容の予定（その場の状況や反応に合わせて担当講師が展開していくため
以下はあくまで予定です。）

◯心と身体のストレッチ
◯気持ちを聴く
◯「きく」と「ききいれる」
◯気持ちを表現する
◯自分の発言をチェックする
◯様々なコミュニケ−ションのスタイル
　（コミュニケーションや育ち合う関係の障害となる要素）
◯コミュニケーション内での気持ちの変化のプロセスの観察　ほか

テキスト
参考書

授業内で随時紹介します。

事前履修科目 　

概　　要

何かを提案したり、つくったり、「自分のシゴト」をしたりしていくためには
欠かせない、というよりも社会の中で「自分のままで」生きていく上では欠か
せない、相手の気持ちを「聴く」力と、自分の気持ちを「表現する力」を養い
ます。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
１対１や、グループでのロールプレイの中で、主体となったり、観察する側と
なることで主観的、客観的に自分の発言や気持ち、その言葉に対する反応に気
づくためのショートプログラムを２日間の合宿形式で行います。

非常勤講師

科　　　目 担当者（○主担当）

コミュニケーションワーク ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席と参加態度

関連する資格 　

注意事項
動きやすい服装で

項　　目

・ファシリテーションとは何か
・アイスブレークの技術
・ＫＰ法
・ファシリテーショングラフィック
・対話型ファシリテーション
・ほか（履修者の要望で随時調整）

テキスト
参考書

「インタープリター・トレーニング」ナカニシヤ出版ほか（開講時に随時提
示）

事前履修科目 　

概　　要

さまざまな対話シーン（ビジネス会議、体験学習の場、地域づくり集会等）を
円滑に進め、創造性を生み出すコミュニケーション技術であるファシリテー
ションの基礎技術を、４回にわたって演習方式で学ぶ。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
ファシリテーションの基礎技術を習得する

科　　　目 担当者（○主担当）

ファシリテーション実習 ○ 嵯峨創平
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出と発表

関連する資格  

注意事項
ＩＣレコーダー等録音機器、デジタルカメラの持参推奨

項　　目

1．ガイダンス、講義 「山里の聞き書き」とは
2．山里訪問　（「あるもの探し」と「聞き取り」）
3．音声おこし、書き取り
4. 文章化、編集、ミニ聞き書き作品つくり
5．読み合わせ会
6. あるもの探しマップ作成
7．山里再訪・発表会

テキスト
参考書

山里の聞き書き（山里文化研究所編）

事前履修科目  

概　　要

「あるもの探し」「聞き取り」で見聞したもの・ことについて、絵地図や文章
にまとめて共有する。作成した「聞き書き小作品」の発表会を通じて地域の人
達と交流する。

授業方法 講義・実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
県内の山村地域を訪ね、集落内や周辺の野山を歩き、そこで暮らす人から直接
話を聞き、興味を深める。「聞き書き小作品」つくり体験を通じ、他人の話を
きちんと聞くための作法と心構えを身に付ける。

科　　　目 担当者（○主担当）

山里を知る(聞き書き入門) ○ 原島幹典
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 レポート等

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

活動内容を教員に相談、承認を得ること。教務委員会で単位として承認する。
詳しくは各担当教員に確認のこと。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

地域の森林の整備活動や、木工用材料確保のための広葉樹林間伐など、地域の
課題に結びついたさまざまな活動に取り組む。

授業方法 講義・実習 開講時期 ２年間通年 時間数 15 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アカデミーが目指す人材を育成するために、地域で生じている諸問題の解決を
題材に取り上げて、より実践的な調査や研究、設計、製作、セミナー、視察研
修などを実施する。

科　　　目 担当者（○主担当）

プロジェクト１ ○ 担当教員
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 レポート等

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

活動内容を教員に相談、承認を得ること。教務委員会で単位として承認する。
詳しくは各担当教員に確認のこと。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

地域の森林の整備活動や、木工用材料確保のための広葉樹林間伐など、地域の
課題に結びついたさまざまな活動に取り組む。

授業方法 講義・実習 開講時期 ２年間通年 時間数 30 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アカデミーが目指す人材を育成するために、地域で生じている諸問題の解決を
題材に取り上げて、より実践的な調査や研究、設計、製作、セミナー、視察研
修などを実施する。

科　　　目 担当者（○主担当）

プロジェクト２ ○ 担当教員
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 レポート等

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

活動内容を教員に相談、承認を得ること。教務委員会で単位として承認する。
詳しくは各担当教員に確認のこと。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

地域の森林の整備活動や、木工用材料確保のための広葉樹林間伐など、地域の
課題に結びついたさまざまな活動に取り組む。

授業方法 講義・実習 開講時期 ２年間通年 時間数 45 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アカデミーが目指す人材を育成するために、地域で生じている諸問題の解決を
題材に取り上げて、より実践的な調査や研究、設計、製作、セミナー、視察研
修などを実施する。

科　　　目 担当者（○主担当）

プロジェクト３ ○ 担当教員
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 レポート等

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

活動内容を教員に相談、承認を得ること。教務委員会で単位として承認する。
詳しくは各担当教員に確認のこと。

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

地域の森林の整備活動や、木工用材料確保のための広葉樹林間伐など、地域の
課題に結びついたさまざまな活動に取り組む。

授業方法 講義・実習 開講時期 ２年間通年 時間数 60 レベル 基礎Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アカデミーが目指す人材を育成するために、地域で生じている諸問題の解決を
題材に取り上げて、より実践的な調査や研究、設計、製作、セミナー、視察研
修などを実施する。

科　　　目 担当者（○主担当）

プロジェクト４ ○ 担当教員
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席・授業態度・習熟度などをもとに総合的に評価します。

関連する資格 　

注意事項
実践のために時には週末（休日）に授業をすることもあります。
現場によっては、授業日程が変更する場合もあります。
また宿泊と伴う場合がありますので必ず事前に担当教官に確認してください。

項　　目

以下のことについて触れる予定です。

◯　インタープリテーション（おさらい）
◯　解説とインタープリテーションの違い
◯　人前で話す時のポイント
◯　ツアーやグループ（集団）を扱う時のポイント
◯　自分の癖を理解する
◯　インタープリテーションの企画と実践
◯　フィードバックと改善
◯　ふりかえり

テキスト
参考書

「インタープリテーション入門」（小学館）、「インタープリター・トレーニ
ング」（ナカニシヤ出版）。その他授業内で随時紹介します。

事前履修科目 インタープリテーション実習１　もしくは同等の経験や技術

概　　要

見えないものを見える化し、物事の背景にあるメッセージを効果的に伝える手
法としてアメリカの国立公園で発展した「インタープリテーション」の技術や
理念を、一般の対象者を相手に「伝える」活動を通して体験的に学びます。

授業方法 実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
様々な現場でホンモノの参加者を対象に自ら企画したインタープリテーショ
ン・プログラムの実践をすることで、インタープリテーションが「単なる情報
や知識の伝達ではない」ことを体得します。

科　　　目 担当者（○主担当）

インタープリテーション実習② ○ 萩原裕作
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、発表など

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

１．コミュニティビジネスとは
２．地域資源調査の方法（実習）
３．情報分析の方法
４．中間発表「コミュニティ課題の分析と抽出」
５．事業計画の立て方（5Pモデル）
６．事業目的と法人形態の選択
７．プレゼンテーションの技法
８．最終発表「ビジネスプランの提案」

テキスト
参考書

随時プリント配布。初回授業で推薦図書を提示する。

事前履修科目 　

概　　要

クリエーター科各講座で学んだ知識・技術を実社会で仕事として展開するに
は、自らの事業目標や地域課題解決の提案を、周囲の人間へ正しく伝えなが
ら、採算性の取れるビジネス手法で展開することが必要となる。各人の事業計
画作成を通じて事業経営の発想と基本様式を身にづける。

授業方法 講義 開講時期 後期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
コミュニティビジネス起業または組織内新事業立ち上げのための情報収集・分
析、事業企画作成、プレゼンテーションの基本的ツールを紹介しながら演習形
式で理解し、各人が事業計画を企画提案する。

嵯峨創平

科　　　目 担当者（○主担当）

コミュニティビジネス起業論（基礎編） ○ 杉本和也
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、作品提出と発表

関連する資格 　

注意事項
ＩＣレコーダー等録音機器、デジタルカメラの持参推奨

項　　目

1．山里訪問　（再聞き取り）
2．聞き書き作品作り
3．読み合わせ会
4．加筆、修正
5．発表会、交流会

テキスト
参考書

山里の聞き書き（山里文化研究所編）

事前履修科目 山里を知る（聞き書き入門）

概　　要

聞き書き活動の結果として、地域の人自身が、山里の暮らしや自分の人生につ
いて、考え直してゆくプロセスに立ち会うことになる。「聞き書き」の実践
編。

授業方法 講義・実習 開講時期 後期 時間数 15 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
本格的に「聞き書き」聞き書き活動を行う、1人1作品を作り、発表会で話し手
にお返しすることで、山里（そこに暮らす人々）の魅力や価値を地域内外の人
たちに伝える。

科　　　目 担当者（○主担当）

山里を伝える(聞き書き実践) ○ 原島幹典
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 担当教員による

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

各研修の詳しい内容はその都度発表される。
必要に応じて、研修前の事前学習の時間が設定される。
２泊３日程度の研修を予定している。

（これまでの研修先）
・静岡県伊豆半島 函南原生林（函南町）〜楠家具製作所（函南町）〜東京大学
樹芸研究所（2015年度）
・福島県奥会津地方（2014年度）
・岡山県西粟倉村 森の学校〜兵庫県篠山市ノオト（2013年度）
・京都府南丹市美山町 京都大学芦生研究林、北山集落〜比叡山（2012年度）
・長野県安曇野 シャンティクティ〜国営アルプスあづみの公園（2012年度）

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

全学科の学生が参加し、国内における森林、林業、木材利用に関連する多様な
取り組みや先進事例をともに視察、確認し、議論することで自身の専門的な学
びを深め、かつ視野を広げる。研修先や内容は、アカデミーの各分野領域の
テーマ、あるいは分野横断的なテーマに沿って設定され、実施される。

授業方法 実習 開講時期 前期 時間数 30 レベル 基礎Ⅱ

カテゴリ

目　　的
本科目は、アカデミーでの多岐にわたる学びの学習成果をふまえ、宿泊型実習
として通常の授業では行くことのできない遠隔の県外地を訪れ、充分な授業時
間の中で見学、体験し、学ぶことを目的とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

国内研修 ○ 担当教員
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／

□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席　提出物　最終発表

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

本科目は、5限、6限目に実施する

4月25日　 イントロダクション
　　　　　　　基礎編でのビジネスアイデア発表
　　　　　　　コンセプト固め

5月30日　 ビジネスモデルの考え方
　　　　　　　起業動向と起業支援制度

6月27日　 事業計画作成

8月29日　 中間チェック

11月21日　金融機関から見た事業計画の要点
　　　　　　　　（コミュニティユースバンクmomo代表理事　木村真樹）

12月19日　最終発表

（*また、ビジネスカフェへの参加も予定（詳細は決定次第告知））

テキスト
参考書

随時配布

事前履修科目 コミュニティビジネス起業論（基礎編）

概　　要

コミュニティビジネス起業論（基礎編）を終了した学生の中で、卒業後に起業
を目指す学生、またはより具体的なビジネスプランに落とし込みたい学生のた
めの実践編の授業。

授業方法 講義 開講時期 通年 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
アイデアを実践的なビジネスプランへ落とし込み、事業計画を立てることを目
的とする。また起業を目指すもの同士のネットワーク形成、幅広い情報源への
アクセスも含み、起業に向けての心構え、ビジネスマインドの獲得を目指す。

嵯峨創平 杉本和也

科　　　目 担当者（○主担当）

コミュニティビジネス起業論（実践編） ○ 和田賢治
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 出席、プロジェクト運営の積極性・貢献度

関連する資格 　

注意事項
　

項　　目

・コミュニティデザインの考え方
・プロジェクトデザイン
・チームビルディング
・フィールド調査
・ワークショップ企画運営
・情報発信
・成果報告会など

テキスト
参考書

山崎亮「まちの幸福論～コミュニティデザインから考える」ほか

事前履修科目 指定せず（2年次履修が望ましい）

概　　要

基礎科目（1年次科目）で学んだ知識・技術を総合して、実際の地域を対象にプ
ロジェクト型実習を行う。扱うテーマやプロジェクトの目的は、初回授業で履
修者と相談して決める。担当教員が関わっている美濃市蕨生地区、揖斐川町も
フィールド候補。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 60 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
実際の地域を対象にコミュニティデザインの考え方、進め方をアクションラー
ニング方式で学ぶ。

科　　　目 担当者（○主担当）

コミュニティデザイン総合演習 ○ 嵯峨創平
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 作業日報、作業報告書

関連する資格 　

注意事項
実施時期がやむなく授業時間と重なり、欠席届を提出した場合には、成績評価
時に考慮されることもある。インターンシップ保険に加入すること。時間認定
が２月中旬となることを念頭にインターンシップ実施期間を設定すること。

項　　目

１．事前相談（クリエーター科長、課題研究指導教員）

２．インターンシップ先の決定（可能であれば２ヶ月前まで）

３．承認

４．受け入れ依頼文書（事務局）、学生プロフィールの送付（学生）、
　　欠席届の提出（学生）

５．インターンシップ実施〜作業日報の作成（学生）

６．インターンシップ先へのお礼文書を提出（事務局へ）

７．作業日報とあわせてインターンシップの成果についての作業報告書を
　　クリエーター科長および指導教員に提出

８．時間認定

テキスト
参考書

　

事前履修科目 　

概　　要

希望学生が特定のインターンシップ先に集中し、受け入れ先での対応が不可能
である場合は、再度調整して変更する場合もありうる。研修内容については受
け入れ先に一任するため、希望者が受け入れ先に連絡をとり、事前に業務内容
等確認するものとする。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 発展Ⅰ

カテゴリ

目　　的
学生が課題研究の内容に参考となる企業などでの就業体験を行うことで、課題
研究の内容を深める、あるいは将来の進路について方向付けを行うための機会
とし、より自分に適した職種を探る契機とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

インターンシップⅠ ○ 担当教員
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□ 共通（必須） □ 林業 □ 森林環境教育・木育

□ 木造建築 □ 木工 □ 自然・科学 ■ 情報・ビジネス・コミュニケーション

評価方法 作業日報、作業報告書

関連する資格 　

注意事項
実施時期がやむなく授業時間と重なり、欠席届を提出した場合には、成績評価
時に考慮されることもある。インターンシップ保険に加入すること。時間認定
が２月中旬となることを念頭にインターンシップ実施期間を設定すること。

項　　目

１．事前相談（クリエーター科長、課題研究指導教員）

２．インターンシップ先の決定（可能であれば２ヶ月前まで）

３．承認

４．受け入れ依頼文書（事務局）、学生プロフィールの送付（学生）、
　　欠席届の提出（学生）

５．インターンシップ実施〜作業日報の作成（学生）

６．インターンシップ先へのお礼文書を提出（事務局へ）

７．作業日報とあわせてインターンシップの成果についての作業報告書を
　　クリエーター科長および指導教員に提出

８．時間認定

テキスト
参考書

　

事前履修科目 インターンシップⅠ

概　　要

希望学生が特定のインターンシップ先に集中し、受け入れ先での対応が不可能
である場合は、再度調整して変更する場合もありうる。研修内容については受
け入れ先に一任するため、希望者が受け入れ先に連絡をとり、事前に業務内容
等確認するものとする。

授業方法 実習 開講時期 通年 時間数 30 レベル 発展Ⅱ

カテゴリ

目　　的
学生が課題研究の内容に参考となる企業などでの就業体験を行うことで、課題
研究の内容を深める、あるいは将来の進路について方向付けを行うための機会
とし、より自分に適した職種を探る契機とする。

科　　　目 担当者（○主担当）

インターンシップⅡ ○ 担当教員
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